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たい村づく
歳入 53億0,710万3,306円（［寺別旦二贔）

一般会計決算

村 税

地方交付税

村
繰
繰
諸
越
入
収

債
金
金
入

国庫支出金

地方譲与税

県支出金

そ の 他
（＊構成比）

明
和
村
長斎

藤

憲

. 

りに全力投球

歳入 •41億0,260万3,275円

14億6,679万8,372円 *35.7% 

10億1,558万9,000円

3億4,070万0,000円

2億0,015万6,003円

1 億9,422万1,459円

1 億5,062万4,703円

1 億1,520万8,000円

1 億1,479万2,242円

5億 10億

玄24.8%

玄8.3%

玄5.7%

玄4.9%

合4.7%

玄3.7%

責2.8%

玄2.8%

玄6.6%

15億

九
月
定
例
議
会
で
平
成
五
年

度
＿
般
会
計
お
よ
び
各
種
特
別

会
計
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
だ
。

一
般
会
計
は
、
歳
入
が
四
＿
億

0
、
二
六
0
万
三
、
二
七
五
円

に
対
し
、
歳
出
は
三
八
億
七
、

二
ニ
―
万
二
、
五
五
四
円
で
、

差
し
引
き
二
億
三
、
0
三
九
万

〇
、
七
三
円
と
な
り
ま
し
だ
。

村有財産の状況
土 地 ・・・・・ ・・・・ ・・・・・・・・・・・ 151,699m' 

（小・中学校や村営住宅などの敷地）

建 物 ・・・・・ • • •••• ••••••• 26, 660m2 
（小・中学校の校舎や役場庁舎・村常住宅など）

基 金・・•…… •25億8,035万7千円

（財政調整基金、土地開発基金、ふるさとづくり基金等）

土地（土地開発基金）…… 1,965m2 

出資金等… ... ｷ........ 524万1千円

（村が他の団体に事業のもとでとして出したお金など）

平
成
五
年
度
決
算
の
あ
ら
ま
し

平
成
五
年
度
は
、
四
年
度
に
引
き

続
き
景
気
が
低
迷
し
て
お
り
、
国
や

地
方
団
体
も
税
収
等
の
落
ち
込
み
に

よ
り
、
共
に
財
政
運
営
に
苦
慮
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
村
も
例
に
も
れ
ず
、
前
年
に
比

ベ
税
収
が
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
地
方
財
政
に
と
っ
て
悪
条

件
の
中
で
の
予
算
執
行
に
は
、
十
分

な
配
慮
と
、
か
つ
、
弾
力
的
に
対
応

し
な
が
ら
国
が
総
合
的
な
経
済
対
策

と
し
て
、
地
方
単
独
事
業
の
推
進
を

旗
印
に
景
気
対
策
の
推
進
を
図
っ
て

き
ま
し
た
が
、
本
村
も
、
国
の
方
針

に
沿
っ
て
予
算
の
執
行
に
あ
た
っ
て

き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
厳
し
い
社
会
経
済
情

勢
の
中
に
あ
り
ま
し
た
平
成
五
年
度

で
し
た
が
、
村
政
は
進
展
の
足
を
止

め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
常
に
長

期
的
展
望
に
立
っ
て
、
社
会
資
本
の

充
実
を
め
ざ
し
、
行
政
改
革
大
綱
、

第
三
次
総
合
計
画
を
基
本
と
し
て
、

来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
の
新
し
い
時

代
に
対
処
し
、
村
の
実
情
と
将
来
を

考
え
あ
わ
せ
て
健
全
財
政
を
堅
持
し

な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
を
積
極
的
に

推
進
し
、
住
民
生
活
の
安
定
と
質
の

向
上
を
図
り
、
そ
し
て
、
一
般
行
政

経
費
を
厳
し
く
抑
制
し
、
投
資
的
経

費
に
可
能
な
限
り
の
配
分
を
行
い
、

経
費
支
出
の
効
率
化
に
徹
し
、
村
政

の
後
退
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に

配
慮
し
な
が
ら
、
「
活
力
と
う
る
お
い

の
あ
る
郷
土
づ
く
り
」
実
現
の
た
め
、

ふ
る
さ
と
の
広
場
整
備
事
業
（
明
和

海
洋
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
な
ど
）
、
オ

フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
毎

戸
貸
与
消
火
器
設
置
事
業
、
中
学
校

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
機
器
購
入
お
よ
び

教
室
改
造
事
業
、
村
営
大
輪
西
土
地

改
良
事
業
、
東
部
工
業
団
地
の
推
進
、

農
業
基
盤
整
備
、
生
活
関
連
環
境
整

備
、
道
路
改
良
、
福
祉
の
充
実
、
産

業
教
育
文
化
の
振
興
な
ど
、
従
来
か

ら
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
は
、
縮
減

す
る
こ
と
な
く
継
続
し
て
行
い
、
生

活
に
直
結
し
た
事
業
は
積
極
的
に
取

り
組
み
な
が
ら
各
分
野
の
発
展
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
お
お
む
ね
所
期
の
目

的
を
達
成
し
、
一
層
充
実
し
た
村
づ

く
り
に
向
け
て
前
進
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
議
会

の
皆
様
方
を
は
じ
め
と
し
、
村
民
各

位
の
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
指
導
、

ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
、
こ
こ
に
平
成
五
年
度
の

決
算
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

平成 6 年10 月 10 日 広報めいわ (2) 



うるおいと活力ある住み
平成 5 年度
決算額
一般会計決算

性質別歳出の内わけ（単位千円）

¥ 内わけ 金 額 構成比（％）

人件費 790,368 20.4 

扶助費 42,598 1.1 
義務的経費

公債費 167,993 4.4 

計 1,000,959 25.9 

物件費 492,453 12.7 

補助費等 366,333 9.5 

維持補修費 59,451 1. 5 

その他の 貸付金 3,625 0.1 

経 費 投資・出資金 13,410 0.3 

積立金 311,545 8.1 

繰出金 70,640 1.8 

計 1,317,457 34.0 

投資的経費 普通建設事業費 1,553,797 40.1 

歳 出 合 計 3,872,213 100.0 

歳出 •49億9,201万2,371 円

歳出・ 38億7,221 万2,554円

14億8,966万6,249円 玄38.5% 土木費

5億9,120万9,639円 I *15.2% 11 民生費

5億4,204万6,945円 1*14.0% 11 総務費

3億8,389万1,542円 玄9.9% 11 教育費

2億3,351 万0,731 円 *6.0% 川慰材哩剰

2億2,281 万3,021 円 *5.8% 11 衛生費

1億6,812万3,181 円 責4.3%1 11 公債費

1億4,208万1,658円 *3.7% I 1げ肖防費

6,772万6,467円 含1.7% I II 議会費

3,114万3,121 円 含0.9% 口その他
（＊構成比）

15億 10億 5億

土木費 民生費
使われだお金 納めだお金

村民税

131,375円 52,139円 341,490円 129,356円 53,304円

総務費 教育費 農林水
村民 1 人

固定 軽自動

産業費 資産税 車税

47,803円 33,855円 20,593円 当たり 65,243円 1,189円

衛生費 公債費 その他 平成6年3月 特別土地 村だば
31 日現在の 保有税 こ税

19,650円 14,826円 21,249円 人口 11,339 5,811 円 3,809円
人で計算

(3) 広報めいわ 平成 6 年10 月 10 日



木費
村道舗装新設および補修工事費

89,077,592 

道路改良工事費 173,261,100 

測量調査設計委託料 24,774,590 

特定交通安全施設等整備工事費

28,634,000 

特定地方道路整備工事費25,605,800

緊急地方道路整備事業工事費

24,462,500 

道路用地購入費 53,276,045 

道路改良工事に伴う工作物移設並び

に物件補償費 48,231,123 

ふるさとの広場整備事業工事費

296,640,000 

ふるさとの広場管理棟工事費

39,243,000 

海洋センター村単工事費

100,888,500 

ふるさとの広場用地購入費

200,274,205 

ふるさとづくり基金積立金

151,000,000 

ふるさとづくり基金利子積立金

33,475,000 

5,870,746 
‘` ` 

土

村営住宅費
ｷｷ---

／ク
/ 

民生費
村社会福祉協議会補助金 9,298,000

地域福祉基金積立金 74,900,000 

国民年金印紙購入費 164,808,930 

ホームヘルプサービス事業委託料

5,880,000 

デイサービスセンター管理運営委託

料 12,020,955

特別養護老人ホーム等入所委託料

30,750,782 

老人保健特別会計繰出金25,341,000

医療福祉費 16,924,908 

老人福祉センター費 22,938,708 

児童手当 15,625,000 

保育園費 119,130,334 

^ 般
会
計
）
平
成
五
年
度
各
種
会
計
決
算

こ
ん
な
事
業
に
使
わ
れ
ま
し
た

（
主
な
事
業
・
単
位
円
）

特別・事業会計

老
人
保
健

469,158,229円

465,002,310円

差し引き 4,155,919円
歳出の98.9％を占める医療費は、高齢化

社会を反映して老人人口の増加や入院医療

費の増加により、前年度と比較して約2,250
万円 (5.1%) の増加となりました。

歳
歳

入
出

国
民
健
康
保
険

566,599,936円

472,809,996円

差し引き 93,789,940円
歳出の大部分を占める医療費の伸びは、

前期（ 4 月～ 9 月）．が前年比5.7％減少しま

したが、後期 (10月～ 3 月）に入ってから

は、前年比4.5％伸びましたので、年間では

前年比0.9％の減少となりました。年を追っ

て高齢化が進む中にあって、保険給付支出

が前年度を下回りました。歳入では、所得

割は減少しましたが、資産税割の増加によ

り平年並の税収が確保されました。

医療費が前年度よりも減少しましたので、

93,789,940円の黒字決算となりました。し

かしながら、国保財政は年々老人保健該当

者の増加により拠出金が増加しているため

に依然として厳しい状況にあります。

今後とも、より一層の予防医療の充実強

化を推進し、医療費適正化に努めます。

歳
歳

入
出

水

道

事

業

圏収益的収入・支出

収 入 118 ,741,866円（税込）

支 出 80,691,063円（税込）
純利益 38,050,803円（税込）
118,741,866円（水道料金など）の収入に

対して80,691,063円（電気料金・修繕費な

ど）の支出で純利益（税込）は38,050,803

円となりました。

圏資本的収入・支出

収 入 50,000,000円（税込）
支 出 101,296,448円（税込）

差し引き △51,296,448円（税込）

50,000,000円（企業債および出資金）の

収入に対して、 101,296,448円（第 6 水源さ

＜井工事など）の支出で差し引き不足する

額51,296,448円は、過年度分損益勘定留保

資金 24,722,603 円、建設改良積立金

20,000,000円、滅債積立金4,928,448円、当

年度分消費税資本的収支調整額1,645,397円

で補てんしました。

主な事業としては、南大島地内に第 6 水

源のさく井工事および、電気計装設備工事

（取水ポンプ設備）を実施しました。また、

南大島、新里、大輪地内に配水管布設工事

（ダクタイル鋳鉄管など）を行い、施設の整

備を図りました。

平成 6 年10 月 10 日 (4) 



公債
長期債償還元金

長期債償還利子
3

8

 

1

1

 

3

9

 

9

9

 

4

8

 

費
]
]

消防費
館林地区消防組合負担金（常備・非

常備・施設費） 140,753,000 

災害対策費 1,328,658 

議会費
議会だよりなど印刷製本費 441,875

9- -、 I~. ヘ

商工費
村商工会助成金 7,000,000 

村納涼祭運営補助金 2,500,000 

布業設備近代化資金貸付金

3,194,000 

,,Pいい

諸支出金
土地開発基金利子繰出金 5,877,163

(5) 

農林水産業費
農業委員会費 8,571,754 

新農構カントリーエレベーター建設

費補助金 14,510,000 

団体営土地総事業大輪西地区工事費

など 51,322,132 

小規模土地改良事業水路工事費

16,767,936 

村単事業排水路工事費 46,597,200 

県営佐貫土地改良事業（灌漑排水工

事および事務費負担金） 30,600,000

| 

衛生費
邑楽館林医療事務組合負担金

19,129,000 

邑楽館林医療事務組合病院事業会計

出資金 13,323,000 

国保特別会計繰出金 8,887,400 

基本健康診査などの委託料

19,158,718 

合併処理浄化槽設置事業補助金

11,850,000 

水道事業会計繰出金 30,000,000 

保健センター費 2,985,037 

溌棄物処理運搬などの委託料

40,251,847 

館林衛生施設組合負担金29,086,000

総務費
オフトーク通信電話回線使用料

5,069,292 

オフトーク通信サービス事業工事費

96,184,387 

冷暖房設備・配管工事費 7,210,000

交通対策費 5,648,961 

行政区交付金 1,869,000 

財政調整基金利子積立金46,789,106

滅債基金利子積立金 5,380,620 

住民情報オンラインシステム使用料

4,066,440 
IIL~塁百

Iふ

教育費
小学校費（西小学校北校庭植栽工事

費など） 97,977,994 

中学校費（コンピューター教室改造

工事費など） 85,670,432 

幼稚園費 45,357,440 

青少年育成対策費 3,638,098 

公民館費 21,569,135 

保健体育費 22,148,308 

平成 6 年10 月 10 日



議会風景

主
な
業
務
と
し
て
は
、
ふ
る
さ
と
の

広
場
整
備
事
業
（
南
大
島
・
新
里
地
内
）
、

道
路
改
良
事
業
（
矢
島
地
内
）
お
よ
び

県
企
業
局
の
委
託
を
受
け
て
、
明
和
工

業
団
地
造
成
事
業
（
大
輪
地
内
）
を
実

施
し
ま
し
た
。

決
算
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
収
益
的
収
入
・
支
出
】

圏
収
入

0
公
有
地
取
得
事
業
収
益
…
二
億
二
、

一
三
二
万
三
、
八
ニ
―
円

〇
あ
っ
せ
ん
等
事
業
収
益
…
―
二
五
万

平
成
五
年
度
村
土
地
開
発

公
社
事
業
・
決
算
報
告

平
成
五
年
度
各
種
会
計

決
算
な
ど
承
認
さ
れ
る

第
三
回
村
議
会
定
例
会

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

J
 

ー
第
三
回
村
議
会
定
例
会
は
、
九
月
十
一

三
一
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
の
会
期
九
日
—

一
間
で
開
か
れ
、
平
成
五
年
度
一
般
会
計
ー

玉
忘
は
じ
め
、
各
種
特
別
会
計
決
算
の
認
~

歪
な
ど
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
~

ー
も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
一

ー
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
一

,' 

多田正雄さん
九
―
二

五
、
五
0
七
円

〇
受
取
利
息
.. 

五
一
三
万
八
、

円
圏
支
出

0
公
有
地
取
得
事
業
原
価
…
二
億
二
、

一
三
二
万
三
、
八
ニ
―
円

〇
あ
っ
せ
ん
等
事
業
原
価
…
六
九
万
二
、

五
三
0
円

〇
販
売
費
お
よ
び
一
般
管
理
費
：
・
三
一

四
万
八
、
八
五
九
円

【
資
本
的
収
入
・
支
出
】

〇
収
入

〇
短
期
借
入
金
…
一
億
一
、
三
0
0

万

円
0
支
出

0
公
有
地
取
得
事
業
費
…
七
、
二
九
四

万
四
、
二
五
四
円

〇
短
期
借
入
金
償
還
金
…
二
億
六
、
八

0
0
万
円

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に

多
田
正
雄
さ
ん
と

田
口
嘉
彰
さ
ん
再
任

九
月
―
二
十
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
り
ま
す
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

国
民
健
康
保
険
条
例

部
改
正

の

i
 

田口嘉彰さん

委
員
の
多
田
正
雄
さ
ん
（
斗
合
田
•
6
8

歳
）
と
田
口
嘉
彰
さ
ん
（
矢
島
•
7
1
歳
）

を
再
度
、
同
委
員
に
選
任
す
る
こ
と
が

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴

う
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正
で
、
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
訪
問
看
護
事
業
を
制
度
化
し
、
一
般

の
被
保
険
者
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

条
文
の
整
備
お
よ
び
字
句
の
改
正
か
行

わ
れ
ま
し
た
。

〇
助
産
費
の
名
称
が
出
産
育
児
一
時
金

に
改
正
さ
れ
、
支
給
額
も
二
十
四
万
円

か
ら
三
十
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
な
お
、
施
行
期
日
を
平
成
六
年
十

月
一
日
と
定
め
ま
し
た
。

高
齢
者
憲
章
の
制
定

村
で
は
、
す
べ
て
の
高
齢
者
か
、
社

会
の
進
展
に
寄
与
し
て
き
た
人
と
し
て
、

敬
愛
さ
れ
る
と
と
も
に
、
健
全
で
安
ら

か
な
生
活
を
保
障
さ
れ
た
活
力
あ
る
長

痔
福
祉
社
会
の
実
現
を
願
っ
て
、
九
月

十
五
日
を
期
し
て
の
制
定
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
憲
章
文
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平成 6 年10 月 10 日 (6) 



ふるさとの広場テニスコート場使用料

単 位 使用料金

照明設備を使用しない場合 1 面
1 時間
4 0 0 円

当たり

照明設備使用の場合 1 面
1 時間
8 0 0 円

当たり

ふ
る
さ
と
の
広
場
は
、
B

ゾ
ー
ン
と

c

ゾ
ー
ン
が
完
成
し
、
多
く
の
住
民
が

ふ
る
さ
と
の
広
場
設
置

お
よ
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定

一
長
痔
社
会
を
大
切
に
し
、
心
身
の
健

康
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

一
あ
た
た
か
い
心
と
笑
顔
で
、
互
い
に

助
け
合
え
る
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し

ま
し
ょ
う
。

一
家
族
の
き
ず
な
を
大
切
に
し
、
生
き

が
い
の
あ
る
明
る
＜
楽
し
い
家
庭
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
先
人
の
偉
業
を
学
び
、
豊
か
な
知
識

と
経
験
を
活
か
し
て
文
化
の
向
上
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

一
生
涯
を
通
じ
て
学
び
、
生
き
が
い
を

も
っ
て
な
か
よ
く
過
ご
せ
る
地
域
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

平
成
年
度

般
会
計
補
正
予
算

六

国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴

う
福
祉
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例

の
改
正
で
、
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

0
新
た
に
、
訪
問
看
護
療
養
費
の
額
が

医
療
費
の
対
象
と
な
り
、
自
己
負
担
額

を
福
祉
医
療
費
で
支
給
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

0
入
院
時
食
事
療
養
費
の
額
の
定
額
自

己
負
担
額
を
福
祉
医
療
費
で
支
給
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
二
、
ニ
―
四
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
四
一
億
八
、
二
八
九
万
円
に
し

ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
歳
入
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

④
地
方
交
付
税
…
一
、
七
―
一
万
六
千

円
（
八
億
一
、
七
―
一
万
六
千
円
）

④
国
庫
支
出
金
…
二
五
九
万
四
千
円
減

条支福

例給祉
の

に 医

療
費

関
す部

改

正 る の

利
用
し
て
い
ま
す
。
有
料
で
貸
し
出
し

す
る
施
設
（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
場
）
が
設

置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
施
設
の
管
理

等
を
行
う
た
め
に
、
設
置
お
よ
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
施
行
期
日
を
十
月
一
日
と
定

め
ま
し
た
。

額
（
一
億
0
、
五
五
六
万
二
千
円
）

魯
支
出
金
…
六

0
九
万
五
千
円
（
九
、
饂
〖
他
～
右
J
芦
〖
ー
）
七
←
い

A

農
地
を
借
り
だ
い
人
は

五
七
五
万
二
千
円
）

0
繰
入
金
…
一
五
二
万
三
千
円
（
六
億

五
、
一
五
二
万
五
千
円
）
一
ご
相
談
く
だ
さ
い

【
歳
出
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

l

0
総
務
費
：
三
四
万
一
千
円
（
六
億
九
、
農
業
就
業
の
高
齢
化
、
兼
業
化
等
が

四
二
六
万
円
）
進
行
し
、
稲
作
を
中
心
と
す
る
中
核
農

0
衛
生
費
…
七
0
七
万
円
（
二
億
九
、
家
が
減
少
し
て
き
て
お
り
、
農
地
の
貸

九
五
四
万
円
）
し
手
農
家
の
増
加
、
耕
作
放
棄
地
の
増

◎
農
林
水
産
業
費
…
一
、
六
四
六
万
六
加
等
の
諸
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

千
円
（
二
億
二
、
七
八
八
万
九
千
円
）
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
村
で
は
、
耕

0
教
育
費
…
一
七
三
万
七
千
円
減
額
（
四
作
放
棄
地
の
解
消
、
農
地
の
有
効
利
用

億
0
、
二
八
六
万
六
千
円
）
を
図
る
た
め
に
農
地
の
貸
し
借
り
を
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。
農
地
を
貸
し
た

い
人
、
借
り
た
い
人
は
、
地
元
の
農
業

平
成
六
年
度
委
員
さ
ん
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

各
行
政
区
の
農
業
委
員
さ
ん
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
〔
敬
称
略
〕

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
氏
名
行
政
区
電
話
番
号

0
機
村
昭
一
斗
合
田
⑬
6
1
5
0

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

0
荻
野
清
下
江
黒
⑬
8
8
8
7

れ
ぞ
れ
六
二
六
万
四
千
円
を
追
加
し
、
〇
野
木
村
公
一
上
江
黒
⑬
7
5
6
3

総
額
を
五
億
0
、
八
三
八
万
七
千
円
に

0
田
村
正
雄
千
津
井
⑬
3
6
9
8

し
ま
し
た
。

0
関
口
忠
江
口
8
4
2
9
6
6

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

0
北
島
和
夫
田
島
闘
3
8
4
0

【
歳
入
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

0
小
池
昇
南
大
島
闘
2
6
5
9

◎
国
民
健
康
保
険
税
…
六
二
六
万
四
千

0
栗
原
利
夫
南
大
島
闘
2
6
7
9

円
（
二
億
三
、
一
九
二
万
四
千
円
）
〇
鈴
木
荘
六
新
里
闘
3
0
4
2

【
歳
出
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

0
小
平
喜
章
新
里
闘
2
7
6
2

0
保
険
給
付
費
…
一
三
七
万
二
千
円
（
三
〇
折
原
篤
中
谷
闘
3
5
5
7

億
七
、
九
四
二
万
円
）
〇
坂
上
貞
雄
中
谷
闘
2
1
7
3

0
老
人
保
健
拠
出
金
…
二
四
万
三
千
円

0
神
谷
富
次
梅
原
闘
2
4
7
5

（
一
億0
、
五
八
二
万
七
千
円
）
〇
宇
木
慶
一
川
俣
闘
2
4
3
0

0
保
健
施
設
費
…
七
万
五
千
円
（
三
二

0
田
口
和
晴
須
賀
闘
2
6
5
6

八
万
三
千
円
）
〇
川
村
登
大
輪
闘
2
0
0
1

0
諸
支
出
金
…
四
五
七
万
四
千
円
（
四

0
田
口
幸
太
矢
島
闘
4
1
4
9

五
八
万
一
千
円
）
〇
泉
田
和
作
矢
島
闘
3
4
3
7

第3回納涼祭収入支出決算報告書
〇収入合計 5,485,798円 0支出合計 4,445,763円

0 前回繰越金 779,251 円 〇舞台設置改造費 482,726円

0 明和村補助金 2,500,000円 0 電源電灯工事費 231,562円

〇寄付金 2,201,550円 0 音響設備費 70,000円

（寄付金の内訳） 0通信費 19,100円

•一舟支1主民 612,550円 〇消耗品費 1,231,773円

・運営委員 305,000円 0広報費 23,896円

•明和村 50,000円 0会場賄い費 795,540円

•明和村議会 50,000円 0 花火経費 1,030,000円

・商工会員 816,000円 0 クリーニング費 132,990円

・一般企業等 348,000円 〇オ由追度合き唱t 393,656円
・出店代表者 20,000円 0 おみこし保険料 19,520円

〇雑入 4,997円 o f傷害保険料 15,000円

次回繰越金 1,040,035円

【
文
化
祭
】

◎
期
間
1
1
1
1
月

4
日
⑥
1
6
日
⑪

◎
会
場
1
1
中
央
公
民
館

0
内
容
1
1
芸
能
発
表
、
作
品
展
、
菊
花

展
な
ど

【
商
工
祭
】

9
,
'
 

0
期
日
1
1
1
1
月
6
日
日

'., 

0
会
場
1
1
中
央
公
民
館
駐
車
場
な
ど

④
内
容
1
1
バ
ザ
ー
、
特
産
品
の
即
売
、

模
擬
店
な
ど

合
年
も
開
か
れ
ま
す

文
化
祭
商
工
祭

0
金
子
竹
雄
入
ケ
谷
闘
3
0
8
1

〇
篠
木
正
一
大
佐
貫
闘
2
0
2
0

※ご協力ありがとうございました。

(7) 平成 6 年10 月 10 日



ー］

村長を囲んでダイヤモンド婚者の皆さん

第14回

老人福祉大会

一

＿
人
三
脚
で
苦
楽
を
共
に

④
四
世
代
以
上
同
居
家
庭

0
福
田
正
男
・
梅

〇
駒
宮
政
雄
・
大

④
ね
た
き
り
老
人
介
護
者

0
藤
井
典
子
・
梅
原

0
岡
戸
か
つ
子
矢
島

〔
敬
称
略
〕

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者
顕
彰

0
飯
塚
金
治
⑫
・
イ
ネ
翻
・
千
津
井

0
中
島
正
次
郎
仰
・
は
つ
仰
・
川
俣

（
年
齢
は
9
月
5
日
現
在
）
〔
敬
称
略
〕

輪原

老
人
扶
養

模
範
家
庭
表
彰

村
長
表

彰

勇 1 回朗利］た1乏人刊＇祉大乏；
男 1 j回開和村芭人クラフ吾能大会

9. 

芸能大会のようす
• 

第
十
四
回
村
老
人
福
祉
大
会
が
九
月
五
日
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
な
ど
三
百
人
余
り
が
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
ま
ず
助
役
の
開
会
の
こ
と
ば
で
始
ま
り
、
主
催
者
で
あ
る
村
長
、

村
社
会
福
祉
協
議
会
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
六
十
年
）
を
迎

え
ら
れ
た
ご
夫
妻
二
組
と
金
婚
（
五
十
年
）
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
妻
二
十
六
組

の
顕
彰
を
は
じ
め
、
四
世
代
以
上
同
居
家
庭
、
ね
た
き
り
老
人
介
護
者
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
村
議
会
議
長
、
地
元
選
出
衆
議
院
議
員
、
邑
楽
郡
選
出
県
議
会
議
員
、

邑
楽
郡
社
会
福
祉
協
議
会
長
ら
多
数
の
方
か
ら
祝
福
を
賜
り
ま
し
た
。

一
そ
し
て
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
関
口
浅
次
さ
ん
か
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
最
後

に
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
長
の
坂
上
若
栄
さ
ん
が
大
会
宣
言
を
読
み
上
げ

て
大
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
第
十
四
回
村
老
人
ク
ラ
ブ
芸
能
大
会
も
兼
ね
て
開
か

れ
、
自
慢
の
芸
を
披
露
し
大
会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平成 6 年10 月 10 日 (8) 



輪輪俣原原原原谷
村長を囲んで金婚者の皆さん

9 -——· 

会場内のようす

謝辞を述べる関口さん

I'-- —, 

金婚者顕彰のようす

(9) 

0
大
谷
善
一
⑰
・
さ
だ
⑬
．
斗
合
田

〇
丸
山
庄
吉
⑬
・
よ
ね
⑫
・
下
江
黒

0
立
岡
浪
四
郎
閻
．
ぢ
ゃ
う
⑰
千
津
井

0
新
井
喜
一
郎
仰
・
た
か
閻
•
江
口

〇
柿
沼
徳
三
郎
闘
・
つ
ね
⑰
・
江
口

金
婚
者
顕
彰

0
岡
安
蔵
次
閥
・
ハ
ナ
⑮
・
南
大
島

0
岡
安
武
禰
閥
・
モ
ト
⑮
・
南
大
島

0
岡
安
仁
一
閥
・
じ
ん
閻
・
南
大
島

0
小
林
金
三
郎
闘
・
美
代
子
閻
南
大
島

0
関
根
保
平
⑫
・
サ
ク
閻
・
南
大
島

0
新
井
才
一
⑬
．
貞
子
⑬
・
新
里

0
久
保
庭
徳
四
郎
⑮
・
ヨ
シ
ミ
闘
新
里

0
斎
藤
忠
直
閻
・
千
枝
子
⑬
・
新
里

0
島
田

0
江
森

〇
恩
田

0
関
口

0
立
川

0
東

0
荒
木

〇
柿
沼

高
男
⑯
・
ト
シ
閥
・
中

久
雄
閥
・
政
美
⑰
・
梅

治
雄
⑲
•
藤
江
⑰
・
梅

凌
次
⑮
・
つ
や
⑮
・
梅

泰
三
⑯
・
ま
さ
⑮
・
梅

峯
雄
闘
・
み
ね
⑬
・
川

善
作
随
・
み
や
⑮
・
大

常
作
⑲
・
ナ
カ
⑭
・
大

〇
駒
宮
榮
次
閥
・
フ
サ
⑰
・
大
輪

0
石
崎
司
朗
闘
・
陸
子
⑯
・
矢
島

0
山
田
茂
一
闘
・
麻
⑰
・
矢
島

〇
薗
田
光
男
⑬
・
テ
ル
閥
・
大
佐
貫

0
福
田
藤
一
閻
・
タ
カ
閥
・
大
佐
貫

（
年
齢
は
9月
5
日
現
在
）
〔
敬
称
略
〕

一

平成 6 年10月 10 日



本番さながらに防災訓練
9 月 4 日、第13回村防災訓練が明和中学校校庭で行われま

した。

訓練には、消防団、婦人消防隊、明和分署、

会明和地区、防火対象物連絡協議会明和地区、

助隊の 6 団体、約300人が参加。

「震度 6 の烈震に見舞われ村内全域にわたって家屋の倒壊

や火災などが発生し、更に被害が増大する様相を呈している」

という想定で応急処置・応急担架搬送訓練、水防工法訓練、

初期火災消火訓練、危険物・工場火災消火訓練、救出訓練な

どを 2 時間にわたり本番さながらに訓練を行いました。

最後に、参加団体が分列行進する雄姿に、観客から盛んな

拍手が送られていました。

危険物安全協

館林消防署救

放水訓練を行う消防団員

地区別敏老会で
山繭洋子さん来村

熱唱している山崎さん

地区別敬老会が 9 月 8 日中部地区 (179人出

席）、 9 月 12 日西部地区(178人出席）、 9 月 16

日東部地区 (222人出席）の 3 日間開かれ、午

前中は老人クラブ会員およびカラオケ大会入

賞者の自慢の芸が披露されました。

午後からは、山崎洋子さんを迎えて歌謡シ

ョーが行われ、楽しいひとときを過ごしまし
た。

むの三
わだし9

地域の話題なと身近な情報を広報係まで

あ寄せください。まだ掲載されだ写真は

差し上げますので、役場企画課までご連
絡ください。 役場合84-3111

初期火災消火訓練を行う婦人消防隊

分列行進を行う参加団体の皆さん

知的障害者に対する地域の皆さんの理解と、協力をさ

らに深めて項くため 9 月 7 日、福祉パレード隊（館林・

邑楽ブロック）が米村しました。会場の中央公民館ロビ

ーでは、村長、助役、収入役、教育長、村議会議長、村

社会福祉協議会長、村内関係者、役場職員ら 50人ほどが

出迎え伝達式を行いました。伝達式は、宮崎明和村療育

父母の会会長がメッセージを伝達し、明和中学校の生徒

が村長に花束を贈り、最後に村長が激励のことばを述べ

て伝達式を終了しました。

人
も
街
も
も

福
祉
バ
レ

J
 
っ

メッセージを伝達する宮崎さん

と
や
さ
し
く

ド
隊
来
村

平成 6 年10月 10 日 (10) 



九
月
二
十
三
日
、
第
四
十
回
成
人
式

が
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
で
は
、
昭
和
三
十
三
年
か
ら
秋
分

の
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

I
I

派

手
な
服
装
で
身
を
飾
る
こ
と
よ
り
も
簡

素
な
服
装
で
心
を
飾
る
こ
と
を
大
切
に
“

と
二
十
歳
に
な
っ
た
こ
と
を
祖
先
に
報

告
、
感
謝
す
る
意
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

詈
n

)

 

女性代表答辞篠木亜記さん 男性代表答辞矢島

m 

篤さん

新
成
人
た
ち
は
白
の
ワ
イ
シ
ャ
ツ
・

ズ
ボ
ン
、
白
の
ブ
ラ
ウ
ス
に
黒
か
紺
の

ス
カ
ー
ト
と
清
楚
な
服
装
で
臨
み
ま
し

こ
。t
 式典

は
、
明
和
太
鼓
稲
妻
会
の
祝
い

太
鼓
で
始
ま
り
、
式
辞
で
斎
藤
村
長
は

「
皆
さ
ん
の
前
向
き
で
積
極
的
な
生
き
方

を
期
待
す
る
と
共
に
、
希
望
に
満
ち
た

輝
か
し
い
人
生
を
歩
ん
で
戴
き
た
い
」

‘“` 

を
新
た
に
成
人
式

＿
o

ハ
人
お
め
て
と

ラ

来賓を囲んで新成人の皆さん

と
述
べ
ま
し
た
。
次
い
で
、
村
議
会
議

長
ら
多
数
の
来
賓
の
方
々
か
ら
祝
福
の

こ
と
ば
を
い
た
だ
き
、
新
成
人
の
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
男
性
代

表
の
矢
島
篤
さ
ん
（
田
島
）
と
女
性

代
表
の
篠
木
亜
記
さ
ん
（
大
佐
貫
）
が

答
辞
を
述
べ
て
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
全
員
で
記
念
撮
影
を

行
い
解
散
し
ま
し
た
。

［

9

，
芍
＂5

.. 
.
i
・

選
挙
啓
発
の
一
環
と
し
て
県
選
挙
管

理
委
員
会
な
ど
が
主
催
で
毎
年
行
っ
て

い
る
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
村
審
査
が

九
月
十
四
日
、
役
場
会
議
室
で
東
・
西

小
学
校
、
中
学
校
の
美
術
関
係
教
員
ら

が
審
査
に
あ
た
り
、
県
審
査
に
の
ぞ
む

小
学
生
十
点
、
中
学
生
十
点
の
作
品
か

決
ま
り
、
次
の
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

圏
小
学
生
の
部
〔
敬
称
略
〕

▽
中
村
由
樹
子
（
東
1
)
▽
鈴
木
俊

也
（
西
1
)
▽
岡
田
法
子
（
東
2
)
▽

大
野
博
正
（
西
2
)
▽
恩
田
昌
暉
（
西

3
)
▽
野
村
友
香
（
東
4
)
▽
木
下
麻

衣
子
（
西
4
)
▽
江
森
大
介
（
東
5
)
▽
帆

足
真
希
（
東

6
)
▽
原
口
哲
（
西

6
)

圏
中
学
生
の
部
〔
敬
称
略
〕

▽
新
井
隆
喜
（
中

1
)
▽
飛
田
絵
美

（
中
1
)
▽
町
田
聡
子
（
中

1
)
▽
青

木
耕
作
（
中
2
)
▽
神
田
聡
子
（
中

2
)

▽
吉
岡
真
智
子
（
中

2
)
▽
高
橋
直
也

（
中
3
)
▽
田
口
文
子
（
中

3
)
▽
田

口
縁
（
中
3
)
▽
村
上
由
佳
（
中
3
)

選
拳
啓
発
ポ
ス
勺
J

長寿者t表敏訪問
9 月 6 日、村と村社会福祉協議会では、長年にわたって

社会に貢献してこられたお年寄りの皆さんの労苦をねぎ

らって、村内85歳以上の方143人を敬老慰問しました。

村長、助役、収入役が 3 班に分かれて訪問し「いつま

でもお元気で、長生きしてください」と、お年寄りを励

まし、記念品や敬老年金を贈りました。

記念品などを受ける細田さん

(11) 平成 6 年10 月 10 日



今
年
も
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
、
全
国
一
斉
に
赤
い
羽
根
共

ご赤
い
別
根
共
同
募
金
に

協
力
く
だ
さ
い

ュ｀二
目録を菊地事務局長（右）から受け取る瀬下会長

日
東
製
器
昧
で
は
、
N
Q
C

活
動
（
代

表
推
進
部
長
佐
野
好
幸
さ
ん
）
を

行
い
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
車
椅
子

三
台
（
市
価
十
五
万
円
相
当
）
を
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

村
杜
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
感
謝
申

し
上
げ
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
か
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
東
製
器

村
社
会
福
祉
協
議
会
に

車
椅
子
三
台
寄
付 （株）

平
成

7

年
度
保
育

園
児
募
集
説
明
会

同
募
金
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

村
で
も
、
運
動
期
間
中
、
区
長
、
民

生
委
員
の
方
々
が
各
家
庭
や
事
業
所
に

お
伺
い
し
て
募
金
を
お
願
い
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

こ
の
募
金
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
、

身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
・
母
子
寡

婦
の
体
力
づ
く
り
健
康
促
進
活
動
、
子

ど
も
の
遊
び
場
遊
具
補
助
、
小
地
域
福

祉
活
動
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

0
日
時
1
1
1
1
月

5
日
由
午
前
8
時
3
0分

0
会
場
1
1
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

0
入
園
資
格
1
1
村
内
の
住
民
で
母
親
か

働
い
て
い
た
り
、
病
気
な
ど
で
幼
児

の
保
育
に
当
た
れ
ず
、
ほ
か
に
も
保

育
に
当
た
る
人
が
な
く
、
家
庭
で
保

育
に
欠
け
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
の

幼
児
等

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

、
。
し

の
で
利
用
く
だ
さ
し、

送
迎
バ
ス
を
利
用
で
き
ま
す

゜

交
通
の
手
段
が
な
い
方
は

ー
な
ど
に
用
事
の
あ
る
方
で

祉
セ
ン
タ
ー
や
保
健
セ
ン
タ

ヽ

る
と
き
は
、
役
場
、
老
人
福

バ
ス
の
座
席
に
余
裕
の
あ

ス
を
無
料
運
行
し
て
い
ま
す
。

海
洋
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
送
迎
バ

村
で
は
、
七
月
一
日
か
ら

洒
洋
セ
ン
タ
ー

送
迎
バ
ス
の

利
用
に
つ
い
て

今
年
も
1
1
月
1
日
閲
か
ら
年
賀
は
が

き
が
発
売
さ
れ
ま
す
。
種
類
な
ど
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

④
種
類

0
無
地
五
十
円

〇
絵
入
り
〔
金
采
〕
五
十
五
円

〇
絵
入
り
〔
紅
梅
に
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
〕

五
十
五
円

〇
絵
入
り
〔
（
地
方
版
）
早
春
の
妙
義
〕

五
十
五
円

発年

売賀

さは

れが

まき

すが

6つの食品群と30種の食品の組み合わせ例

主と

@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
 

•@ 

g
 

g
＿
日3
0〈
良0
8
@
 

g
の
す
す
め
◎

@

@

 

•@@@@@@@@@@@@@ 
私
た
ち
か
健
康
で
、
は
つ
ら
っ
と
生

き
て
い
く
た
め
に
は
、
体
に
必
要
な
栄

養
素
（
た
ん
白
質
、
脂
質
、
糖
質
、
ビ

タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
）
を
過
不
足
な
く

と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
主
食
、
主
菜
、
副

菜
の
中
に
、
6
つ
の
食
品
群
か
ら
一
日

に
3
0
種
類
の
食
品
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と

献立の基本パターン

ジ十二°
ご飯、パン、めんな 魚や肉、卵、大豆製品

ど、主として糖質性 など、主として良質た

のエネルギー源にな ん白質およぴ脂肪の供

るもの。 給源になるもの。

ハ
ロ
ー
健
康
⑪

さ：副菜
主菜に付け合わせる野

菜などの料理。ピタミ

ン、 ミネラル源となる

もの。

り
ま
し
ょ
う
。
面
倒
な
栄
養
計
算
を
し

な
く
て
も
、
自
然
に
必
要
な
栄
養
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
と
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

平成 6 年10 月 10 日 (12) 



優勝した「明和蹴球部」チーム

優
勝

準
優
勝

明
和
蹴
球
部

ヘ
タ
レ
ー
ズ

サ第

ツ

会

巳
回
村
民

力
—
大

; 1, 、. •. •. :、:•

社会体剛g..•• ：：合8年4626:
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【
一
般
男
子
の
部
】
（
シ
ン
グ
ル
ス
）

テ

ス回

大村

会

第

8

民

゜

新
生
ク
ラ
ブ
B

明
和
ク
ラ
ブ

キ
ャ
ッ
ツ
愛

愛
好
会 < 

し

2
 

新
生
ク
ラ
ブ
A

チ
ェ
リ
ー
ズ

リ
リ
ズ

っ

優勝した「リリーズ」チーム

優
勝
リ
リ
ー
ズ

準
優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

三
位
キ
ャ
ッ
ツ
愛
・
チ
ェ
リ
ー
ズ

第

3
8
回
村
民

バ
レ
—
ボ
—
ル
大
会

優
勝
石
村
正

準
優
勝
斉
藤
行
弘

三
位
塩
谷
敏
彦

【
一
般
男
子
の
部
】
（
ダ
ブ
ル
ス
）

優
勝
塩
谷
敏
彦
・
小
峰
浩
組

準
優
勝
坂
上
秀
成
・
有
賀
磨
組

三
位
半
田
久
雄
・
石
村
正
組

んさ寸木石の勝優スレ,'ノグンシ子男

ー
し
ー
ー

9
-
,
1

i

几
又
舟

ー

1
-で
｀
，
＇
．
碑

こ”
a
l
]

：rし
1
-

i
、
組

g
'
i
ー
、
•
/
[

I
吼
＇
し
｀
．
塩

昏
．
の
f
ー
J
[

弓
＼
＇
一
―
―·7ダ女男几又舟

I
 

, 

【
一
般
女
子
の
部
】
（
ダ
ブ
ル
ス
）

優
勝
山
田
友
世
•
松
本
み
ゆ
き
組

〔
敬
称
略
〕

【
一
般
男
子
の
部
】
（
ダ
ブ
ル
ス
）

優
勝
木
村
弘
・
新
井
和
彦
組

準
優
勝
丸
山
信
之
・
穴
原
久
雄
組

【
中
学
生
女
子
の
部
】
（
ダ
ブ
ル
ス
）

優
勝
帆
足
幸
恵
・
村
上
由
佳
組

準
優
勝
平
野
裕
子
・
牛
久
保
恵
子
組

三
位
尾
花
恵
美
・
涅
美
利
恵
組

松
本
沙
織
・
茂
野
泰
代
組

〔
敬
称
略
〕 一般男子優勝の木村・新井組

\
、
J

勺
ぐ
L

>( 

）
ら

第
2
0回
村
民
ソ
フ
ト

ス
大

テ

会

優勝した「南大島 B 」チーム

第

1
3
回
村
民

ゲ
—
ト
ボ
—
ル
大
会

中学生女子ダブルス優勝の帆足・村上組

(13) 

優
勝
南
大
島

B

準
優
勝
新
里

三
位
江
口

B
•

南
大
島
A

, 
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住民アンケート

調査にご協力を

東毛広域市町村圏振興整備組合で

は、平成 8 年度から 17年度までの10

年間に及ぶ新たな広域圏計画を策定

することになりました。

この計画は、より良い地域づくり

のための指針となるものなので、充

実した計画を策定するため、圏域の

現況や課題、将来像等についての調

査や検討を始め、更に、圏域内に住

んでいる皆さんのご意見も新計画に

反映させたいと考え、 10月 1 日から

18 日にかけて住民アンケート調査を

実施することになりました。

この調査では、圏域内の成人者の

中から3,000人を無作為で選びまして

アンケート調査表を送付しますので、

ご協力をお願いします。

※詳しくは、東毛広域市町村圏振興

整備組合（太田市役所内）合（45)8181

へお問い合わせください。

特別地方消費税

知つていますか

皆さんが、旅館やホテルで宿泊さ

れたり、レストランなどで飲食され

たときは、消費税（国税）のほか、

特別地方消費税（県税）がかかりま

す。特別地方消費税は、地域の環境

整備、開発等地域の振興を図る上で、

群馬県の貴重な財源となっています。

①税率 3% 

◎免税点

宿泊・・ 1 人 1 泊につき 15,000円

飲食等… 1 人 1 回につき 7,500円

※詳しくは、館林財務事務所合 (72)

4461へお問い合わせください。

有料道路通行料金の

障害者割引措置が拡充

これまで、肢体不自由の方が自ら

運転し、有料道路を通行する場合、

通常の有料道路通行料金の半額の割

引措置を受けることができましたが、

10 月 1 日から割引措置を受けること

ができる方の範囲が次のように広が

りました。

④全ての身体障害者が自ら運転する

場合

④重度の身体障害者または重度の精

神薄弱者を乗せて、介護者が運転

する場合

蒼割引措置を受ける方法は、料金を

支払う際に身体障害者手帳または療

育手帳を呈示して、自動車登録番号

等の確認を受けるとともに、氏名お

よび手帳の番号をあらかじめ記入し

た割引証を提出してください。

0割引措置を受けようとする方は、

福祉課の窓口で手続きをしてください。

※詳しくは、福祉課（老人福祉セン

ター内）合 (84) 4926へお問い合わせ

ください。

サービス業基本

調査にご協力を

総務庁では、 11 月 1 日現在でサー

ビス業基本調査を実施します。この

調査は、サービス業事業所の事業活

動の実態を調査し、産業、従業者規

模等の分布状況と活動の実態を明ら

かにすることを目的としています。

10月下旬から調査員が調査票の記

入をお願いに各事業所を訪問いたし

ますので、ご協力ください。

※詳しくは、経済課へお問い合わせ

ください。

事業主の皆さんへ
館林公共職業安定所

10月は「高年齢者雇用促進月間」

です。社会経験の豊富な高年齢者を

あなたの職場で雇用してみませんか。

高年齢者 (55歳以上65歳未満）を

安定所の紹介で常用雇用していただ

き、一定の条件を満たせば国の助成

金が受けられます。

※詳しくは、館林公共職業安定所云

(75)8609へお問い合わせください。

第 9 回長楽寺展

東毛歴史資料館

鎌倉時代からの名刹・長楽寺の仏

教美術を中心にした文化財の数々、

また、特に今回は中国の元・明時代

の水墨画を展示いたします。

0期間＝ 10月 8 日（士）～ 11 月 13 日（日）

昼展示資料

〇絵画…紙本墨画、蘭図．絹本墨

画、絹本著色など

〇文書…紙本墨書など

〇美術・工芸…木造、天海像など

圏休館日＝毎週月曜日および10月 11

日、 27 日、 11 月 4 日

0入館料＝大人200円、学生100 円、

児童•生徒50円

※詳しくは、東毛歴史資料館合 (52)

2215へお問い合わせください。
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◇日時＝ 11 月 10 日（木）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝森尻弁護士

◇受付＝ 11 月 1 日から 8 日まで受け

付けしますので総務課へお

申し込みください。定員に

なり次第締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださい。
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◇日時＝ 11 月 10 日（杓

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター
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◇日時＝ 11 月 15 日（火）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室
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◇日時＝ 11 月 17 日（杓

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

沼応：言畜忍忍禰：：忍鵞：：
◇日時＝ 11 月 17 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

平成 6 年10 月 10 日 (14) 



危険物取扱者試験

準備講習会受講者募集

圏危険物取扱者試験は、下記のとお

りです。

0 日時＝ 11 月 27 日（日）午前 9 時より

0会場＝関東学園大学（太田市）他

〇受験料＝甲種 5,000円、乙種

3,400円、丙種 2,700円

Ill準備講習会は、下記のとおりです。

0 日時＝ 10 月 28 日（釦午前 9 時より

0会場＝館林消防署 2 階会議室

〇受講料＝ 6,600円

圏募集期間＝ 10月 17 日（月）～ 25 日（火）

※詳しくは、明和分署合 (84)3131へ

お問い合わせください。

「物価バス」乗車見学会

参加者募集

群馬県では、消費者の皆様に物資

の生産や流通等に対する理解を深め

ていただこうという趣旨で「物価バ

ス」を運行します。

圏期日＝ 11 月 8 日閲

圏集合時間＝午前 9 時20分

Ill集合場所＝前橋駅南口

圏見学場所＝サンヨー食品（株本社エ

場およびプラス昧前橋工場

圏募集人員＝ 40人

圏応募資格＝県内在住18歳以上の者

衝参加費＝無料

圏募集期限＝ 10月 21 日

圏応募方法＝往復はがきに住所、氏

名、年齢、職業、男女別、電話番

号、乗車駅名を記入のうえ、県庁

県民生活課へ申し込んでください。

※詳しくは、群馬県県民生活部県民

生活課合0272(23) 1111 内線2463へお

問い合わせください。

親と子のつとい

参加者募集

圏期日＝ 11 月 12 日～ 13B 1 泊 2 日

ltJ場所＝県立東毛少年自然の家周辺

圏対象者＝児童生徒とその保護者

圏募集人員＝ 100人

唖内容＝ハイキングなど

ltJ参加費＝ 1 人2,600円

0持ち物＝上履き、運動着など

圏募集期間＝ 10月 1 日～ 31 日

ltJ申し込み方法＝電話かファックス

で住所、氏名、年齢、性別、電話

番号を連絡してください。

※詳しくは、県立東毛少年自然の家

合0277(78) 5666FAX0277 (78) 7322ヘ

お問い合わせください。

群馬票内路線バス
ラリー参加者募集

圏応募要件＝参加者は、県内の路線

バスに 3 回以上乗車して、バス車

内に吊るしてあるチラシを取り、

そのチラシから応募券を切り取り、
官製はがきに貼って（同じバス事

業者でも別のバス事業者でも 3 回

以上乗車すればよい）応募します。

昼実施期間＝ 10 月 1 日～ 31 日

圏実施方法＝バスラリーとし路線バ

スに複数回乗車し、それを証明す

る応募券により応募した者の中か

ら抽選で賞品を贈ります。

圏募集期限＝ 11 月 7 H （月）

圏応募先＝〒379-21 前橋市野中町

588 群馬県バス協会

※詳しくは、群馬県企画部交通対策

課合0272(23) 1111 内線2343へお問い

合わせください。

腎臓病を考える集い

参加者募集

群馬県では、腎不全の予防や腎臓

移植の普及をより一層推進するため

集いを開催します。

圏日時＝ 10 月 25 日 午後 2 時～ 4 時

圏場所＝館林市三の丸芸術ホール

圏募集人員＝約500人

圏入場料＝無料

圏内容＝シンポジウムなど

※詳しくは、群馬県衛生環境部保健

予防課合0272(23) 1111へお問い合

わせください。

日曜緑化教室

参加者募集

圏日時＝ 11 月 13 日（日）午前10時～正午

圏場所＝群馬県緑化センター（邑楽町）

唖募集人員＝ 50人

※詳しくは、群馬県緑化センター合

(88)7188へお問い合わせください。

] 館林邑楽地区 館 林 地 区
※◎ • 

千代田 夏l 
人祝

板倉地区 科日

産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科
明和地区 にのは

休 なにみ 胃
る限..__,,

落合医院 川田（耳）医院 増田医院 海宝医院 石山医院 館林地区と 場り 厚
10 月 16 日 汀

生
ff(72)3160 合 (72)3314 合 (72) 1387 合 (74)0811 合 (82)0103 同じです。 病

日
院

り間 r—―、

白沢医院 川田医院 堀越医院 岡田医院 橋本医院 館林地区と まは 合

10 月 23 日
合 (72) 1600 合 (72)3724 合 (73)4151 合 (72)3163 合 (82) 1150 同じです。 >; (72) 

3 
で‘l I 

当 浜野病院 川村医院 大石医院 最上医院 館林地区と 小西医院 塁 1 4 

゜10 月 30 日 しで ‘--/ 

合 (88)5678 合 (72) 1337 合 (74)2362 合 (74)3763 同じです。 合 (86)2261
てで が

かす゚ 讐
田内医院 海宝医院 館林地区と 館林地区と ら

II 月 3 日 ょロ戸ノ2, し

番 合 (72)3855 合(74)0811 同じです。 同じです。 ま
し す
て ゜

根岸医院 小倉医院 大塚医院 慶友病院 井上医院 竹越医院 < ^ 内
11 月 6 日 だ 科

医
合(72)3262 合 (72)0606 合 (72)0176 合 (72)6000 合 (82) 1131 ff(84)3137 さ

し‘ 昇゜
井上（浩）医院 大神医院 多々良診療所 慶友病院 館林地区と 館林地区と

11 月 13 日
合 (88)6300 合 (62)2200 合 (72)3060 合（72)6000 同じです。 同じです。 喜

(15) 平成 6 年10 月 10 日
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i 
ハイキングに行き、一休みしている史人〈ん

「優しくのびのびと、

とお母さん。

そして元気に育ってほ

村の人口と世帯
10月 1 日現在

世帯数 3, I 04戸

人口総数 I I, 400人

男 5,718人・女 5,682人

(9 月中の動き）

出生 5 人・死亡 1 人

転入 22人・転出 26人

9月の救急車出動回数
●交通事故 3 件

●急病 6 件

•その他 2 件

●計 I I 件
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敬
称
略
）
、

地
区
開
方
\ 

し

新
里
％
な
れさ

〔
4
つ
月
の
納
め
〕
繹

を

村
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
国
載
掲

民
年
金
保
険
料
、
水
道
料
金
の
納
入
月
※

で
す
。
納
期
限
は

3
1日
で
す
。
期
限
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

覺名

今
年
も
小
学
校
の
運
動
会
の
日
が
や

っ
て
来
ま
し
た
。
九
月
二
十
五
日
、
朝

か
ら
雨
が
降
っ
た
り
や
ん
だ
り
し
て
い

て
、
は
っ
き
り
し
な
い
天
気
に
振
り
回

さ
れ
な
が
ら
一
時
間
以
上
遅
れ
て
始
ま

り
ま
し
た
。

こ
の
小
学
校
も
名
前
や
校
舎
な
ど
は

変
わ
り
ま
し
た
が
、
す
ず
か
け
の
木
（
昔

は
二
本
校
庭
に
あ
り
ま
し
た
）
だ
け
が

昔
を
偲
ば
せ
て
い
ま
す
。

私
も
六
年
間
こ
の
場
所
で
学
び
、
遊

ん
だ
こ
と
が
、
今
で
は
走
馬
灯
の
よ
う

に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
あ
と

半
年
で
私
の
息
子
も
こ
の
学
校
と
別
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
⑱

長
女

長
男

長
男

二
女

四
男

父
母
名
続
柄

ー
あ
め
で
だ
ー

（
敬
称
略
）

平成 6 年10 月 10 日 (16) 
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第39回村民体育祭

青空の下でさわやかな笑顔と
快い汗 上江黒地区初優勝

十
月
九
日
、
ふ
る
さ
と
の
広
場
で
「
第

3
9
回
村
民
体
育
祭
」
が
行
わ
れ
、
各
行

政
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
選
手
や
保
育
園

児
・
幼
稚
園
児
な
ど
三
千
三
百
人
余
り

が
参
加
し
て
、
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し

こ
。t
 種目

も
二
十
七
種
目
の
う
ち
、
今
年

か
ら
二
種
目
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
が
、

地
区
対
抗
得
点
競
技
は
、
昨
年
同
様
十

五
種
目
で
争
わ
れ
、
声
援
が
各
地
区
の

テ
ン
ト
か
ら
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昼
食
時
間
に
は
交
通
安
全
パ

テントの下では歓声と声援が・・・・

レ
ー
ド
、
和
太
鼓
、
剣
舞
、
八
木
節
、

一
輪
車
乗
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
お
昼

の
一
時
に
花
を
添
え
て
い
た
だ
き
、
そ

し
て
、
今
年
も
明
和
中
学
校
吹
奏
楽
部

の
皆
さ
ん
が
開
・
閉
会
式
に
、
ボ
ー
イ

・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
た
ち
が
進
行
に
一

役
買
い
大
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し

こ
。t
 成績

は
、
上
江
黒
地
区
が
新
里
地
区

や
梅
原
地
区
な
ど
強
豪
を
押
え
見
事
初

優
勝
に
誦
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

開・閉会式に演奏した明和中学校吹奏楽部

,1’’;9●●●‘`ギ之．しよ 一■ ●999999 9"  -4  -

親と一緒に遊戯をする幼稚園児

9ｷ 

,-.;.;;;ｷ -<,..・

「よいしよ」と選手・応援が一丸となって

平成 6 年11 月 10 日 (2) 
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剣舞を踊る剣友会の皆さん

逹
屯 , 

ｷ̀ 
•— 

進行などに活躍したボーイ・ガールスカウト 交通安全パレードを行う安全協会の皆さん

第39回村民体育祭得点競技得点表

: 嘉 ; 上 ] 
江 田 : 新 中 梅 JI I 須 大 入 矢

[ 江 ケ

黒 口 島 里 クロ 原 俣 ブ呈9 口 輪 父ロ 島

100m 競 走 8 6 13 2 13 10 11 12 7 5 11 4 9 4 13 13 

400m リレー（小・女） 3 3 4 1 6 6 8 2 7 8 5 2 4 - 7 5 

400m リレー（小・男） 4 1 8 2 7 2 6 8 5 7 4 3 5 - 3 6 

ボールカロッティ 2.5 2 5 7.5 5.5 8 5 5 2 5 7 2 5 2 5 5 5 2.5 5.5 2 5 2 5 6.5 

百足競走（女） 1 8 2 6 3 7 3 6 5 8 4 4 7 1 2 5 

百足競走（男） 2 8 8 1 6 7 2 3 4 5 6 7 5 1 3 4 

玉 入 れ 4 3 8 5 7 2 5 7 2 6 6 1 3 4 8 1 

綱 弓 I き 25 2 5 2.5 2.5 7 6 6 6 2.5 8 2 5 6 2 5 2 5 7 8 

400m リレー（中・女） 5 2 7 2 6 5 8 8 7 4 3 4 6 3 

400m リレー（中・男） 5 2 8 6 7 3 7 3 5 4 2 4 8 6 

400m リレー（一骰女） 6 3 5 4 8 6 8 2 7 7 1 2 5 - 4 3 

400m リレー（一般男） 4 2 8 5 6 1 8 6 2 3 7 7 3 1 5 4 

障害物リレー 2 4 6 4 6 8 8 2 7 5 3 1 3 1 5 7 

カクテルリレー 4 3 8 5 4 2 7 7 3 6 1 2 8 - 6 5 

得 ‘占’‘‘ 合 計 53 50 95 51 94 70 5 89 5 79 66 78.5 56 46.~ 68 17 79.5 76 5 

順 位 12 14 1 13 2 8 3 5 10 6 11 15 9 16 4 7 かわいらしく遊戯をする保育園児

(3) 平成 6 年11 月 10 日



国
民
健
康
保
険
の
加
入
や
脱
退
な
ど

の
届
け
出
は
別
表
の
と
お
り
で
す
か
、

異
動
が
あ
っ
た
日
か
ら
1
4
日
以
内
に
、

そ
の
世
帯
の
世
帯
主
が
届
け
出
を
行
い

ま
す
。

特
に
、
会
社
の
健
康
保
険
等
を
や
め

て
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
場
合

に
は
、
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
証
明
書

あ
る
い
は
離
脱
証
明
書
を
必
ず
持
参
＜

だ
さ
い
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
届
け
出
が
遅
れ

る
と
保
険
税
を
さ
か
の
ぱ
っ
て
納
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
り
、
保
険
証

加
入
・
脱
退
な
と
の
異
動

届
け
出
は

1
4日
以
内
に

国民健康保険に関する届け出
八 届け出が必要な場合 手続きに必要なもの

i 円 他の市町村から転入してきたとき。 印鑑、他の市町村の転出証明書。

職場の健康保険をやめたとき。 刊鑑、職場の麟障をやめた証明書。

職く場なのっ健た康と保き。険の被扶器者でな 印鑑、被扶養者ではない理由の証明書。

i 子どもか生まれたとき。 印鑑、保険証、母子健康手帳。

生活保護を受けなくなったとき。 印鑑、保護廃止決定通知書。

i ! 他の市町村に転出するとき。 印鑑、保険証。

職場の健康保険にはいったとき。 印鑑、国保と職場の健康保険の両

職場たの讐尿保険の被扶韮者にな
方の保険証（後者か未交付のとき

っと。
は加入したことを証明するもの）。

国保の被保険者が死亡したとき。 印鑑、保険証、死亡を証明するもの。

畠合生活保護を受けるようになったとき。 印鑑、保険証、保護開始決定通知書。

退職者医療制度の対象になったとき。 印鑑、保険証、年金証書。

そ同じ市町村で住所が変わったとき。

の世帯主や氏名か変わったとき。
他世贋か分かれた l）、いっしょにな 印鑑、保険証。

のっとき。

場出かせぎや、長期の旅行。

合修学のため、別に住所を定めるとき。 印鑑、保険証、在学証明書。

保険証をなくしたとき（あるいは 印鑑、な身っ分たを保証険明証すなるども) の（使え
汚れて使えなくなったとき）。 なく 。

医
療
費
を
有
効
に

使
い
ま
し
ょ

う

“
4
-
岳

病
気
や
ケ
ガ
は
、
あ
る
日
突
然
に
私
だ
ち
を
襲
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

日
頃
か
ら
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
収
入
に
応
じ
て
あ
金
を
出
し
合
い
、

必
要
な
医
療
費
な
と
に
充
て
よ
う
と
い
う
大
切
な
制
度
で
す
。
そ

し
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
す
べ
て

の
人
が
い
す
れ
か
の
医
療
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
は
、
勤
務
先
の
健
康
保
険
や
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
人
以
外
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

か
な
い
た
め
に
そ
の
間
の
医
療
費
は
全

額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
の
資
格

が
な
く
な
っ
た
の
に
届
け
出
が
遅
れ
、

保
険
証
を
使
っ
た
場
合
は
、
医
療
費
を

後
で
返
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

退
職
者
医
療
制
度

長
い
間
、
会
社
や
役
所
な
ど
に
勤
め

て
い
て
退
職
し
、
厚
生
年
金
や
共
済
年

金
な
ど
を
受
け
て
い
る
人
と
そ
の
被
扶

養
者
は
、
七
十
歳
に
な
り
老
人
保
健
で

医
療
が
受
け
ら
れ
る
ま
で
、
退
職
者
医

療
制
度
で
医
療
を
受
け
ま
す
。

亘
ぷ
叩
』
戸
'

知
っ

扶
養
家
族
の
あ
る
人
は
、
被

（
異
動
）
届
を
提
出
し
て
く
だ

対
象
者
は
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る

人
（
退
職
被
保
険
者
本
人
）
と
そ
の
被

扶
養
者
と
な
り
ま
す
。

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

②
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て
い
な

い
人

⑤
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
か
ら
、

老
齢
（
退
職
）
年
金
ま
た
は
通
算
老

齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
て
い
る
人

で
、
加
入
期
間
が
二
十
年
以
上
も
し

く
は
四
十
歳
以
後
の
期
間
が
十
年
以

上
あ
る
人

な
お
、
加
入
資
格
発
生
と
届
け
出
は

次
の
と
お
り
で
す
。

退
職
者
医
療
制
度
へ
の
加
入
資
格
は
、

年
金
の
受
給
権
が
発
生
し
た
日
か
ら
、

適
用
と
な
り
ま
す
。
年
金
証
書
を
受
け

取
っ
た
ら
十
四
日
以
内
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、

扶
養
者

、
。

さ
し

皆
さ
ん
が
納
付
さ
れ
た
保
険
税
は
医

療
費
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
医
療
費
は
毎
年
増
え
続
け

て
国
民
健
康
保
険
財
政
を
非
常
に
苦
し

い
も
の
に
し
て
い
ま
す
。
医
療
技
術
の

進
歩
に
よ
る
高
額
化
、
人
口
高
齢
化
の

進
行
、
慢
性
疾
患
と
な
る
成
人
病
の
増

加
な
ど
に
加
え
、
医
療
機
関
へ
の
か
か

り
か
た
も
医
療
費
増
加
の
原
因
の
一
っ

で
す
。一

人
ひ
と
り
が
医
療
費
を
有
効
に
使

う
よ
う
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合
、
国
民
健

康
保
険
を
使
っ
て
治
療
が
、
受
け
ら
れ

ま
す
。

被
害
者
に
代
わ
っ
て
村
が
医
療
費
を

加
害
者
に
請
求
し
ま
す
の
で
、
必
ず
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
な
と
に

あ
っ
だ
場
合
必
す

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い

保
険
税
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の

大
切
な
財
源
で
す
。
こ
の
財
源
が
不
足

し
ま
す
と
、
私
た
ち
は
国
民
健
康
保
険

か
ら
十
分
な
給
付
か
受
け
ら
れ
な
く
な

り
、
医
療
費
の
負
担
も
大
き
な
も
の
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
保
険
税
は
納
期
内

に
き
ち
ん
と
納
め
、
国
民
健
康
保
険
事

業
が
健
全
に
運
営
で
き
る
よ
う
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
は

納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

〔
医
療
費
を
有
効
に
使
う
だ
め
に
〕

田
重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

②
診
療
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

③
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

④
医
師
を
信
頼
し
、
指
示
を
守
り
ま
し

よ
、
つ

⑤
家
庭
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

⑤
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ

、
つ

m
初
診
の
と
き
は
保
険
証
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

平成 6 年11月 10 日 (4) 



こ
老
んな
人 保
6
5歳
か
ら
老
人
保
健
の

適
用
を
受
け
ら
れ
る
人
は

老
人
医
療
は
無
料
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

医
療
費
は
正
し
く
理
解
を

老人保健に関する届け出

とき

届け出の内容 手続きに必要なもの

70歳になったとき 印鑑、保険証、役場からの通知

転入したとき 印鑑、保険証

転出したとき
印鑑、医療受給者証

死亡したとき

医療保険を変更したとき 印鑑、保険証、医療受給者証

医療受給者証を紛失したとき 印鑑、保険証

65歳以上で寝たきりなどに 印鑑、保険証、身体障害者手帳
なったとき などの障害認定を明らかにす

る書顆

心
の
健
康
を

保
ち
ま
し
ょ
う

(5) 

健

に
制
は
度

制
度
で
す
。

7
0歳
に
な

老
人
保
健
は
7
0
歳
の
誕
生
日
の
翌
月

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
誕
生
月
の
下
旬

に
役
場
か
ら
通
知
し
ま
す
の
で
、
よ
く

読
ん
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
医
療
受

給
者
証
と
健
康
手
帳
を
交
付
し
ま
す
。

老
人
保
健
の
対
象
に
な
っ
て
も
、
健

康
保
険
を
抜
け
る
わ
け
で
は
な
く
、
医

療
に
つ
い
て
は
老
人
保
健
で
診
療
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

左
記
に
該
当
す
る
程
度
の
障
害
を
持

ち
、
村
長
に
認
定
さ
れ
た
人
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
1
、
2
、
3

級

お
よ
び
4
級
の
一
部
に
該
当
す
る
障

害
②
各
種
障
害
年
金
の
1
級
お
よ
び
2
級

に
該
当
す
る
障
害

部
負
担
金
の
額
は

通
院
：
…
•
月
額
1
,
0
0
0
円

入
院
：
…
•
日
額
7
0
0
円

入
院
中
の
食
事
代
…
日
額
6
0
0
円

た
だ
し
、
通
院
・
入
院
の
一
部
負
担

,
u

ー

e
J

年
を
取
る
と
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
し

ま
う
人
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
で
は
心
が
沈
み
が
ち
に
な
り
、
老

化
を
進
め
て
し
ま
い
ま
す
。
生
活
に
目

標
を
持
っ
て
心
身
と
も
に
健
康
な
毎
日

を
送
り
ま
し
ょ
う
。

つ

だ
ら

老
人
保
健
の

各
種
届
け
出
は

実
施
し
、
国
民
保
健
の
向
上
・
老
人
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
だ

老
人
保
健
の
届
け
出
は
、
別
表
を
参

考
に
1
4
日
以
内
を
め
や
す
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

老
人
保
健
で
受
診
す
る
と
き
は
、
役

場
か
ら
交
付
さ
れ
た
医
療
受
給
者
証
と

健
康
保
険
証
を
、
病
院
等
の
窓
口
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

かあ

か医

る者

とさ

きん

はに

健
康
の
保
持
と
適
切
な
医
療
の
確
保
を

函
る
と
と
も
に
、
壮
年
期
か
ら
の
疾
病

ン
な
と
の
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に

老
人
の
人
の
医
療
費
は
、
国
・
県
・
村

と
各
医
療
保
険
か
ら
の
拠
出
金
で
賄
わ

れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
皆
さ
ん
に
納

め
て
い
た
だ
い
た
税
金
と
保
険
料
が
、

老
人
医
療
費
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
老
人
の
人
に
も
そ
の
一
部
を

負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

金
は
平
成
7
年
4
月
1
日
か
ら
消
費
者

物
価
の
変
動
率
に
応
じ
て
金
額
が
改
定

に
な
る
予
定
で
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
、
か
か
っ
た
費
用

を
全
額
自
己
負
担
し
て
も
、
法
で
定
め

ら
れ
た
基
準
額
に
つ
い
て
は
後
で
払
い

戻
し
い
た
し
ま
す
。
印
鑑
、
医
療
受
給

者
証
、
保
険
証
、
領
収
書
等
を
持
参
の

上
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

田
基
準
看
護
を
実
施
し
て
い
な
い
病
院

な
ど
で
の
、
医
師
が
認
め
た
看
護
の

費
用

②
医
療
受
給
者
証
を
持
た
ず
病
院
な
ど

で
受
診
し
た
と
き
の
医
療
費

③
医
師
が
治
療
上
必
要
と
認
め
た
コ
ル

セ
ッ
ト
な
ど
の
治
療
用
装
具

山
医
師
が
治
療
上
必
要
と
認
め
た
は
り

．
灸
•
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

の
施
術
料

⑤
医
師
が
指
示
す
る
入
院
・
転
院
の
た

め
の
、
歩
行
困
難
な
症
状
の
あ
る
人

の
移
送
費
用

⑥
医
師
が
認
め
た
輸
血
の
た
め
の
生
血

代

の
予
防
・
医
療
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

医
療
費
の
払
い
戻
し

老
人
保
健
制
度
は
、
老
後
に
お
け
る

平成 6 年11 月 10 日



福祉の輪を広げたスポ.....9,}大会
スポーツを通じて、健康および体力づくりと相互の親睦を

深めようと 10 月 2 日、第15回総合福祉スポーツ大会が社会体

育館で、お年寄りや身体障害者、母子家庭の親子たちなどお

よそ 350人が参加して開かれました。

ボランティア連絡協議会の皆さんの協力により、スプーン

レース、玉入れ、パン食い競走など 18種目を行い、 1 種目、

1 種目に声援と歓声が会場いっぱいに響きわたっていました。

なお、昼休みのアトラクションには、明和中学校吹奏楽部

の皆さんが 4 曲ほど演奏し、参加者から盛大な拍手喝采を浴

びていました。

ポピュラ一種目の王入れ

大きな口を開けて・・・パン食い競走（西保）

_O
Li の

だ
む
わ

地域の話題なと身近な情報を広報係まで

あ寄せください。まだ掲載されだ写真は

差し上げますので、役場企画課までご連
絡ください。 役場合84-3111

楽しそうに競技をしている参加者たち

保育園で親子運動会
親と子のふれあいを深めてもらおうと 10月 18 日、

ゴぉ 19 日、 21 日、東・中央・西保育園で運動会が開かれ

讐ました。
ん 朝早くから園庭を埋めた父母たちは、各保育園で

こ創意工夫された14種目中、親子競技など 7 種目にハ
鰭ツスルしていました。

と、、 また、園児だけで行われた徒競走、綱引き、パン
か食い競走などに熟戦が繰り広げられました。

i 

~,.’• 

---ｷｷ. ~、．
カの限り引っ張る

・． べ· ・・. ... . ドベ

•綱引き（東保）

平成 6 年11 月 10 日 (6) 



東幼稚園で竹馬づくり
10月 22 日、東幼稚園で親子そろって竹馬づくりにチャレ

ンジしました。

この行事は主に父親に参加していただきました。とかく

仕事に追われがちな父親も、この日ばかりは子どもとの共

同作業で悪戦苦闘の末、立派な竹馬ができ、園庭で練習し

ている父と子の姿もあり、有意義な半日を過ごしました。

一‘

' 

マイペースでゴIしつに挑戦
10月、 11月の延べ 8 日間、館林市内のゴルフ練習場で、

一般女性を対象にゴルフ教室が開かれています。

このゴルフ教室は、ゴルフの楽しさを知ってもらうと

ともに、健康づくりに役立ててほしいと、生涯スポーツ

推進事業の一環として開かれたものです。

グリップの握り方やスタンスなど、講師のきめ細かな

分かりやすい指導に、参加者は熱心に耳を傾けていまし

「優秀」に選ばれた田口さんの作品

(7) 

縁

（
中
3
)

〔
敬
称
略
〕

10 月 23 日、新里子ども育成会とやろう会で

は、地区の人たちの親睦と親子のふれあいを

図るとともに、秋の季節感を満喫してもらお

うと、オリエンテーリング大会を開き、幼稚

園児から大人まで約130人が参加しました。

菅原神社を 4 人 1 組で地図を片手にスター

トし、ふるさとの広場や地蔵寺など新里地内

6 カ所に設定されたチェックポイントをまわ

って菅原神社に戻るというコースで行われ、

心地よい秋の日差しを浴びなから、ふるさと

巡りを存分に楽しんでいました。

9 - 9  99 9-' 一、＇，• ｷ̀ " ̀  
親と子の共同作業で竹馬を作っている

平
成
六
年
度
「
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
村
審
査
を
パ

ス
し
た
二
十
点
が
県
審
査
に
臨
み
、
十

月
四
日
県
審
査
が
行
わ
れ
、
こ
の
ほ
ど

そ
の
入
賞
者
が
発
表
に
な
り
、
中
学
校

の
部
で
田
口
縁
さ
ん
が
優
秀
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

応
募
総
数
は
県
内
で
、
小
学
校
の
部
、

中
学
校
の
部
、
高
校
の
部
を
合
わ
せ
て
、

一
六
、
一
九
七
点
で
し
た
。

本
村
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

0
小
学
校
の
部

0
佳
作
鈴
木
俊
也

0
佳
作
帆
足
真
希

0
入
選
中
村
由
樹
子

0
入
選
大
野
博
正

0
入
選
野
村
友
香

0
中
学
校
の
部

0
優
秀
田
ロ

（
西
小
l
)

（
東
小
6
)

（
東
小
1
)

（
西
小
2
)

（
東
小
4
)

親子がみれあうオリエしテーリしグ

` 
ゾ
'

出発前説明を聞いている参加者たち

> 

明
3

じ
選
挙
啓
発

ポ
ス
勺
J
コ
‘
xク
J
ル
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火
が
恋
し
く
な
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
反
面
、
こ
の
時
期
は
火
災
が
起
こ

り
や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
「
安
心
の
葬
ら
し
の
中
心
火
の

用
心
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
十
一
月
九
日

か
ら
十
五
日
ま
で
全
国
一
斉
に
秋
の
全

国
火
災
予
防
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

④
火
の
用
心
、
7

つ
の
ポ
イ
ン
ト

1
寝
た
ば
こ
や
た
は
こ
の
投
げ
捨
て
を

し
な
い
。

2
子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

で
遊
ば
せ
な
い
。

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

1
1
月
9

日
ー

1
5日

新
里
の
谷
津
好
一
さ
ん
（
六
六
）
は
、
こ

の
ほ
ど
群
馬
県
知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。
谷
津
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
六
年

四
月
か
ら
平
成
六
年
三
月
ま
で
十
三
年

間
も
の
永
き
に
わ
た
り
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
と
事
業
の
円
滑
運
営
に
努

め
、
子
ど
も
会
育
成
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

谷津好ーさん

群
馬
県
知
事
表
彰

谷
津
好
さ
ん

N
O
x
使
用
車
種

規
制
の
あ
知
ら
せ

3

風
の
強
い
と
き
は
た
き
火
を
し
な
い
。

4
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場

を
は
な
れ
な
い
。

5
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い
。

6
ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

7

ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

を
近
づ
け
な
い
。

村
で
は
、
7

月
1
日
か
ら
海
洋
セ

ン
タ
ー
ヘ
の
送
迎
バ
ス
を
無
料
運
行

し
て
い
ま
す
。

バ
ス
の
座
席
に
余
裕
の
あ
る
と
き

は
、
役
場
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
や

保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
用
事
の
あ
る

方
で
、
交
通
の
手
段
が
な
い
方
は
、

送
迎
バ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
の
で
利

用
く
だ
さ
い
。

自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
索
酸
化

物

(
N
O
x
)

に
よ
る
大
気
汚
染
を
防
止
す

る
た
め
、
平
成
五
年
十
二
月
一
日
か
ら

N
O
X
使
用
車
種
規
制
が
始
ま
り
、
対
象
と

な
る
自
動
車
は
、
特
定
地
域
と
し
て
指

定
さ
れ
た
地
域
（
関
東
地
域
で
は
、
東

京
都
、
神
奈
川
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県

の
百
五
十
一
市
区
町
村
）
に
使
用
の
本

拠
の
位
置
が
あ
る
、
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス

等
で
す
。
こ
れ
ら
の
う
ち

N
O
x
基
準
に
適

洒
洋
セ
ン
タ
—
送
迎

バ
ス
の
利
用
に
つ
い
て

圏
日
時
1
1
1
2
月
1
3
日
因
午
後
1
時
3
0

分

か
ら
4
時
1
0
分
ま
で

0
会
場
1
1
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル

（
前
橋
市
大
友
町
3
_
2
4
_
1
)

圏
テ
ー
マ
1
1
「
企
業
に
と
っ
て
メ
セ
ナ

と
は
」

0
内
容

0
基
調
講
演

0
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

※
詳
し
く
は
、
砂
企
業
メ
セ
ナ
群
馬
事

務
局
6
0
2
7
2

闘
7
6
2
6
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

参
加
者
募
集

冬
を
楽
し
む
園
芸
講
座

参
加
者
募
集

合
し
な
い
も
の
は
、
新
車
に
つ
い
て
は

平
成
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
、
使
用
過

程
車
（
平
成
五
年
十
一
月
三
十
日
以
前

に
登
録
さ
れ
た
自
動
車
）
に
つ
い
て
は

平
成
六
年
十
二
月
一
日
か
ら
順
次
特
定

地
域
を
使
用
の
本
拠
の
位
置
と
し
て
使

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
関
東
運
輸
局
群
馬
陸
運

支
局
6
0
2
7
2
闘
4
4
2
2
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

圏
日
時
1
1
1
2
月
1
5
日
午
前
1
0
時
＼
正
午

圏
場
所
1
1
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑
楽
町
）

〇
募
集
人
員
1
1
3
5
人

0
そ
の
他
1
1
参
加
費
無
料
、
雨
天
決
行

※
詳
し
く
は
、
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
6
闘

7
1
8
8

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■とんな合併症が起こるか

脳梗塞

高血圧

神経の障害
足のしびれ

神経痛

立ちくらみ

心筋梗塞

尿毒症

壊疸（えそ）

@@@@@@@@@@@@@@ @@ 

@

@

 

g
糖
尿
病
が
心
配
g

@

@

 

@@ @@@@@@@@@@@@@@ 

糖
尿
病
は
膵
臓
か
ら
出
る
ホ
ル
モ
ン

（
イ
ン
ス
リ
ン
）
の
働
き
が
不
足
し
て
血

液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
が
利
用
さ
れ
ず
、
濃

度
が
高
く
な
っ
て
、
尿
の
中
に
糖
が
出

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

＊
な
ぜ
心
配
か
6
.

糖
尿
病
の
初
期
は
あ
ま
り
症
状
が
な

く
、
症
状
が
出
た
と
き
は
糖
尿
病
が
す

で
に
あ
る
程
度
は
進
ん
で
い
る
こ
と
が

多
く
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
恐
し
い

合
併
病
を
起
こ
し
ま
す
。

＊
症
状

▼
無
症
状
が
多
い
の
で
注
意
I
.

▼
症
状
が
出
る
と
き
は
…
…

ハ
ロ
ー
健
康
⑫

．
の
ど
が
か
わ
く

．
尿
の
回
数
が
多
い

・
食
べ
て
も
太
ら
な
い

＊
多
い
合
併
症
は
…
…

▼
失
明
…
…
成
人
失
明
の
原
因
の
第
一

位
は
、
糖
尿
病
性
網
膜
症
で
す
。

▼
尿
毒
症
…
…
糖
尿
病
は
血
液
透
析
の

原
因
に
な
る
病
気
の
第
二
位
で
す
。

▼
神
経
の
障
害
…
…
足
の
し
び
れ
、
壊

疸
、
神
経
痛
な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。

＊
合
併
症
に
な
ら
な
い
だ
め
に

糖
尿
病
は
早
期
に
発
見
し
、
医
師
の

指
導
の
下
に
定
期
的
に
検
査
を
受
け
、

上
手
に
食
事
、
運
動
、
薬
物
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
す
れ
ば
、
合
併
症
を
未
然
に

防
ぎ
、
健
康
人
と
同
じ
よ
う
に
充
実
し

た
生
活
が
で
き
ま
す
。

＊
日
常
生
活
の
注
意

1
食
べ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
。

2
適
度
な
運
動
を
心
が
け
る
。

3
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
と
る
。

4
酒
や
甘
い
物
を
控
え
め
に
す
る
。

5
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
。

6
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
。

7

検
診
を
受
け
て
健
康
を
確
か
め
る
。

平成 6 年11 月 10 日 (8) 



六五四三準優
優

位位位位勝勝

吉
永
廣
次

小
菅
は
つ

折
原
昭
三
郎

和
田
政
江

野
本
秋
子

吉
永
と
し

（
梅
原
）

（
南
大
島
）

（
大
佐
貫
）

（
梅
原
）

（
新
里
）

（
梅
原
）

〔
敬
称
略
〕

第

5

回
村
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

期
日
1
1
1
2
月
1
1
日
⑪

会
場
1
1

社
会
体
育
館

対
象
1
1

村
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
人

〔
小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部
・
一
般

（
高
校
生
含
む
）
の
部
〕

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

1
1
1
1
月

2
4

日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

第

3
5回
村
民
卓
球

大
会
参
加
者
募
集

----= 
優勝した吉永さん

三準優
優

ゾ` l 逍位勝勝
下千江
江津ロ
黒井 C
B C 
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4

月

2
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月

2
0日
ま
で
、
村

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
旗
争
奪
リ
ー
グ
戦

が
夜
間
、
小
・
中
学
校
校
庭
を
会
場
に

8
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
展
開
さ
れ
、
結
果

は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
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第
1
2回
関
東
家
庭
婦
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ソ
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ト
ポ
ー
ル
大
会

群
馬
県
予
選
会
が

明
和
村
で
開
か
れ
た

第
1
2回
関
東
家
庭
婦
人
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
群
馬
県
予
選
会
が
、
八
月
―
-
+

八
日
と
九
月
四
日
の
二
日
間
、
明
和
村

利
根
川
総
合
運
動
場
で
、
明
和
女
子
ソ

フ
ト
を
は
じ
め
十
ニ
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
優
勝
は
昭
和
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ー
（
昭
和
村
）
、
準
優
勝
は
、
サ
ル
ビ

ア
（
館
林
市
）
で
し
た
。
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〔
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回
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人
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祉
セ
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ー

ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
大
会
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組合員の皆さんへ

利根加用水土地改良区

農業委員会に届け済み、あるいは

登記が完了されますと、土地改良区

の台帳も当然加除されるとお考えの

人が多いようですが、土地改良区の

台帳は組合員からの移動通知により

加除されることになっております。

従って、他人（県市町村も含む）

に売却しても、組合員からの移動通

知がないとそのまま賦課されますの

で、移動がありましたら必ず届けて

ください。

また、水田を畑に変更する際は、

農地転用地区除外の届け出を必ずし

てください。届け出のないものにつ

いては、そのまま水田として賦課さ

れます。

※詳しくは、利根加用水土地改良区

合 (86) 3402へお問い合わせください。

あなだに役立つ

各種年金相談

保険料を納める人、年金の受給や

各種手続きをしたい人など、どんな

相談でも結構ですので、お気軽にご

相談ください。なお相談は無料です。

0 日時＝ 11 月 25 日（金）

午前10時～午後 3 時30分

圏会場＝中央公民館

卍相談員＝社会保険事務所相談官

※詳しくは、住民課へお問い合わせ

くださしヽ。

くらしの相談

開かれます

邑楽福祉事務所では、生活や法律

などの問題でお困りの人を対象に、

くらしの相談を開きます。

圏日時＝ 11 月 28 日（月）午後 1 時～ 4 時

圏場所＝明和村老人福祉センター

圏相談内容＝福祉全般、法律問題

0その他＝電話予約が必要です。

※詳しくは、邑楽福祉事務所合 (73)

2141へお問い合わせください。

”
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年末資金受付中

国民金融公庫
国民金融公庫では、現在年末資金

の申し込み受け付けを行っています。

〔国の事業ローン〕

融資限度額 8,000万円

返済期間 運転資金 5 年以内

設備資金 10年以内

利率 年4.9%

〔経営多角化ローン〕

融資限度額 1 億2,000万円

返済期間 20年以内

利率 年4.9%~5.2%

〔国の教育ローン〕

融資限度額 150万円

返済期間 8 年以内

利率 年4.4% (10月 11 日か

ら年4.9%)

※詳しくは、国民金融公庫前橋支店

合0272(23) 7311へお問い合わせくだ

さい。

群馬県最低賃金

10 月 1 日から改正

群馬県最低賃金が、 10 月 1 日から

改正されました。

日額

時間額

4,625円

579円

※詳しくは、群馬労働基準局賃金課

合0272(31)4517へお問い合わせくだ

さしヽ。

11 月は言十量強調月間

見つめよう「計量値」

適正な計量は、経済の上で大切な

ルールです。このルールを守るため

に大切なことは、消費者一人ひとり

の監視の目です。そして、計量器の

取扱いなどに関心を持つことが「適

正な計量」の力となるのです。

※詳しくは、役場経済課または群馬

県計量検定所合0272(63)2436へお問

い合わせください。

平成 6 年分

年末調整説明会

圏日時＝ 11 月 18 日（釦午後 1 時30分

圏場所＝中央公民館視聴覚室

源泉徴収義務者は必ず出席しまし

よつ。

※詳しくは、館林税務署合（72)4373

へお問い合わせください。

ユニセフに寄付
スカウト明和第 1 団

スカウト明和第 1 団は、村民体育

祭時に募金活動を行い、 9,213円の浄

財を集めました。それを（財）日本

ユニセフ協会に寄付されました。

くらし

の

情報・案内

定例相談
=o===o===o===o===o===o ニニニ o===o===o===o===o

滋0羹杜捩葎道甑：
◇日時＝ 12 月 12 日（月）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝福島弁護士

◇受付＝ 12 月 1 日から 8 日まで受け

付けしますので総務課へお

申し込みください。定員に

なり次第締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださしヽ。

：］真喜詞譴応：言箪言直酌
◇日時＝ 12 月 8 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

：：直：：：忍巌：哀喜羅：：：夏藝：
◇日時＝ 12 月 6 日（灼

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

•===o===o===o===o===o===o===o===o===o===o===o===o===o •===-===-===—===-===-===-===-===-===-===-===-===-===— 

蒻薦溺蔽甘渥疇画厨:=o===o===o== 一°---°ーー．．o- 一一°ー一一°ーー一°ーー一°---°---°ーー一°--•===o===o===o===o===o===o===o===o===o===o===o===o 
--=-===—===-===-===-===-===-===—＝二＝—＝==-===-===—

◇日時＝ 12 月 15 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室

こ二"---0---"---0---0---0---"---0---0= ――,=--u===u ニニニ 0 ニニ-----------------------------------------------------

閏髪譴言欝言蔽青蘊冒翡賃--o---o---o---o---o---o---o---o---o---o---o---o---o--
こニ-===-===-===-===-==ニ-===—===-===-===—===—＝＝二＿＝二ニ＿＝ニ

◇日時＝ 12月 15 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
——
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B&G財団「少年の船」

参加者募集

B&G財団では、小学 5 • 6 年生

および中学生を対象に、体験航海と

寄港地沖縄での海洋性スポーツ等の

研修を通じて、規律正しい団体生活

の下に協調と連帯の精神と豊かな人

間性を養い、併せて海事思想の普及

を図ることを目的に実施されます。

ltl実施期間＝平成 7 年 3 月 26 日（日）か

ら 4 月 1 日（士）までの 6 泊 7 日

ltl寄港地＝沖縄

ltl参加資格者＝小学 5 • 6 年生およ

び中学生の健康な男女

ltl募集人員＝明和村での推薦人数は

2 人です。（全体で450人）

ltl参加費＝ 1 人75,000円

ltl使用船舶＝新さくら丸（19,811 トン）

ltl申込期限＝ 12 月 3 日（士）

※申し込み・問い合わせ先＝ B&G

財団明和海洋センター合（84) 5511へ

お問い合わせください。

餅つきとしめなわ

づくり参加者募集

圏期日＝ 12 月 10 日（士）～ 11 日（日）

卍会場＝県立東毛少年自然の家

圏対象者＝小・中・養護学校の児童

生徒とその保護者

圏募集人員＝ 100人

圏内容＝餅つきとしめなわづくり

＊参加費＝ 1 人2,600円

(11) 

〇携行品＝運動靴、運動着など

〇募集期間＝ 11 月 1 日（火）～ 30 日（水）

圏申し込み方法＝住所、氏名、年齢、

学校名（学年）、性別、電話番号を

明らかにして、電話かファヅクス

で県立東毛少年自然の家へ申し込

んでください。

※詳しくは、県立東毛少年自然の家

（新田郡藪塚本町）合0277(78)5666 、

FAX 0277 (78) 7322へお問い合わせ

くださしヽ。

リウマチ講習会

参加者募集

〇日時＝ 12 月 13 日（火）午後 2 時～ 5 時

圏場所＝館林保健所大会議室

®対象者＝リウマチ患者および家族

0内容＝講演会および個別相談

圏担当医師 前橋赤十字病院

磯武信先生

〇申し込み方法＝電話にて館林保健

所へ予約してください。

※詳しくは、館林保健所健康指導課

合（72)3230へお問い合わせください。

を
加

秋
参

歩
者

こ

募

う
集

圏日時＝ 11 月 20 日（日）午前 9 時30分～

0会場＝県立東毛少年自然の家

卍対象者＝家族または友達同士のグ

ループ

〇募集人員＝ 250人

圏内容＝ポスト探しゲームなど

〇参加費＝無料

衡携行品＝軍手、雨具、水筒など

圏申し込み方法＝当日会場にて受け

付けします。

※詳しくは、県立東毛少年自然の家

（新田郡薮塚本町）合0277(78)5666ヘ

お問い合わせください。

平成 7 年度

保育園児募集

圏募集期間＝ 11 月 7 日（月）～ 30 日（水）

圏募集人員＝東保育園60人、中央保

育園90人、西保育園60人

圏対象児＝就学前の幼児

圏入園資格＝村内の住民で、母親が

働いていたり、病気などで幼児の

保育に当たれる人がなく、家庭で

保育に欠けると認められる世帯の

幼児等

※詳しくは、福祉課（老人福祉セン

ター内）へお問い合わせください。

スカウト団員募集
スカウト明和第 1 団では、元気い

っぱいの新しい友達を待っています。

ぜひ、応募ください。

〇入団対象者

0 子どもの場合＝ 4 歳以上で男女共

に入団できます。

0 大人の場合＝ 22歳以上であれば、

スカウトとして男女共入団できま

す。

※申し込み・問い合わせは、柴崎さ

ん合（72)0387へ申し込みください。

] 館林邑楽地区 館 林 地 区
※◎ • 

千代田 赤冬; 人祝
板倉地区

明和地区
更科日

産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科
にのは

休 なにみ: る限..._,

井上（浩）医院 大神医院 多々良診療所 慶友病院 館林地区と 館林地区と 合場が診療り 病生11 月 13 日
合 (88)6300 合 (62)2200 合 (72)3060 合 (72)6000 同じです。 同じです。

日
あ時 院
り間 r-—、

小西医院 川田（耳）医院 須田医院 新橋病院 石山医院 館林地区と まは 合

11 月 20 日
合 (86)2261 合 (72)3314 合 (72)0862 合 (75)30 I I 合 (82)0103 同じです。 ］叫 (72) 3 

で‘l | 

当 神尾医院 落合医院 胃 9 4 

゜11 月 23 日 しで ‘--/ 

合 (75) 1288 合 (72)3160 
てで が

かす゚ 担

真中医院 川村医院 ゆたか医院 礫川堂医院 橋本医院 館林地区と
ら 当

呑ロ点ク し

番
11 月 27 日

合 (72) 1630 合（72) 1337 合（73)7308 合（74)0184 合 (82) I 150 同じです。 ま
し す
て ゜

横田（婦）医院 川田医院 記念病院 海宝医院 館林地区と 小西医院 < 内ヽ

12 月 4 日 だ 科

医
合 (72)0255 合 (72)3724 合（72)3155 合 (74)0811 同じです。 合 (86)2261 さ

し‘ 外
゜ 科

白沢医院 小倉医院 横田（善）医院 永寿堂医院 井上医院 館林地区と
12 月 II 日

合 (72) 1600 合 (72)0606 合(72)4970 合 (72)4469 ff (82) I 131 同じです。 喜

平成 6 年11 月 10 日
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村の人口と世帯
11 月 1 日現在

世帯数

人口総数

男

3, I 03戸

I I, 40 I 人

5,721 人・女 5,680人

(10 月中の動き）

出生 7 人・死亡 10人

転入 29人・転出 25人

10月の救急車出動回数
●交通事故

病

他

●急

•そ. の
計

9 件

5 件

4 件

18 件
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は
、
平
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齢
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若
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、
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学
生
の
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の
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で
構
成
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て
い
ま

す
。
し
か
も
、
男
女
混
合
の
チ
ー
ム

で
、
毎
週
土
曜
日
の
午
後
五
時
三
十
分

'
,
 

ヽ

秋
蝉
の
声
も
細
り
て
日
暮
る
れ
ば
癌
病

む
友
の
命
を
思
ふ

柿
沼
ま
つ

か
ら
七
時
三
十
分
ま
で
社
会
体
育
館
で

練
習
を
し
て
い
ま
す
。

練
習
は
い
つ
も
紅
白
に
分
か
れ
て
練

習
試
合
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
経

験
者
も
い
れ
ば
初
心
者
も
い
る
チ
ー
ム

で
す
が
、
経
験
者
、
初
心
者
に
関
係
な

く
、
若
者
ら
し
く
は
つ
ら
っ
と
し
て
、

と
て
も
楽
し
く
賑
や
か
に
練
習
試
合
を

行
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
時
に
は
人
数
が
集
ま
ら
ず

練
習
試
合
が
で
き
な
い
時
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
ん
な
時
は
連
絡
を
取
り
合
っ

て
、
集
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
る
チ
ー
ム
が
私
の
友
達
に
い

ま
す
の
で
、
そ
の
チ
ー
ム
と
時
々
試
合

を
し
て
い
ま
す
。

最
近
、
皆
さ
ん
が
忙
し
い
た
め
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
合
わ
ず
練
習
し
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
皆
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

が
好
き
な
人
た
ち
な
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ

練
習
を
始
め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
ま
た

散
り
て
な
ほ
色
あ
か
あ
か
と
数
多
あ
る

の
う
ぜ
ん
か
つ
ら
に
止
ま
ず
雨
降
る

立
岡
正
夫

小
さ
め
の
惣
菜
パ
ッ
ク
ニ
つ
三
つ
買
ひ

て
O
L

か
足
早
に
去
る

奈
良
原
き
く
の

▽
収
穫
の
秋
、
食
欲
の
秋
、
読
書
の
秋
と
、

い
ろ
い
ろ
な
秋
が
あ
り
ま
す
か
、
私
は
や
は

り
食
欲
の
秋
が
一
番
好
き
で
す
ね
。

▽
禁
煙
し
て
、
十
力
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
喫
煙
し
て
い
た
頃
は
、
そ
れ
ほ

ど
お
い
し
い
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
食
物

で
も
、
禁
煙
し
て
か
ら
は
何
で
も
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
七
キ
ロ
も
増
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。
⑱

編
集
後
記

平成 6 年11 月 10 日

ー
あ
め
で
だ
ー
（
敬
称
略
）
し
⑫
し

氏
名
父
母
名
続
柄
地
区
脳
旺
さ

だ

富
塚
雅
之
和
博
代
長
男
中
谷
愧
＜

た
か
ふ
み

富
塚
貴
文
和
博
代
二
男
中
谷
％
止

河
原
舞
紅
直
二
女
須
賀
％
甲

卿

早
川
尉
知
由
ぴ
長
男
中
谷
％
こ

荻
原
直
樹
紅
豆
二
男
中
谷
％
の

渡
邊
繋
引
夫
輝
長
男
須
賀
％
畔

1
1

あ
く
や
み
I
I

（
敬
称
略
）
は

方

氏
名
年
齢
世
帯
主
地
区
開
い

なれ

小
松
原
春
吉

7
4
林
持
南
大
島
％

佐
藤
隆
二
8
1
幸
男
下
江
黒
閲
さ

7

望

小
林
菊
江
7
7

加
治
犀
修
中
谷
形
希

小
林
好
雄

6
3
和
彦
千
津
井
％
を

1
6
載

奥
澤
サ
イ
子
7
9
重
忠
江
口
少
易

福
島
博
司
6
5
た
か
南
大
島
％
※

金
子
ヒ
ロ

7
1
安
治
中
谷
％

島
田
繁
正
6
9
貴
好
南
大
島
％

島
田
つ
ね
8
7
茂
治
大
輪
％

金
子
さ
き

8
4
嘉
昭
入
ヶ
谷
％

（
会
月
の
納
め
）

固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

国
民
年
金
保
険
料
、
水
道
料
金
の
納
入

月
で
す
。
納
期
限
は
、

3
0日
で
す
。
期

限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
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雨も上がり各テントの前には行列が……

多
彩
な
催
し
で

健
康
ま
つ
り

公
民
館
行
事
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
文
化
祭
が
十
一
月
四
日
、
五
日
、
六

日
の
三
日
間
、
中
央
公
民
館
を
メ
イ
ン

会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

作
品
展
は
切
り
絵
、
書
道
、
水
墨
画
、

籐
手
芸
、
プ
レ
ス
フ
ラ
ワ
ー
、
竹
細
工

な
ど
の
美
術
作
品
を
は
じ
め
、
短
歌
、

俳
句
、
生
け
花
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル

か
ら
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
公
民
館
活
動
作
品
と
し
て
、

絵
画
、
竹
工
芸
、
ア
イ
デ
ィ
ア
工
作
な

i

,
.
1
1

公
h
u

ど
さ
ら
に
、
幼
稚
園
児
や
小
・
中
学
生

の
絵
画
が
所
狭
し
と
展
示
さ
れ
、
出
来

栄
え
が
訪
れ
た
人
た
ち
を
感
心
さ
せ
て

い
ま
し
た
。

作
品
展
示
以
外
に
も
、
よ
み
き
か
せ

が
視
聴
覚
室
、
茶
会
が
談
話
室
、
民
謡
、

民
舞
、
詩
舞
、
八
木
節
、
カ
ラ
オ
ケ
、

和
太
鼓
な
ど
の
芸
能
発
表
が
講
堂
で
行

わ
れ
、
出
演
者
に
盛
大
な
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

( 
作品展を楽しく見ている家族づれ

文
化
祭. 

. 
商
工
祭

人形劇を真剣に見ている子どもたち

に
ぎ
わ
う

菊
花
展
も
並
行
し
て
行
わ
れ
、
丹
精

込
め
た
大
輪
の
菊
花
が
飾
ら
れ
、
訪
れ

た
人
た
ち
を
魅
了
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

健
康
ま
つ
り
は
六
日
、
村
保
健
セ
ン

タ
ー
を
主
会
場
に
開
か
れ
、
今
年
の
テ

ー
マ
を
「
カ
ル
シ
ウ
ム
」
と
し
、
カ
ル

シ
ウ
ム
に
つ
い
て
の
手
書
き
資
料
が
ず

ら
り
と
会
場
内
に
張
ら
れ
、
さ
ら
に
カ

ル
シ
ウ
ム
分
が
豊
富
な
食
料
品
な
ど
が

数
多
く
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
や
血
液
検
査

コ
ー
ナ
ー
に
は
多
く
の
住
民
が
訪
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
六
日
に
商
工
祭
が
、
中
央
公

民
館
駐
車
場
で
開
か
れ
、
朝
か
ら
雨
が

降
り
始
め
人
出
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

午
後
に
は
雨
も
や
み
、
家
族
づ
れ
な
ど

多
数
の
住
民
が
訪
れ
ま
し
た
。
会
場
で

は
模
擬
店
や
特
産
品
の
即
売
、
バ
ザ
ー

な
ど
多
彩
な
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
盛

大
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

平成 6 年12 月 10 日 (2) 



ロー」19
自慢の芸か花さかり

健康まつり「大声コンテスト」に参加した子どもたち

□」中学校舎の軒下で行われたフリーマーケット

i
特
選
（
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
賞
）
は

新
井
繁
二
郎
さ
ん

如
一
文
化
祭
と
並
行
し
て
開
か
れ
、
訪
れ

i
た
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た

i
菊
花
展
の
表
彰
式
が
十
一
月
六
日
、
村

i
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が

一
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

ー
文
化
協
会
園
芸
部
の
部

出
品
者
3
0人
1
0
4

点

i
衡
特
選

!
O
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
賞
新
井
繁
二
郎

i
0
最
優
等

-
0
明
和
村
長
賞
関
本
政
市

-
0
明
和
村
議
長
賞
島
田
彦
一

i
0
館
林
市
農
協
長
賞
関
本
宗
市

-
0
明
和
村
商
工
会
長
賞
坂
上
若
栄

i
0
明
和
村
教
育
長
賞
斎
藤
忠
直

-
0
明
和
村
文
化
協
会
長
賞
松
本
静
一

i
0
明
和
村
文
化
協
会
園
芸
部
長
賞

小
田
木
正
弘

一
圏
優
等

関
本
政
市
、
岡
安
長
吉
、
砂
賀
り
ん
、

野
口
今
朝
雄
、
柴
崎
フ
ク
、
新
井
繁
二

郎
〔
敬
称
略
〕

【
大
輯
の
部
】

亜
特
選
関
本
静
江

圏
最
優
等
関
本
政
市
・
小
平
志
げ
子

0
優
等
松
本
静
一
・
多
田
リ
ヨ

【
ポ
ッ
ト
マ
ム
の
部
】

＊
特
選
田
島
定
治

唖
最
優
等
阿
部
な
み
・
小
平
志
げ
子

而
優
等
石
川
寅
雄
・
石
川
そ
の〔

敬
称
略
〕

【
競
技
花
（
大
輪
）
の
部
】

圏
特
選
新
井
繁
二
郎

0
最
優
等
小
平
志
げ
子

圏
優
等
菌
田
参
次
郎

【
競
技
花
（
嵯
餓
菊
）
の
部
】

圏
特
選
坂
上
若
栄

圏
最
優
等
新
井
繁
二
郎

蒼
優
等
小
平
志
げ
子

〔
敬
称
略
〕

菊
つ
く
り
教
室
の
部

出
品
者
2
0人
3
0点

老
人
ク
ラ
フ
の
部

出
品
者
8
1人
B
l点

(3) 平成 6 年12 月 10 日



菊
一
輪
を
献
花

追
悼
式

·
~
▼
二
＿

.. 

菊一輪を献花する参列者

, 
0
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
開
局

〇
幼
児
教
育
・
学
校
給
食
検
討
委
員
会

一
が
村
長
に
答
申

長藤
ヽ
：
斎
．
一
‘
-
t
]
'
i
.
.
9

鐸
．
ず

る

d
-

i
．
セ
、
‘
·
度

手

述

'
L

を

を
・
・
書

申

式

b
a口
．
答

，
長

平
成
六
年
度
明
和
村
戦
没
者
追
悼
式
‘

が
十
一
月
四
日
、
中
央
公
民
館
で
遺
族
，

を
は
じ
め
関
係
者
な
ど
三
百
人
余
り
が
藤

汀
し
て
、
し
め
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
(
-
:
‘
‘
↓

L、
]

こ
の
追
悼
式
は
、
先
の
大
戦
で
祖
国
仇
員

委平

の
た
め
に
若
き
命
を
捧
げ
た
三
百
余
名

の
村
内
戦
没
者
に
対
し
、
村
民
あ
げ
て

追
悼
の
誠
を
表
わ
す
た
め
に
、
毎
年
実

施
い
冒
三
／
置
者
の
霊
」
と
記
さ

9

れ
た
墓
標
を
囲
む
よ
う
に
菊
の
花
が
飾

0
新
春
恒
例
村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
各

ら
れ
、
式
は
助
役
の
開
式
の
こ
と
ば
で
部
門
優
勝
者
紹
介

始
ま
り
、
館
林
地
区
消
防
組
合
音
楽
隊
〇
館
林
地
区
消
防
組
合
出
初
め
式

の
演
奏
で
国
歌
斉
唱
、
そ
し
て
一
分
間

0
矢
島
地
区
で
ど
ん
ど
焼
き

の
黙
と
う
を
捧
げ
た
後
、
村
長
が
式
辞

ぃ
／
い
口
‘
の
叫
コ

□
‘
へ
心
]
[
]
'

た
。
最
後
に
参
列
者
一
人
ひ
と
り
が
霊

0
四
月
か
ら
行
政
機
構
一
部
変
更

前
に
進
み
出
て
、
菊
一
輪
を
献
花
し
ご

0
中
学
二
年
生
を
対
象
に
「
立
春
式
」

冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

0
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
開
局
記
念
式
典 ' 
O
B
&
G
財
団
明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー

オ
ー
フ
ン

彰
式

公民館まつり

' 
0
平
成
六
年
度
予
算
、

万
円
で
ス
タ
ー
ト

〇
助
役
に
橋
本
亀
三
郎
さ
ん
再
任

〇
収
入
役
に
梁
瀬
勝
治
さ
ん
再
任

0
水
道
料
金
な
ど
七
月
一
日
か
ら
改
定

0
公
民
館
ま
つ
り

四
十
一
億
六
千

0
県
内
キ
ュ
ウ
リ
生
産
者
本
村
を
視
察

「
広
で

ふ
り
か
え
る
平
成
六
年

報

め

い

ゎ
」

平成 6 年12 月 10 日 (4) 



吹奏楽部によるステージ発表

·汽 5
今｀．；；ー―

9 9— 

ジェット風船を飛ばし文化祭の開会を祝う

明和中学校で文化祭
アイティアいつばいの催し

東
・
西
小
学
校
に

0
明
和
村
猟
友
会
、

B

巣
箱
を
贈
呈

1
、
ー
ロ
釘
t
よ

<
r

ー
ヽ
＇
＂

直
i

一
有

n
[
_
l
2
,
'
紅

ク
学
校
て
は
十
―

L□
』
l
-

「

r
"底
―-G

□]
口
口
言
｀
｀
ロ
一
ー
一
一
瞑

発
表
が
各
ク
ラ
ス
あ
る
い
は
各
部
で
行

ゎ
汀
い
い
示
は
二
年
に
一
度
行
わ
れ
、

9

今
回
は
ク
ラ
ス
全
員
で
協
力
し
て
何
か

O
B
&
G

財
団
明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー

作
ろ
う
と
各
ク
ラ
ス
特
色
あ
る
発
表
が
竣
工
式
、
送
迎
バ
ス
運
行

催
さ
れ
ま
し
た
。

0
中
学
二
年
生
が
職
場
体
験
学
習

午
前
中
、
体
育
館
で
は
ス
テ
ー
ジ
発

0
ふ
る
さ
と
の
広
場

(
Cゾ
ー
ン
）
内

表
が
行
わ
れ
、
英
語
暗
唱
、
吹
奏
楽
部
芝
生
広
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
場
オ
ー

の
演
奏
、
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
演
奏
、
さ
。
フ
ン

ら
に

P
T
A

役
員
に
よ
る
合
唱
な
ど
が

ば
[
L
t
l
]
ん
な
拍
手
喝
采
を
浴
び

9
”
ロ
ロ
ロ
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テ
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痔
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ス
ト
百
人
紹
介
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0
第
三
回
村
議
会
臨
時
会
、

さ
ん
議
長
に
就
任

' 
0
第
十
四
回
老
人
福
祉
大
会

0
第
十
三
回
村
防
災
訓
練

0
第
四
十
回
成
人
式

祭涼内租-l
 t
 

れわ子,1 

-

l

 
'
,
 

大盛

泉
田
和
作

' 
0
第
三
十
九
回
村
民
体
育
祭

0
第
五
回
村
民
ゴ
ル
フ
大
会

0
第
十
五
回
総
合
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会

商
工
祭

, 
0
文
化
祭
、
健
康
ま
つ
り
、

0
戦
没
者
追
悼
式

0
明
和
中
学
校
で
文
化
祭

〇
館
林
商
工
高
校
で
創
立
十
周
年
記
念

式
典

0
福
祉
バ
ザ
ー

(5) 平成 6 年12 月 10 日



西小学校児童がお年寄りに学ぶ
11 月 19 日、各地区の公民館などで西小学校 5 • 6 年生の児

童が、郷土に伝わるしめ縄づくり、竹とんぽ、竹馬、水鉄砲、

紙鉄砲、お手玉などをお年寄りに教わり、当時の遊具づくり

に汗を流しました。

この活動は、老人とのふれあいを通じて昔からの生活の知

恵などを学び、郷土への理解、愛着と高齢者を尊ぶ心を養っ

てもらおうと毎年開かれています。

お年寄りから手ほどきを受けた作品が出来上がると早速遊

び始め、楽しい一日を過ごしました。

_O
Li の

だ
む
わ

地域の話題なと身近な情報を広報係まで

あ寄せください。まだ掲載されだ写真は

差し上げますので、役場企画課までご連
絡ください。 役場合84-3111

お手玉作りをお年寄りに学ぶ西小児童 割りばしを使ってゴム鉄砲を作っている西小児童

教養を萬めた県民文化大学
住民の学習要求に対して、均等な学習機会の提供を図

るために、県教育委員会では 3 ~ 4 年に 1 回町村に委託

して、県民文化大学地域講座を開設しています。本村で

今年開設された講座は、この地域講座であります。

9 月 3OH にトップを切って元関脇「麒麟児」の北陣和

春さんが「ただ、ひたすら己れに勝つのみなり」と題し ) 

て、ビデオをまじえて講演が行われました。

また、 10 月 14 日には女優の野際陽子さんが「楽しく美

しく生きる」、 11 月 11 日には元荻野屋副社長の田中トモミ

さんが「私はこうして成功した」という題名で、各氏が

個性豊かな逸話を披露し好評を博しました。

熱弁をふるう講師

福祉ヽV↑--盛況のうちに
11 月 23 日、中央公民館で福祉バザーが開かれました。

皆さんから寄付していただいたネギ、 じゃが芋などの

野菜から、ガラス、セトモノなどの日用雑貨品約2,600点

が会場狭しと陳列され、市価の半値とあって主婦ら 500人
余りが詰掛け、オープン 1 時間ほどで半分以上売れる盛

況ぶりでした。売り上げは、 890,680円で全額村社会福祉

協議会（奉仕銀行）に寄付されました。

ご協力ありかとうございました。

平成 6 年12 月 10 日 (6) 



館林商工萬校で

創立10周年記念式典
11 月 10 日、館林商工高校（明和村南大島）の創立10周

年記念式典が同校体育館で、全校生徒724人と教職員をは

じめ PTA、県教育委員会関係者、地元国会議員・県会

議員・市町村長ら多数出席して、盛大に行われました。

同校は昭和60年 4 月に情報化時代に生きる産業人の育

成を目指し、県内初の商工闇校として開校しました。

卒業生はこれまでに1,753人に上り、県内を中心に全国

で活躍しています。

式典で馬場校長は「情報化、国際化の進展の中で、確

固たる伝統を築くために、個性的で魅力ある学校づくり

に取り組んでいきたい」と式辞を述べました。式典終了

後は、館林市出身のエッセイスト、見城美枝子さんが「学

び続けること」と題して、記念講演を行いました。

｀量←．—-‘｀―-

盛大に開かれた記念式典

東幼稚圃児焼き芋で舌つづみ
11 月 24 日、東幼稚園では自分たちで育て、収穫したさ

つま芋をアルミホイルに包み、園庭の落ち葉を利用して

焼き芋を作りました。

今年のさつま芋は猛暑のためかわかりませんが、太い

芋が多く例年にない収穫でした。

焼き上がった芋は早速、園児たちに配られ、「おいしい、

おいしい」と、満足そうな顔をしながら舌つづみを打っ

ていました。

おいしそうに焼き芋を食べている園児

(7) 

3 

... _コ `‘「―-..--• 一ご·
車椅子に乗って体験している 2 年生

中学2年生が車椅子体験学習
明和中学校では、平成 5 年度より文部省から道徳教育

の指定を受け、「家庭、地域との連携を生かした道徳授業

づくり」をテーマに道徳教育の充実に努めています。そ

して、この教育の一環として 11 月 24 日、明和中学校体育

館で 2 年生を対象に、障害者への思いやりや理解を深め

ていただこうと、車椅子体験学習が行われました。

生徒たちは 3 人 1 組となり、まず、体育館で車椅子に

乗った人の抱え方、押し方などを学んだ後、渡り廊下の

段差のある所で、キャスターの上げ下げを行い、貴重な

体験学習をしました。

..... ^s.っ"`’i遭2
交通安全皮育認雌図成修 — ... 

ll 1 
I~ 

ぬいぐるみも参加した発表会

交通安全教育講師団

晴れの舞台で発表
11 月 15 日、中央公民館で交通安全教育講師団による発

表会が行われました。

この発表会は、（柏館林交通安全協会が教育講師団の技

術向上などを目的に、館林市、板倉町、明和村の会場を

持ち回りで開いているものです。大正琴、腹話術、紙芝

居、奇術、指人形などが発表され、会場に訪れた160人余

りの人たちは、真剣に見入っていました。

平成 6 年12 月 10 日



長
年
に
わ
た
り
活
躍
し
、
国
民
生
活

の
安
定
や
向
上
に
貢
献
し
て
き
た
功
労

者
に
贈
ら
れ
る
平
成
六
年
秋
の
褒
章
で
、

大
佐
貰
の
荒
井
清
さ
ん
（
五
八
）
は
、
黄
綬

褒
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

荒
井
さ
ん
は
、
四
十
年
も
の
永
き
に

わ
た
り
土
木
関
係
の
仕
事
ひ
と
す
じ
に

進
み
、
環
境
保
護
に
重
点
を
置
い
て
、

仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

荒
井

清
さ
ん

黄

綬

褒

章

平
成
六
年
秋
の
叙
勲
で
、
大
佐
貰
の

鯉
沼
利
三
郎
さ
ん
（
七
八
）
は
、
勲
六
等
単

光
旭
日
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

鯉
沼
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
九
年
六
月

か
ら
現
在
ま
で
二
十
年
余
の
永
き
に
わ

た
り
行
政
相
談
委
員
と
し
て
そ
の
職
務

に
精
励
し
、
行
政
相
談
業
務
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

鯉
沼
利
三
郎
さ
ん

勲
六
等
単
光
旭
日
章

大野雄吉さん

小牧良充くん

I
_
 

大野茂次さん 山田正樹さん

橋本則雄くん

矢
島
の
山
田
正
樹
さ
ん
（
六
四
）
・
大
野

茂
次
さ
ん
（
七
二
）
・
大
野
雄
吉
さ
ん
（
五
o
)

は
、
多
年
に
わ
た
り
米
生
産
費
調
査
農

家
と
し
て
積
極
的
に
協
力
し
、
こ
の
ほ

ど
農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状

山
田
正
樹
さ
ん

大
野
茂
次
さ
ん

大
野
雄
吉
さ
ん

租
税
教
育
の
一
環
と
し
て
、
関
東
信

越
国
税
局
等
が
主
催
し
、
中
学
生
を
対

象
に
募
集
し
ま
し
た
「
税
に
関
す
る
標

語
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入
賞
者
が
決
ま
り

ま
し
た
。
本
年
度
は
、
館
林
税
務
署
管

内
か
ら
三
十
校
、
九
、
一
六
七
点
の
応

募
が
あ
り
、
本
村
で
の
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。
〔
敬
称
略
〕

〇
館
林
税
務
署
長
賞

「
夢
の
あ
る

豊
か
な
明
日
を守

る
税
」

橋
本
則
雄
（
中
1
)

④
館
林
財
務
事
務
所
長
賞

「
税
金
を

納
め
て
未
米
の基

礎
づ
く
り
」

小
牧
良
充
（
中
1
)

平
成
六
年
度
税
に
関
す
る

標
語
コ
ン
ク
ー
ル

平
成
六
年
館
林
地
区
消
防
組
合
消
防

隊
秋
季
点
検
が
十
一
月
六
日
、
館
林
市

三
の
丸
南
面
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
秋
季
点
検
の
席
上
本
村
で
は
次

の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
優
良
団
員
表
彰
】

川
辺
秀
幸
（
下
江
黒
）
団
員
歴
6
年

須
藤
征
幸
（
江
口
）
団
員
歴

6

年

本
澤
好
美
（
南
大
島
）
団
員
歴

3

年

東
充
（
新
里
）
団
員
歴
6
年

藤
野
和
也
（
川
俣
）
団
員
歴
6
年

石
川
功
（
矢
島
）
団
員
歴
6
年

④
斗
合
田
婦
人
消
防
隊
（
隊
長
江
森

ほ
の
子
）

④
下
江
黒
婦
人
消
防
隊

八
重
子
）

（
隊
長
照
内

〔
敬
称
略
〕

館
林
地
区
消
防
組
合

消
防
団
長
表
彰

館
林
地
区
消
防
組
合

消
防
隊
秋
季
点
検

本沢晃一くん

「
あ
し
た
へ
と

暮
ら
し
に
生
き
て
る

あ
な
た
の
税
」

本
沢
晃
一
（
中

3

④
明
和
村
長
賞

平成 6 年12月 10 日 (8) 
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成
7

年
2

月

2
6日
⑮

④
場
所
1
1

宝
台
樹
ス
キ
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場
（
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町
）

④
募
集
人
員
1
1
8
0
人

④
対
象
者
1
1

村
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生
以
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ス
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教
室
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者
募
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年
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日
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0
人
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1
1
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学
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）

◎
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1
1
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3
,
0
0
0

円
（
バ

ス
代
、
保
険
料
）

※
申
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込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

1
1
1
2
月

2
5日
⑪
午
前
9

時
か
ら
社
会
体
育
館
で

受
け
付
け
し
ま
す
。
（
本
人
ま
た
は
家
族
）

親
子
ス
キ
ー
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加
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募
集
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プ
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優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

準
優
勝
キ
ャ
ッ
ツ
愛

第

2
2
回
秋
季
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レ
ー
ポ
ー
ル
大
会

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
者
募
集

の
人

④
参
加
費
1
1
1

人
3
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0
0
0

円
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バ

ス
代
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保
険
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）

※
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し
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先

1
1
1
2
月

2
5日
⑪
午
前
9

時
か
ら
社
会
体
育
館
で

受
け
付
け
し
ま
す
。
（
本
人
ま
た
は
家
族
）

④
期
日
1
1

平
成
7

年
1

月

2
2日
⑪

0
会
場
1
1

ふ
る
さ
と
の
広
場
周
辺

④
対
象
1
1

村
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
者

◎
部
門
・
距
離

0
小
学
生
1
.
2

年
…
ロ
k
m

0
小
学
生
3
.
4

年
：
闊
k
m

0
小
学
生
5
.
6

年
…
5
k
m

0
中
学
生
（
男
）
…
…
訊km

0
中
学
生
（
女
）
…
…
⑪k
m

0

一
般
男
子
（
高
校
生
以
上
）
…
訊

k
m

0

一
般
女
子
（
高
校
生
以
上
）
…
⑪

k
m

〇
壮
年

(
4
0歳
以
上
）
…
…
…
⑪k
m

0
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
対
抗
戦
「
一
チ

ー
ム
5

人
（
一
般
男
女
）
に
よ
る
団

体
戦
」
…
…
⑪

k
m

〇
健
康
マ
ラ
ソ
ン
（
タ
イ
ム
ト
ラ
イ

ア
ル
）
一
般
男
女
…
…
⑬km

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
1
1

平
成

7

年
1
月

8

日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

優勝した「やまうソフト部」チーム

三準優
優

位勝勝

や
ま
う
ソ
フ
ト
部

日
東
製
器
椋

東
邦
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
・
ス
ナ

ガ
ボ
ー
ト
販
売
朦

' -•1 
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第
1
4回
事
業
所
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
八
チ
ー
ム
参
加
） A ブロック優勝の「明和クラブ」チーム
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@
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@
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g
す
く
始
め
よ
う
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臼
カ
ル
シ
ウ
ム
貯
金
g
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カ
ル
シ
ウ
ム
は
骨
や
歯
の
材
料
と
し

て
子
ど
も
の
発
育
に
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
大
人
に
な
っ
て
か
ら
慢
性
的
に
不

足
す
る
と
、
骨
が
も
ろ
く
な
っ
て
骨
折

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
骨
粗
慇

症
と
い
い
、
こ
の
病
気
に
よ
る
高
齢
者

の
骨
折
は
寝
た
き
り
の
原
因
と
し
て
恐

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
近
は
食
生
活
の
乱
れ
か
ら
骨
粗
捻

症
予
備
軍
と
も
い
え
る
子
ど
も
や
若
い

人
が
増
え
て
い
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
貯

金
は
早
く
か
ら
始
め
る
事
が
大
切
で

す
。

ハ
ロ
ー
健
康
⑬

【B
ブ
ロ
ッ
ク
】

優
勝
リ
リ
ー
ズ

準
優
勝
明
和
愛
好
会

B ブロック優勝の「リリーズ」チーム

＊
効
率
の
良
い
牛
乳
・
乳
製
品

カ
ル
シ
ウ
ム
の
量
が
同
じ
で
も
、
食

品
の
種
類
に
よ
っ
て
、
腸
か
ら
の
吸
収

率
が
違
い
ま
す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
考

え
て
効
率
の
良
い
食
べ
方
を
し
ま
し
ょ

う
。
（
表
1
)

＊
カ
ル
シ
ウ
ム
と
の
上
手
な
つ
き
合
い

方
1

カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
の
良
い
食
品
を

積
極
的
に
と
る
。
（
表
1
)

2

ビ
タ
ミ
ン

D

を
多
く
含
む
食
品
を
と

る
。
（
表
2
)
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農業所得の雇人費等

控除は 1 月10日までに

平成 6 年中に雇人費、小作料を支

払った人および新しく大農具（トラ

クター、コンバインなど）を購入後

申告をしていない人は、平成 7 年 1

月 10 日までに役場税務課に領収書と

印鑑を持参の上申告してください。

申告しませんと、農業所得の標準

外経費として控除することができな

くなりますので、申告を忘れないで

ください。

※詳しくは、税務課にお問い合わせ

ください。

農業委員会委員の

選挙人名簿登録

毎年 1 月 1 日現在で農業委員会委

員の選挙人名簿が作成されます。

選挙権を有する人で10アール以上

の農地を耕作している人などは、平

成 7 年 1 月 10 日までに必ず登録をし

ましょう。

④選挙権を有する人＝村内に住所が

あり、平成 7 年 3 月 31 日現在満20

歳以上で10アール以上の農地を耕

作している人、または、その配偶

者や同居の親族で年間60 日以上耕

作に従事している人

④登録申請＝登録申請書は、各地区

の区長さんを通じて配布しますの

で、必要事項を記載して提出して

ください。

※詳しくは、村選挙管理委員会（総

務課内）へお問い合わせください。

在宅の看護婦さん

カムバック
群馬県では、看護婦不足に対処す

るために、保健婦、助産婦、看護婦、

准看護婦の資格を持っている人で、

現在家庭にいたり、資格を活用して

いない人にナースバンクヘの登録を

お願いしています。

登録されますと、就職相談、再教

育講習などが無料で受けられます。

登録を希望される人は、明和村保健

センター合(84)4686へご連絡ください。

検察審査会に

ご相談ください

交通事故、詐欺などの被害にあっ
て、警察や検察庁に訴えたが、検察

官がその事件を裁判にかけてくれな

いなど、こんな不満をお持ちの人は

検察審査会にご相談ください。

奎相談日・時間＝平日毎日・午前 9

時から午後 4 時まで

圏相談場所＝太田検察審査会（太田市）

Ill その他＝費用無料、秘密厳守

※詳しくは、太田検察審査会合（45)

7751へお問い合わせください。

年末年始の水道故障は

下記の水道業者に

lll12月 28 日（水）松本水道合（84)2839 

lll12月 29 日（木）石崎水道合（84)4147

lll12月 30 日（命大川水道合(73)0721

lll12月 31 日（士）金子水道合（84)2148

Ill 1 月 1 日（日）島田設備合（84)3282

Ill 1 月 2 日（月）高田設備合（84)3736

Ill 1 月 3 日（灼富塚水道合（84)324 7 

Ill 1 月 4 日（水）松本水道合（84)2839

水道管にも冬じたくをしましょう。

年末年始のコミ収集
年末年始のゴミ収集は、 12 月 30 日

（金）が最終日となり、年始は 1 月 6 日

（鉗から開始します。ゴミは指定され

た紙袋で当日の朝 8 時30分までに出

してください。

年末年始運転免許業務
総合交通センターおよび館林警察

署の年末年始運転免許試験業務は、

12月 28 日（水）から 1 月 4 日（水）までは休

みとなります。なお、更新、再交付

などの業務は、 12 月 28 日および 1 月

4 日については、午前中のみ実施し

ます。

※詳しくは、館林警察署交通課合(75)

0110へお問い合わせください。

年末年始のし尿

汲み取り業務

年末年始のし尿汲み取り業務は、

12 月 29 日（木）が最終日となり、年始は

1 月 5 日（木）から開始となります。

※詳しくは、（有）大拙興業合（73)4186

へお問い合わせください。

年賀状はあ早目に
郵便局では、 12 月 15 日から年賀状

の受け付けを開始します。 12月 25 日

までに差し出さないと元旦に配達で

きない場合もあります。

郵便番号と住所（番地、棟番号、

室番号、 00様方まで）は正しくは

っきりと書きましょう。

くらし

の

情報・案内
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◇日時＝ 1 月 10 日（灼

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝丸山弁護士

◇受 付＝ 1 月 4 日から 8 日まで受け

付けしますので総務課へお

申し込みください。定員に

なり次第締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださい。
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1 月はお休みさせていただきます。

厨
[
-
厨
]

詰
蒻
詰
計
寺
―
―
,
o
―
-
m
-
0
-
m
-

0-————,o,=-——,o 

ENu'-—-o-————,o=-——— 

g-——-om-=,o, 

閲
租
訓
3

罰
詞
早

雷
『
叫
芦
直
一
〖
桐

蔽
悶
～
所
手
閏
開

与
話
吾
話
一
日
時
役
立
8号
吾
蒻

箪
0三
箪
―

____ 

-
0
-
―
ニ
―
-
1
午
§
-
―
,
o
,
=
=
-

__ 
0
-
___ _
 

`
]
二□
疇
一[0
-

國
[
-
日
場
』
国
』

豆
且
彗
―
―
◇
◇
-
―
____ 
o_-=-—-0-_ 

◇日時＝ 1 月 19 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
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年末年始の役場等業務
0 第 2 次試験平成 7 年 2 月 8 日

国保健康ポスター が試験場＝館林高等看護学院講堂
コンクール作品募集］※詳しくは、館林高等看護学院合（73)

7175へお問い合わせください。

役場業務
役場の一般業務は、 12 月 29 日（杓か

ら 1 月 3 日（灼まで年末年始の休みと

なります。

出生届、死亡届等の届け出の業務

については平常どおりです。

中央公民館社会体育館｝休館
中央公民館、社会体育館は、 12 月

29 日（杓から 1 月 3 日図まで年末年始

の休館となります。

老人福祉センター

デイサーピスセンター｝休館
老人福祉センター、デイサービス

センターは、 12 月 28 日（水）から 1 月 4

日（水）まで年末年始の休館となります。

B&G 財団明和

海洋センター休館

B&G財団明和海洋センターは、

12月 28 日（水）から 1 月 4 日（水）まで年末

年始の休館となります。

国民健康保険では、健康の大切さ

と健康意識の向上を図ることを目的

に、ポスターを募集します。

〇応募資格＝県内在住、在学、在勤

の中学生以上の人

〇応募点数＝ 1 人 1 点とし、自分で

創作した未発表のものです。

圏募集期限＝平成 7 年 1 月 13 日

圏その他＝用紙は B 3 判で、紙質、

手法、色彩は自由です。図案は健

康づくりを題材とした標語を入れ

て、標語に合う図案とします。作

品の裏面に住所、氏名、年齢、性

別、勤務先（学校名・学年）、電話

番号を明記してください。

卍応募先＝役場住民課

※詳しくは、住民課へお問い合わせ

ください。

学生募集

館林高等看護学院

衝応募資格＝高校卒業または卒業見

込みの人、矯正視力0.8以上

蒼募集人員＝ 30人

圏受付期間＝平成 7 年 1 月 5 日（木）～

19 日（木） （当日消印有効）

圏応募書類＝入学願書・健康診断書

•最終学校の調査書・写真 3 枚

圏試験期日

0 第 1 次試験平成 7 年 2 月 1 日

平成 6 年第 4 回

村議会臨時会

平成 6 年第 4 回村議会臨時会は、

11 月 16 日（会期 1 日）開かれ、 2 議

案（村長提出）について審議され、

原案どおり可決承認されました。

内容をお知らせします。

上水道第4次拡張事業
上水道第 4 次拡張事業（第 1 エ区）

土木建築工事を行うため、建設業者

7 社による指名競争入札の結果、 8,446

万円（消費税含む）で、荒井建設株

式会社（明和村大佐貫）と工事請負

契約を締結しました。

上水道第 4 次拡張事業（第 2 エ区）

機械設備工事を行うため、建設業者

7 社による指名競争入札の結果、 1億

3,493万円（消費税含む）で、神鋼パ

ンテック株式会社（東京都港区）と

工事請負契約を締結しました。

住宅無料相談会
圏日時＝平成 7 年 2 月 10 日 午前10

時から午後 4 時まで

圏場所＝館林市役所 1 階ホール

※詳しくは、（初群馬建築士会館林支

部合(82)072(y＼お問い合わせください。

] 館林邑楽地区 館林地区
※◎ • 

千代田 赤文l 人祝
板倉地区

明和地区
更科日

産婦人科 耳鼻科 内科外科
にのは

休 なにみ>る限...___,,

12 月 18 日
浜野病院大神医院 後藤（内）医院岡田医院 増田医院 竹越医院

] : り 生四（88)5678 ff(62)2200 云（72)0134 四（72)3163 四（82)2255 ff(84)3137 

12 月 23 日
森下医院慶友病院 あ 病院

日 云（73) 7776 四（72)6000 
り間 — 

落合医院 川田（耳）医院 上野医院 最上医院 石山医院 館林地区と まは て
12 月 25 日 合 (72)3160 四（72)3314 云（72)3330 四（74)3763 合（82)0103 同じです。 ] ] (72) 

3 

安楽岡医院 真中医院 で‘| I 

当
12月 29 日 fi(72)0572 合 (72) 1630 胃 9 4 

゜清河堂医院 川島脳外科 しで ヽ

12 月 30 日
合（72)3070 合 (75)5511 てで が

かす゚ 担

12 月 31 日
大石医院 新橋病院 ら 当

番
云（74)2362 云（75)3011 呑ロ戸ク し

根岸医院 川村医院 塀越医院 慶友病院 橋本医院 館林地区と
ま

1 月 1 日 し す
合 (72) 3262 四（72) 1337 合（73)4151 云（72)6000 云（82) I 150 同じです。 て ゜

白沢医院 < ^ 内
1 月 2 日

四（72) 1600 
だ 科
さ

医 田内医院 海宝医院 し‘ 賃1 月 3 日 ゜云（72)3855 四（74)0811

1 月 8 日
小西医院 川田医院 須田医院 新橋病院 館林地区と 小西医院 産
ff(86)2261 云（72)3724 四（72)0862 云（75)3011 同じです。 合 (86)2261 婦

(11) 平成 6 年12 月 10 日

( 
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い
く
ば
く
か
去
る
日
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し
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つ
ば
め

惜
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み
な
く
と
ぶ
川
面
す
れ
す
れ

石
村
艶
子

生
ゴ
ミ
に
捨
て
あ
る
痔
し
弁
ル
ワ
ン
ダ

の
難
民
思
え
ば
怒
り
お
ぱ
ゆ
る

篠
木
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し

遠
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と
迫
り
来
る
黒
雲
に
急
か
さ
れ
て

先
ま
で
爆
ぜ
ぬ
ご
ま
殻
は
た
＜野村

田
芝

初
枝

村の人口と世帯
12月 1 日現在

世帯数 3, I 12戸

人口総数 I I,396人

男 5,726人・女 5,670人

(11 月中の動き）

出生 7 人・死亡 10人

転入 19人・転出 27人

11 月の救急車出動回数
●交通事故 6 件

●急病 I I 件

•その他 3 件

●計 20 件

平
成
五
年
五
月
、
サ
ッ
カ
ー
愛
好
者

に
と
っ
て
待
望
の
プ
ロ
リ
ー
グ
が
発
足

し
、
サ
ッ
カ
ー
人
気
も
一
気
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
我
が
明
和
F
C

ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
は
昭
和
五
十
六
年
に
発
足
し
、

暉
か
し
い
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今

日
ま
で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
団
員
数

も
一
時
は
十
数
人
に
ま
で
落
ち
込
み
、

団
員
を
小
学
二
年
生
ま
で
引
き
下
げ
て

。

立
川
ふ
さ

活
動
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
が
J
リ
ー
グ
が
開
幕
す
る
と
、

今
ま
で
家
庭
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
子

ど
も
た
ち
が
、
グ
ラ
ン
ド
に
あ
ふ
れ
る

ば
か
り
に
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在

団
員
数
も
九
十
人
を
超
す
ま
で
に
な
り
、

毎
週
木
・
土
・
日
耀
日
に
西
小
学
校
校

庭
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
は

手
を
使
う
こ
と
を
制
限
さ
れ
る
ス
ポ
ー

ツ
な
の
で
走
る
こ
と
を
基
本
に
、
基
礎

体
力
を
養
い
同
時
に
闘
争
心
や
連
帯
感

そ
し
て
勝
つ
こ
と
の
喜
び
を
分
か
ち
あ

え
る
子
ど
も
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
立

派
な
人
間
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
念

頭
に
お
き
、
学
校
で
教
え
る
こ
と
の
範

囲
を
越
え
て
、
地
域
の
仲
間
と
し
て
指

導
者
た
ち
が
余
暇
時
間
を
さ
い
て
指
導

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
大
会
も
地
区
大

会
か
ら
全
国
大
会
ま
で
あ
り
、
い
つ
の

日
か
子
ど
も
た
ち
に
い
い
夢
を
見
せ
た

く
て
、
指
導
者
一
同
頑
張
っ
て
い
ま
す

の
で
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

と
ど
ろ
き
て
寄
せ
来
る
波
を
眺
め
つ
つ

兄
は
犬
吠
埼
の
由
来
を
話
す

始
沢
良
子

ク
ラ
ス
会
旅
の
計
画
と
り
や
め
ぬ

体
の
不
調
者
ぞ
く
ぞ
く
と
出
て立

川
ツ
ヤ
子

老
い
母
を
病
む
姉
を
父
よ
守
り
ま
せ

五
十
回
忌
な
ほ
も
戦
死
の
父
恋
ふ

砂
賀
久
美
子

底
ひ
に
は
冷
た
き
渦
の
ひ
そ
む
と
ふ

お
だ

利
根
の
川
面
の
穏
し
夕
暮

野
ロ
タ
カ

足
腰
が
痛
い
い
た
い
と
サ
ン
バ
踊
る

昭
和
一
桁
今
が
青
春

1
1

あ
め
で
だ
ー
（
敬
称
略
）
しし

氏
名
父
母
名
続
柄
地
区
胚
旺
さ

ま
す
み

Iに

市
川
真
珠
美
臼
口
二
女
中
谷
％
く

田
中
災
底
鱈
汀
長
女
矢
島
％
止

阿
部
拓
哉
碩
且
二
男
斗
合
田
％
甲

際

新
井
裕
人
麟
鱈
長
男
南
大
島
％
に

瀧
澤
啓
文
“
翻
長
男
中
谷
％
の

7
出

石
井
悠
太
＂
只
二
男
南
大
島
青
届

高
烏
沙
恵
“
記
長
女
南
大
島
％
よ

方

1
1

あ
く
や
み
ー
（
敬
称
略
）
いな

氏
名
年
齢
世
帯
主
地
区
誼

B
e
1

1
1
7
望

駒
宮
藤
四
郎

9
3
榮
次
大
輪
ん
さ

田
口
雙
次
郎

7
8
久
夫
矢
島
ッ
希

福
田
藤
一
7
4
和
夫
大
佐
貫
％
を

載

小
久
保
茂

7
8

勇
南
大
島
％
掲

慎
下
隆
7
7
隆
弘
中
谷
％
※

瀬
下
チ
イ
6
5
昭
一
新
里
％

篠
木
博
子
6
5
嘉
一
大
佐
貫
％

大
津
金
次

6
9

浩
矢
島
％

関
口
た
け

8
9
茂
男
梅
原
％

長
屋
徳
次
7
1
田
島
凶

（
会
月
の
納
め
）

村
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
国

民
年
金
保
険
料
、
水
道
料
金
の
納
入
月

で
す
。
納
期
限
は
2
6日
で
す
。
期
限
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

編
集
後
記

こ
れ
か
ら
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
季
節

を
迎
え
、
消
防
関
係
者
は
ま
す
ま
す
忙
し
く
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
先
日
、
私
は
消
防
自
動
車

の
梯
子
車
に
乗
車
す
る
機
会
が
あ
り
、
初
め
て

の
乗
車
で
し
た
が
も
と
よ
り
高
い
所
は
苦
手
な

の
で
、
最
上
段
に
行
っ
た
と
き
は
足
が
ガ
タ
ガ

夕
震
え
て
い
ま
し
た
が
、
仕
事
だ
け
は
き
ち
ん

と
行
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
こ
ん
な
高
い
所
で

消
火
活
動
を
行
う
消
防
士
さ
ん
は
余
程
訓
練
を

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
⑳

平成 6 年12 月 10 日 (12) 
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村
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
平
成
七

年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
村
政
の
各
分
野
に
わ
た
り
多

大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
本
村
の
振
興
、
発
展
に
微
力
を
尽

く
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
皆

様
か
ら
の
ご
支
援
の
た
ま
も
の
と
心
か

ら
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
バ
ブ
ル
崩
壊
の
後
遺
症
が
依
然
と

し
て
残
り
、
円
高
も
企
業
収
益
に
悪
影

響
を
与
え
て
い
る
た
め
、
回
復
力
は
超

ス
ロ
ー
テ
ン
ポ
で
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
「
回
復
感
な
き
回
復
」
と
い
わ
れ

る
今
回
の
消
費
主
導
型
回
復
の
要
因

は
、
耐
久
消
費
財
の
買
い
替
え
期
に
入

り
、
価
格
破
壊
と
い
わ
れ
る
低
価
格
に

よ
る
消
費
剌
激
や
所
得
税
減
税
な
ど
で

あ
り
ま
す
。

一
方
、
国
政
レ
ベ
ル
で
は
、
細
川
連

立
内
閣
・
羽
田
内
閣
総
辞
職
、
村
山
内

閣
ス
タ
ー
ト
、
原
爆
被
爆
者
援
護
法
案

が
衆
議
院
を
通
過
、
政
治
改
革
法
・
年

金
改
革
法
・
税
制
改
革
法
成
立
、
国
際

的
に
は
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
で
全
人

種
参
加
の
選
挙
で
マ
ン
デ
ラ
大
統
領
誕

生
、
旧
ユ
ー
ゴ
紛
争
で
北
大
西
洋
条
約

機
構
が
史
上
初
の
武
力
行
使
、
英
仏
海

峡
ト
ン
ネ
ル
開
通
、
南
氷
洋
捕
鯨
全
面

禁
止
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ヨ
ル
ダ
ン
平
和

条
約
調
印
、
ル
ワ
ン
ダ
内
戦
で
難
民
が

二
百
万
人
、
国
内
的
に
は
、
コ
メ
不
足

で
価
格
高
騰
、
円
高
が
加
速
し
戦
後
初

の
百
円
突
破
、
日
本
人
初
の
女
性
宇
宙

飛
行
士
・
向
井
千
秋
さ
ん
ス
ペ
ー
ス
シ

ャ
ト
ル
「
コ
ロ
ン
ビ
ア
」
で
宇
宙
へ
、

関
西
国
際
空
港
開
港
、
北
海
道
東
方
沖

で
大
地
震
、
大
江
健
三
郎
氏
ノ
ー
ベ
ル

文
学
賞
受
賞
、
預
貯
金
の
金
利
自
由

化
、
県
内
的
に
は
、
公
示
地
価
が
二
年

連
続
で
下
落
、
尾
瀬
保
護
財
団
設
立
、

ゆ
う
あ
い
ピ
ッ
ク
開
催
、
皇
太
子
ご
夫

妻
来
県
、
北
陸
新
幹
線
秋
間
ト
ン
ネ
ル

貫
通
、
そ
し
て
、
各
地
で
記
録
的
な
猛

暑
に
よ
り
異
常
渇
水
し
、
水
不
足
が
深

刻
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
例
年
に
な

い
台
風
ラ
ッ
シ
ュ
な
ど
自
然
界
を
含
め

明
暗
変
化
に
と
ん
だ
社
会
情
勢
で
あ
り

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
、
本
村
は
幸

い
議
会
を
は
じ
め
村
民
各
位
の
ご
支

援
、
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、

B
&
G

財
団
明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
ふ

る
さ
と
の
広
場
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
芝

生
広
場
の
建
設
、
さ
ら
に
生
活
環
境
の

整
備
、
道
路
改
良
、
用
排
水
路
の
整

備
、
福
祉
の
充
実
、
教
育
文
化
の
振
興

等
、
総
合
計
画
に
沿
っ
た
予
定
事
業
を

堅
実
に
戟
行
し
、
次
代
に
向
け
て
の
基

盤
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

新
し
く
迎
え
た
本
年
は
、
と
り
わ
け

第
四
次
総
合
計
画
の
策
定
、
合
併
四
十

周
年
記
念
事
業
の
推
進
、
ふ
る
さ
と
の

広
場
内
多
目
的
施
設
の
建
設
、
邑
楽
用

水
路
の
整
備
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建

設
の
推
進
、
幼
児
教
育
の
改
革
、
東
部

工
業
団
地
の
推
進
、

豊
か
な
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
さ
ら
に
道
路
改
良
、

ゆ
と
り
と
活
力
あ
る
郷
土
：
ぺ
り
]

□
[
□
[
□

い
~
庄

福
祉
・
教
育
文
化
の
向
上
な
ど
、
積
極

的
に
取
り
組
む
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て

一
層
肯
椋
の
英
知
と
創
意
を
結
集
し
、
「
豊

か
な
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
、
ゆ
と
り
と

活
力
あ
る
郷
土
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

勇
断
と
情
熟
を
も
っ
て
心
の
通
っ
た
村

政
執
行
に
あ
た
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
旧
に
倍
し
、
温
か
い
ご
理
解

と
限
り
な
い
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆
様
方
の
ご

健
康
と
ご
繁
栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

明和村長

斎藤 憲

乍頭のあいさつ）

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
村
議
会
議

村
議
会
議
員
に
対
す
る

期
末
手
当
支
結
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

第
四
回
村
議
会
定
例
会
は
、
十
二
月

十
三
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
会
期
三
日

間
で
開
か
れ
、
村
長
提
出
議
案
八
件
に

つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国
家
公
務
員

の
給
与
改
定
（
改
定
率
一
・
一
八
％
）

に
伴
う
条
例
改
正
で
、
主
な
内
容
は
一

般
職
員
の
給
与
お
よ
び
諸
手
当
の
改
定

で
す
。
〔
（
一
部
を
除
く
）
•
平
成
六
年

四
月
一
日
適
用
〕

こ
れ
に
よ
り
改
正
後
の
初
任
給
（
一

般
行
政
職
）
は
、
高
校
卒
…
一
四
万
一
、

0
0
0

円
、
短
大
卒
…
一
五
万
一
、
六

0
0

円
、
大
学
卒
…
一
六
万
三
、
二
〇

0
円
と
な
り
ま
す
。

職
員
の
結
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

第
四
回
村
議
会

定
例
会

, 
f
 , 

,
-

員
に
対
す
る
期
末
手
当
支
給
率
の
改
定

で
す
。
（
平
成
六
年
十
二
月
二
十
日
施
行
）

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
、
村
長
、
助

役
、
収
入
役
等
の
期
末
手
当
支
給
率
の

改
定
で
す
。
（
平
成
六
年
十
二
月
二
十
日

施
行
）

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
、
教
育
長
の

期
末
手
当
支
給
率
の
改
定
で
す
。
（
平
成

六
年
十
二
月
二
十
日
施
行
）

村
税
条
例
の
一
部
改
正

④
政
党
交
付
金
の
交
付
を
受
け
る
政

党
等
に
対
す
る
法
人
格
の
付
与
に
関

す
る
法
律
の
施
行
、
地
方
税
法
の
一

部
改
正
に
伴
う
改
正
で
す
。

0

中
堅
所
得
者
層
を
中
心
と
し
た
税

負
担
の
累
増
感
を
緩
和
す
る
た
め
、

村
民
税
の
所
得
割
の
税
率
適
用
区
分

の
改
正
で
す
。

0

退
職
所
得
の
分
離
課
税
に
係
る
村

民
税
の
所
得
割
の
税
率
適
用
区
分
の

改
正
で
す
。

な
お
、
政
党
等
に
対
す
る
法
人
格
の

付
与
に
関
す
る
法
律
・
退
職
所
得
の
税

率
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年
一
月
一
日

か
ら
適
用
、
そ
の
他
は
平
成
七
年
四
月

一
日
か
ら
適
用
し
ま
す
。

教
育
長
の
結
与
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

村
長
、
助
役
、
収
入
役
等
の

諸
結
与
条
例
の
一
部
改
正

I 
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
平
成
七
年
の
年
頭
に
あ
た
り
村
議

会
を
代
表
し
て
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
は
、
羅
か
し
い
新
春

を
ご
家
族
お
揃
い
で
迎
え
ら
れ
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
議
会
に
対
し
て
格
別
な
る
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
は
昭
和
三
十
年
三
月
一

日
に
旧
千
江
田
村
、
梅
島
村
、
佐
貫
村

村議会議長

泉田和作

（新年のあいさ:,）

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
二
四
0
万
五
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
四
一
億
八
、
五
二
九
万
五
千
円

に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
主
に
、
人
事
院

平
成
六
年
度

般
会
計
補
正
予
算

第
四
次
拡
張
事
業
の
施
工
に
伴
い
、

給
水
人
口
を
「
一
万
一
、
三

0
0
人
」

か
ら
「
一
万
三
、
四

0
0
人
」
に
、
ま

た
、
一
日
最
大
給
水
量
を
「
五
、

0
0

0
」
立
方
ば
か
ら
「
一
万

0
、
一
0
0
」

立
方
M
に
改
め
る
も
の
で
す
。

水
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

勧
告
に
基
づ
く
給
与
改
定
な
ど
に
伴
う

補
正
で
す
。

【
歳
入
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

④
村
税
…
七
四
0
万
八
千
円
減
額
（
一

三
億
二
、
八
七
0
万
三
千
円
）

④
国
庫
支
出
金
…
六
二
万
二
千
円
（
一

億
0
、
六
一
八
万
四
千
円
）

④
県
支
出
金
…
一
七
二
万
円
（
九
、
七

四
七
万
二
千
円
）

④
財
産
収
入
…
七
四
七
万
一
千
円
（
六
、

四
四
六
万
二
千
円
）

【
歳
出
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

④
議
会
費
：
一
五
万
一
千
円
減
額
（
七
、

三
一
三
万
二
千
円
）

④
総
務
費
…
九
六
九
万
三
千
円
減
額
（
六

億
八
、
四
五
六
万
七
千
円
）

④
民
生
費
…
一
、
七
六
三
万
七
千
円
（
五

億
八
、
九
六
0
万
二
千
円
）

①
衛
生
費
…
一
、
三
八
九
万
二
千
円
減

会平
成
六
年
度
水
道
事
業

計
補
正
予
算

額
（
二
億
八
、
五
六
四
万
八
千
円
）

◎
農
林
水
産
業
費
…
三
―
一
万
二
千
円

減
額
（
二
億
二
、
四
七
七
万
七
千
円
）

④
商
工
費
…
一
六
万
六
千
円
（
四
、

0

七
六
万
七
千
円
）

④
土
木
費
…
三
―
二
万
五
千
円
(
-
五

億
四
、
九
三
0
万
円
）

④
消
防
費
…
二
六
五
万
七
千
円
減
額
（
一

億
四
、
四
0
六
万
四
千
円
）

④
教
育
費
・
'
-
‘
0九
八
万
二
千
円
（
四

億
一
、
三
八
四
万
八
千
円
）

既
定
の
予
算
総
額
に
収
益
的
支
出
、

九
三
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
一
億
0

、

二
0
0
万
一
千
円
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

の
三
カ
村
が
合
併
し
、
明
る
＜
平
和
な

理
想
郷
を
祈
念
し
て
明
和
村
と
名
付
け

ら
れ
て
発
足
し
、
は
や
四
十
年
の
歳
月

が
流
れ
、
村
民
の
皆
様
と
共
に
繁
栄
し

今
日
に
及
ん
で
、
節
目
の
年
を
迎
え
ま

し
た
。
し
か
し
、
時
代
の
流
れ
に
伴
い

今
や
内
外
共
に
冷
え
こ
ん
だ
経
済
状
況

の
中
で
、
本
村
に
は
多
く
の
事
業
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
広
場
内
B
.
c

ゾ
ー
ン

は
完
成
し
ま
し
た
が
、
A

ゾ
ー
ン
は
昨

年
か
ら
本
年
に
か
け
て
多
目
的
利
用
の

会
館
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
建
設
委
員
の
方
々
の
英
知
を
結

集
し
て
現
在
、
本
設
計
に
入
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、

保
育
園
・
幼
稚
園
の
統
廃
合
に
よ
る
施

設
の
建
設
な
ど
種
種
あ
り
ま
す
が
、
移

資
本
的
支
出
四
、
0
0
0

万
を
減
額
し
、

総
額
を
三
億
一
、
八
五
一
万
八
千
円
に

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
主
に
人
事
院
勧
告

に
基
づ
く
給
与
改
定
と
、
建
設
改
良
費

（
第
四
次
拡
張
事
業
費
）
の
減
額
に
伴
う

補
正
で
す
。

な
お
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資

金
四
、
0
二
九
万
二
千
円
を
二
、

0
ニ

九
万
二
千
円
に
、
建
設
改
良
積
立
金
四
、

0
0
0

万
円
を
二
、
0
0
0

万
円
に
改

め
る
も
の
で
す
。

〇
収
益
的
支
出

【
支
出
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

④
営
業
費
用
…
九
三
万
円
（
九
、

0
九

七
万
五
千
円
）

圏
資
本
的
支
出

【
支
出
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

④
建
設
改
良
費
…
四
、
0
0
0

万
円
減

額
（
三
億
一
、
三
三
二
万
四
千
円
）

り
ゆ
く
時
代
に
対
応
し
な
が
ら
長
期
的

展
望
に
立
っ
て
、
執
行
機
関
と
相
協
調

し
て
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
福
祉
の
充
実
、
生
活
環
境
の
整
備
、

産
業
・
教
育
・
文
化
の
振
興
な
ど
、
財

政
の
許
さ
れ
る
範
囲
内
で
最
大
限
の
行

政
効
果
を
上
げ
る
た
め
、
議
員
一
致
協

力
し
期
待
に
そ
う
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
そ
し
て
、
議
会
の
使
命
を
念
頭

に
お
き
、
活
力
あ
る
議
会
運
営
に
ま
い

進
し
、
新
し
い
時
代
に
対
応
し
得
る
、

都
市
近
郊
型
農
村
に
ふ
さ
わ
し
い
、
個

性
豊
か
な
明
る
＜
住
み
よ
い
、
明
和
村

建
設
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
も
旧
に
倍
し
、
温
か
い
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
る

と
共
に
、
村
民
の
皆
様
方
の
ご
健
康
と

ご
繁
栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

t つにさ 紙本 議議議 吾n羊我 王R我羊． 議議議議議 副 お本 迎議願 [ 
かえ をも 員員員員員員員員員員長 い 春さつ , 岡関始小原石泉森栗薗 り 明申しろょせて
て‘ 安根沢平口崎田尻原部 : 上し ず｀ し
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村
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
歩
み

続
け
、
数
多
く
の
歴
史
を
見
つ

め
続
け
て
き
だ
「
広
報
め
い
わL
o

昭
和
三
十
年
四
月
一
日
の
創
刊

以
来
、
住
民
と
行
政
を
結
ぶ
パ

イ
プ
役
と
し
て
、
三
十
九
年
十

カ
月
の
歳
月
を
へ
て
会
月
号
で

四
百
号
を
迎
え
ま
し
だ
。

こ
の
四
百
号
を
＿
つ
の
節
目

と
し
て
、
一
層
紙
面
の
充
実
に

努
力
し
、
愛
読
さ
れ
親
し
ま
れ

る
広
報
紙
を
作
り
だ
い
と
思
い

ま
す
。

今
後
共
、
広
報
紙
に
対
す
る

ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
あ

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
4
1年

1

月

タ
イ
ト
ル
を
「
広
報
め
い
わ
L

岳
月
1
5
日
定
期
に
発
行

に
変
更

昭
和
3
3
年

4
月

時
字
当
文
一
了
レ

知
N

号
イ
ー
タ
第
の

サ
イ
ズ
を
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
に
変
更

昭
和
3
0
年

4
月
1

日

「
第
＿oき
発
行

B
5

版
サ
イ
ズ
・
横
形

発
行
は
不
定
期

年
月
日

で

き

ご

と

四
百
号
を
記
念
し
て
、
一
号
（
昭
和
三

十
年
四
月
―
H

発
行
）
、
百
号
（
昭
和
四

十
五
年
一
月
十
五
日
発
行
）
、
二
百
号
（
昭

「
明
和
村
」
や
「
広
報
め
い
わ
」

に
つ
い
て
の
感
想

和
五
十
三
年
五
月
十
日
発
行
）
、
三
百
号

（
昭
和
六
十
一
年
九
月
十
日
発
行
）
の
発

行
日
前
後
に
生
ま
れ
た
人
に
、
「
明
和
村
」

や
「
広
報
め
い
わ
」
に
つ
い
て
感
想
を
伺

い
ま
し
た
。
な
お
三
百
号
が
発
行
に
な

っ
た
と
き
に
生
ま
れ
た
小
学
二
年
生
に

つ
い
て
は
、
お
母
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ

4
0
0
号
を
迎
え
ま
し
だ

「
広
報
め
い
わ
」
の
私
の
興
味
の
あ

る
と
こ
ろ
は
、
表
紙
を
は
じ
め
と
し

て
、
や
は
り
写
真
の
あ
る
記
事
に
、
目

が
い
き
ま
す
ね
。

P
T
A

関
係
、
各
地

域
の
行
事
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
等
々
盛
り

だ
く
さ
ん
で
、
毎
月
楽
し
み
に
読
ん
で

い
ま
す
。
要
望
と
し
て
は
、
個
人
の
投

稿
欄
が
少
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
の

で
、
誰
で
も
気
軽
に
投
稿
し
て
、
情
報

交
換
な
ど
が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、

紙
上
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
よ
う
な

「

O
O
求
め
ま
す
」
「
0
0
譲
り
ま
す
」

と
か
、
「
私
の
自
慢
料
理
」
と
か
、
こ 渡辺百合子さん

渡
辺
百
合
子
さ
ん

「
広
報
め
い
わ
」
四
百
号
達
成
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

四
百
号
と
聞
い
て
、
何
年
く
ら
い
前

か
ら
か
な
と
思
い
、
係
り
の
人
に
伺
う

と
、
明
和
村
発
足
と
同
時
と
い
う
こ
と

を
知
り
、
随
分
古
く
か
ら
あ
る
ん
だ
な

と
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
家
の
中
を
捜

し
て
み
る
と
二
十
年
ぐ
ら
い
前
ま
で
の

は
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
で
も
、
明

和
村
の
ち
ょ
っ
と
し
た
歴
史
が
わ
か
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
大
事
に
綴
っ
て
お

き
、
あ
と
ま
た
何
十
年
か
し
た
ら
ゆ
っ

く
り
読
ん
で
み
よ
う
か
な
と
思
い
ま
し

こ
。t
 

ん
な
コ
ー
ナ
ー
か
あ
っ
た
ら
、
「
広
報

め
い
わ
」
を
読
む
楽
し
み
も
一
っ
増
え

る
と
思
い
ま
す
。

大
牧
清
人
さ
ん

私
は
「
広
報
め
い
わ
」
が
配
ら
れ
る

と
大
概
読
ん
で
い
ま
す
。

運
動
会
の
写
真
や
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
結
果
な
ど
、
知
っ
て
い
る
人
の
顔
が

あ
っ
た
り
す
る
と
と
て
も
親
し
み
や
す

く
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
最
近
は
同
級
生
の
子
ど
も
が
、

「
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
」
で
登
場
し
た
り
、

思
い
が
け
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

村
の
人
口
も
つ
い
こ
の
間
、
一
万
人

を
越
え
た
と
思
っ
て
い
た
ら
、
今
は
一

万
一
千
人
以
上
も
い
る
ん
で
す
ね
。
人

口
が
増
え
て
、
明
和
村
も
ど
ん
ど
ん
発

展
し
て
行
く
と
思
い
ま
す
。

中
学
校
を
卒
業
し
て
明
和
村
以
外
の

所
へ
行
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
ど
う

し
て
も
村
の
こ
と
は
知
ら
な
く
な
り
が

ち
な
の
で
す
か
、
そ
ん
な
中
で
「
広
報

め
い
わ
」
は
、
と
て
も
大
き
な
情
報
源

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
大
会

や
、
教
室
な
ど
の
情
報
を
得
て
参
加
し
、

ま
た
村
政
や
税
金
な
ど
の
難
し
い
こ
と

も
少
し
ず
つ
知
っ
て
行
こ
う
と
思
い
ま

す
。
明
る
＜
、
分
か
り
や
す
い
「
広
報

め
い
わ
」
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

大牧清人さん

乎成 7 年 1 月 10 日 (4) 
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第 1 号広報紙

平
成
7
年

1

月
1
0日

平
成
元
年

1
2月

昭
和
6
1年

9

月
1
0巳

昭
和
5
3年

5

月
1
0日

昭
和
5
1年

4
月

昭
和
4
9年

4
月
1
0日

昭
和
4
5年

5

月
1
0日

昭
和
4
5年

1

月
1
5日

4
0
0
号
発
行

広報めいわ

縮刷版

広
報
め
い
わ
縮
刷
版
発
行

3
0
0
号
発
行

2
0
0
号
発
行

2
0
0
号
記
念
特
集
号
発
行

広
報
め
い
わ
縮
刷
版
発
行

サ
イ
ズ
を
A
4

版
に
変
更

岳
月
の
発
行
巳
を
1
0巳
に
変
更

1
0
0
号
発
行

そ
の
た
め
に
は
、
村
を
も
っ
と
き
れ

い
に
し
、
ゴ
ミ
な
ど
を
捨
て
ず
に
自
分

た
ち
で
拾
う
よ
う
に
心
が
け
て
い
き
た

い
で
す
。
そ
の
他
に
川
な
ど
に
汚
い
水

を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
、
ま
ず
自
分
た

ち
で
で
き
る
家
庭
で
の
排
水
方
法
も
考

え
直
し
て
い
き
た
い
で
す
。
さ
ら
に
小

学
校
や
中
学
校
で
も
全
校
児
童
生
徒
で

ゴ
ミ
拾
い
集
会
な
ど
を
し
、
学
校
の
周

り
を
き
れ
い
に
し
た
り
、
学
校
や
そ
の

周
り
に
花
や
木
な
ど
を
植
え
た
ら
、
よ

り
い
っ
そ
う
す
ば
ら
し
い
も
の
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
水
と
緑
の
い
っ
ぱ
い

あ
る
平
和
な
明
和
村
で
い
て
ほ
し
い
で

す
。

蓮見幸子さん

私
の
住
む
明
和
村
は
、
水
と
緑
に
あ

ふ
れ
た
す
ば
ら
し
い
村
で
す
。
そ
し
て

そ
の
水
や
緑
も
村
民
の
人
た
ち
の
大
変

な
苦
労
に
よ
っ
て
大
切
に
守
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
守
ら
れ
て
き
た
水
や
緑

を
こ
れ
か
ら
は
自
分
た
ち
の
手
で
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
き
れ
い
な
水
や
緑
を
、
も
っ
と
も
っ

と
す
ば
ら
し
い
も
の
に
し
て
い
き
、
全

国
で
も
明
和
村
の
自
然
は
す
ば
ら
し
い

と
、
有
名
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

毎
月
発
行
さ
れ
る
「
広
報
め
い
わ
」

は
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
た
び
に
身
近
な

人
の
顔
が
飛
び
出
し
、
家
族
で
と
て
も

楽
し
く
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
我
が
家
の
長
女
は
「
広
報
め
い
わ
」

三
百
号
発
行
の
頃
生
ま
れ
、
四
百
号
を

迎
え
た
今
、
八
歳
に
な
り
、
六
歳
の
妹

の
よ
い
お
姉
ち
ゃ
ん
で
す
。
特
に
、
「
む

ら
の
わ
だ
い
」
の
中
に
自
分
の
顔
が
あ

っ
た
り
す
る
と
、
う
れ
し
い
反
面
ち
ょ

っ
と
恥
ず
か
し
か
っ
た
り
も
し
て
い
ま

す
。
家
族
に
と
っ
て
は
、
四
季
折
折
の

各
地
域
の
行
事
や
出
来
事
、
そ
し
て
村

の
政
策
や
健
康
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
分
か

り
や
す
く
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
大
変
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
の
活
躍
が
見
え
て
、
運
動

不
足
の
私
た
ち
家
族
は
、
い
つ
も
敬
服

す
る
ば
か
り
で
す
。

今
後
も
、
五
百
号
、
六
百
号
と
新
鮮

な
話
題
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
よ
り

い
っ
そ
う
親
し
み
や
す
い
広
報
紙
に
な

る
よ
う
に
、
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

多
田
昌
代
さ
ん

清
美
さ
ん

蓮
見
幸
子
さ
ん
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多田昌代さん・清美さん

(5) 乎成 7 年 1 月 10 日



老人福祉セとり__で芸能発表会

明ht1を人福祉センター甚能発表会
女半

吠孔玲..

ず

なー
•4『--a,'
自慢の芸を披露する参加者たち

老人福祉センターで日頃親しんでいる民謡、舞踊、カラ

オケなどを披露し、生きがいと参加者一人ひとりの情報交

換や意志の疎通を図ろうと 11 月 30 日、老人福祉センターで

芸能発表会が行われました。

各老人クラブから推薦された88人が次々とステージに上

がり、自慢の芸が披露されると、盛大な拍手が送られてい

ました。

すがすがしい気持で新年t

しめ籐り教室
12月 25 日、中央公民館で郷土の伝統行事を知って

いただくと共に、すがすがしい気持ちで楽しいお正

月を迎えてもらおうと、「しめ飾り教室」が行われま

した。

老人クラブの人たちから指導を受け、 2 時間ほど

で 1 人 2 ~ 3 本を完成させました。

ふだん味わったことのない子どもたちは、作る喜

びをかみしめながら、楽しいひとときを過ごしまし

明和東小学校で

開校 120 周年記念式典

r
.
Y
 

体
p
昌
校
。
環
人
。
ラ
や
な
。
f

2
.
,
1
,
‘

t

す

校
代
た
の
然
一
た
卜
唱
い
た
か
が
や
く
氏
史
咽
和
東
小
労
柑

4
-

同
歴
れ
回
ば
自
も
し
ア
合
舞
し
「
i
i
ー
＇
，
＂
¢
・
、

、
、
ら
数
い
い
ら
ま
て
た
ら
ま
間
川
ー
ー
ー
」

日
長
け
、
し
か
べ
い
れ
さ
し

l
l

っ

m
出
~

2
7
校
設
し
ら
れ
述
招
さ
さ
ご

n
'

な

月
代
に
転
こ
ば
こ
を
を
露
の
過

1
1
歴
院
移
釦
す
、
辞
ら
披
区
を

カ
、
。
蔵
に
交
た
て
式
母
に
地
日

ゞ典
め
た
徳
年
の
し
し
と
父
と
ロ
一

式
じ
し
の

2

在
残
応
J
ゃ
ご
江
い

念
は
ま
村
正
現
が
対
い
り
年
、
し

記
を
れ
島
大
ら
ち
に
さ
寄
学
舞
楽

年
員
わ
田
は
か
た
代
だ
年
各
民
、

周
職
行
旧
へ
月
輩
時
く
お
。
る
げ

2
0教
て
、
地
4
先
い
て
の
た
よ
上

ー校
と
し
月
在
年
r

し
っ
域
し
に
り

開

7
席

1
1
現
3
7は
新
張
地
ま
体
盛

の

3
1出
年
、
和
長
、
頑
、
れ
団
を

校
童
数
6
で
昭
校
り
て
は
わ
好
ジ

学
児
多
治
身
て
藤
守
し
後
行
愛
一

小
校
ら
明
前
経
佐
を
じ
了
が
踊
テ

東
全
長
は
が
を
で
統
が
終
ン
舞
ス

和
で
会
校
舎
更
典
伝
り
典
ョ
、
、

明
館

A

同
学
変
式
や
と
式
シ
奏
か

育

T

明
名
境
ひ
ク
合
ど

¥'. 

120周年を祝った記念式典

-o
li 

の
だ

む
わ

地域の話題なと身近な情報を広報係まで

お寄せください。まだ掲載されだ写真は

差し上げますので、役場企画課までご連
絡ください。 役場合84-3111

/‘ J 

` 
慣れた手つきでしめ飾りを作る参加者たち

アトラクションで合奏を披露する児童たち

平成 7 年 1 月 10 日 (6) 
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買物客にチラシ等を配布する安協婦人部の皆さん

買物審に交通安全t呼びかけ

冬の県民交通安全運動期間中の12月 20 日、村交通対

策協議会主催、村交通安全協会婦人部の協力を得て、

フジマート明和店前で買物客（ショッピングママ）に

対してチラシなどを配布し、シートベルト着用意識の

高揚を図りました。

村長と躇り合う寿学級生

女性ふれあいセミナ__生

公民館事業の一環として行われている痔学級と女性

ふれあいセミナー合同学習会「村長と語る」が12月 6

日、中央公民館で両学級生57人が出席して開かれまし

た。

講師である斎藤村長から「明和村の現状と今後の計

画、将来の展望などについて」と題した講話が行われ

た後、町制施行、議員定数の見直し、合併40周年の記

念イベント計画など多岐にわたり質疑応答が行われ、

和やかな雰囲気の中で有意義な半日を過ごしました。（詳

細は 2 月号で紹介の予定です。）

(7) 

182人t訪問・歳末慰問
12月 16 日、村では「明るいお正月を迎えましょう」

と、独居老人や重度障害者などを対象に、歳末慰問を

行いました。

村長、助役、収入役などか 3 班に分かれて 182人の家

庭を訪問し、慰問品などを贈り激励しました。

訪問先々で、「毎年ありがとうございます」「お互い

に元気で明るいお正月を迎えましょう」と、せわしさ

を感じなからも師走談義に花を咲かせていました。

保育圃児がもちつきt楽しむ
12月 9 日、東保育園で「もちつき大会」が行われま

した。このもちつき大会は、保育園の年末恒例の行事

となっています。この日ついたもち米は 5 \、保母と

園児が協力しあって、ペッタン、ペッタンとつき上げ

ました。つき上がったもちは保母たちの手作りの黄な

粉もちゃお雑煮にして園児たちに振る舞われ、おいし

そうな顔をしながら舌つづみを打っていました。

保母と一緒にもちつきを楽しむ園児

平成 7 年 1 月 10 日



交
通
指
導
員
で
あ
る
矢
島
の
石
川
俊

夫
さ
ん
（
四
六
）
・
千
津
井
の
横
塚
寛
さ

ん
（
四
四
）
・
中
谷
の
坂
登
清
松
さ
ん
（
四
二
）

は
、
多
年
に
わ
た
り
子
ど
も
の
交
通
安

全
指
導
と
地
域
の
交
通
安
全
に
尽
力
さ

れ
、
交
通
事
故
防
止
に
寄
与
さ
れ
た
こ

と
で
、
こ
の
ほ
ど
群
馬
県
知
事
か
ら
感

石
川
俊
夫
さ
ん

横
塚
寛
さ
ん

坂
登
清
松
さ
ん

群
馬
県
知
事
感
謝
状

こ

— 

横塚 寛さん

非
行
防
止
ポ
ス
タ
—

標
語
コ
ン
ク
—
ル

館
林
警
察
署
管
内
の
平
成
六
年
度
非

行
防
止
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

の
入
選
作
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
館
林
、
板
倉
、

明
和
の
三
市
町
村
内
小
中
高
校
か
ら
、

石川俊夫さん

し

謝
状
か
贈
ら
れ
ま
し
た
。

優良青年農業者で表彰

須藤征幸・真由美さん夫妻

坂登清松さん

江口の須藤征幸・真由美さん夫妻は、優良青年農業者

として表彰されました。これは、群馬県と上毛新聞社が

昭和40年に主唱し、農業を一生の仕事として、新しい農

業の確立を目指し、技術革新、生活改善に取り組み、地

域のリーダー的役割を担っている人に贈られる賞です。

須藤さんは、米と施設キュウリの複合経営を行ってい

ます。そして、消費者においしく食べていただくために、

朝切りしたキュウリをその日に出荷したり、土作りにカ

を入れて品質の向上に努めています。

また、積極的に新技術、新品種を導入し、

農業経営を図っています。

ゆとりある

勝野修平くん

〇
標
語
の
部

シ
ン
ナ
ー
はあ

な
た
の
未
米
を

と
か
し
ま
す

修
平
（
明
中
三
）

陽
介
（
東
小
三
）

〔
敬
称
略
〕

特
選

準
特
選

勝
野

石
川

` 坂上智子さん 野本秋奈さん

四
七
四
点
の
応
募
か
あ
り
ま
し
た
。

本
村
で
は
次
の
方
々
が
入
選
と
な
り

ま
し
た
。

0
ポ
ス
タ
ー
の
部

特
選
野
本
秋
奈
（
東
小
四
）

特
選
坂
上
智
子
（
東
小
六
）

電線の近＜であふないぁそびはやめましょう I

¥ , 
電線などに「タコ」が、ひっかか

っても電柱や鉄塔にのほらないで

すぐに近くの東京電力へお知らせ

くださ L ヽ 3

凧
上
げ
は
電
線
の

な
い
所
で
上
げ
ま
し
ょ
う

一
、
送
電
線
や
配
電
線
、
電
車
の
架
線

近
く
で
は
、
絶
対
に
上
げ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

二
、
広
場
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
河
原
、
空

き
地
な
ど
広
々
と
し
た
場
所
を
選

び
、
人
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う

に
安
全
に
上
げ
ま
し
ょ
う
。

三
、
鉄
塔
や
電
線
に
凧
が
絡
み
つ
い
た

時
に
は
、
お
近
く
の
東
京
電
力
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
手
や
竿
な
ど
で

触
れ
る
と
感
電
の
危
険
が
あ
り
ま

す
。

一i
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1憂勝した「梅原 D 」チーム

優
勝
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原

D

準
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勝
大
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三
位
矢
島
・
入
ケ
谷

C

叩
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第
1

回
老
人
ク
ラ
ブ

ポ
ー
ル
カ
ロ
ッ
テ
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大
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【
小
学
生
男
子
の
部
】
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝
須
永
正
宏

準
優
勝
吉
田
大
地

三
位
春
日
敦
史

【
小
学
生
女
子
の
部
】
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝
小
松
原
聡
美

準
優
勝
恩
田
真
実

三
位
田
口
友
香

【
中
学
生
男
子
の
部
】
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝
木
村
和
彦

準
優
勝
木
村
将
之

三
位
江
森
直
志

【
中
学
生
女
子
の
部
】
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝
竹
迫
香
織

準
優
勝
清
水
智
美

三
位
押
田
芳
江

【
一
般
男
子
の
部
】
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝
塚
原
裕
之

準
優
勝
原
秀
一

三
位
小
松
原
義
男

【
一
般
女
子
の
部
】
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝
田
口
雪
枝

小学生の部優勝の須永くんと小松原さん

第
3
5回
村
民
卓
球
大
会

一般の部優勝の塚原さんと田口さん

ヽ盈分、動物性脂 酒、タバコは ‘ 
肪は控えめに。 控えめに。

“ ミストレスはため 風呂はぬるめの

ない。 湯 (38~40度）に。

ヽ 魯
寒さに トイレは暖か〈、

さらされない。 できれば洋式に。

g 
` ふとんは軽く、 定期的に

枕ミ
健康診断を。

ヽヽ

中学生の部優勝の木村くんと竹迫さん

準
優
勝
小
松
原
順
子

【
一
般
男
子
の
部
】
ダ
ブ
ル
ス

優
勝
小
松
原
義
男
•
原

準
優
勝
塚
原
裕
之
・
小
林

三
位
星
良
雄
・
杉
山

【
一
般
女
子
の
部
】
ダ
ブ
ル
ス

優
勝
河
野
麻
由
美
・
川
嶋
恵
梨
子

準
優
勝
小
松
原
順
子
・
小
松
原
聡
美

三
位
清
水
智
美
・
大
津
知
子

〔
敬
称
略
〕

友達秀
宏也ー

種

@@@@@@@@@@@@@@ @@ @@ 
g
脳
卒
中
を
防
ご
う
g

@

@

 

@@ @@@@@@@@@@@@@@ 
脳
卒
中
は
、
高
血
圧
と
動
脈
硬
化
が

ニ
大
要
因
で
す
。
高
血
圧
は
、
肥
満
・

運
動
不
足
・
食
塩
の
と
り
す
ぎ
が
原
因

で
す
。
動
脈
硬
化
は
、
動
物
性
脂
肪
の

と
り
す
ぎ
・
高
血
圧
・
喫
煙
な
ど
が
原

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

＊
日
常
生
活
で
の
注
意

1

塩
分
、
動
物
性
脂
肪
は
控
え
め
に
。

2
酒
、
タ
バ
コ
は
控
え
め
に
。

3
ス
ト
レ
ス
は
た
め
な
い
。

4
風
呂
は
ぬ
る
め
の
湯
に
。

5
寒
さ
に
さ
ら
さ
れ
な
い
。

6

ト
イ
レ
は
暖
か
く
、
洋
式
に
。

7
ふ
と
ん
は
軽
く
、
枕
は
低
く
。

8
定
期
的
に
健
康
診
断
を
。

ハ
ロ
ー
健
康
⑭

( 
類

ヽ
ー

( 
原 因

脳出血
脳の細い血管が破れて

出血

高血圧症、動脈硬化症

脳梗塞
脳の動脈が血液のかた

まりなどでつまる

高血圧症、動脈硬化症、

高コレステロール血症、
糖尿病

くも膜下出血
脳と頭蓋骨のあいだの膜
の下の動脈が破れて出血

高血圧症、動脈硬化症、

先天性の脳動静脈奇形

＊
こ
ん
な
症
状
に
ご
用
心

④
目
が
か
す
ん
だ
り
、
チ
カ
チ
カ
す
る

こ
と
が
あ
る
。

④
突
然
、
激
し
い
頭
痛
が
す
る
。

④
の
ほ
せ
た
り
、
目
ま
い
が
起
こ
る
。

④
ふ
と
意
識
が
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。

④
舌
が
も
つ
れ
る
。

④
手
足
が
し
び
れ
る
。

④
脈
の
打
ち
方
が
不
規
則
に
な
る
。

④
体
の
半
身
の
感
覚
が
な
く
な
っ
た
り
、

マ
ヒ
が
あ
る
。

④
歩
い
て
い
て
ふ
ら
つ
く
こ
と
が
あ
る
。

ヽ
ー
ノ

(9) 平成 7 年 1 月 10 日



とうもう伝統芸能大会

が開催されます

圏日時＝ 1 月 29 日（日）午後 1 時開演

圏場所＝東毛学習文化センター視聴

覚ホール（太田市）

圏内容＝東毛広域各市町村に伝わる

郷土芸能

圏入場料＝無料

※詳しくは、東毛広域市町村圏振興

整備組合事務局（太田市役所内）合

(45) 8181へお問い合わせください。

住宅無料相談会

群馬建築士会館林支部

0 日時＝ 2 月 10 日（金） 午前10時から

午後 4 時まで

圏場所＝館林市役所 1 階ホール

圏内容＝住宅の増改築・新築などな

んでもご相談ください。

※詳しくは、（初群馬建築士会館林支

部ff (82)072{y＼お問い合わせください。

税理土による

還付申告無料相談

2 月 13 日・ 14 日・ 15 日の 3 日間、'

午前 9 時30分から午後 4 時まで、税

理士事務所において少額な還付申告

相談および申告書の作成を無料で行

いますので、最寄りの税理士事務所

へ事前に電話連絡のうえ、お出かけ

ください。

所得税・消費税の

確定申告はあ早めに

平成 6 年分の所得税確定申告は、

2 月 16 日から 3 月 15 日までとなって

います。また、個人事業者の方の消

費税確定申告と納税は、 1 月 1 日か

ら 3 月 31 日までとなっています。

期限間近になりますと大変込み合

いますので、できるだけお早めに申

告してください。

第2回くんまときめき

フェスティバル開催
高齢者を中心とする県民の健康の

保持・増進を図るとともに、高齢者

の文化活動、社会参加、生きがいの

高揚を促すため、開催されます。

®期日＝ 3 月 22 日（水）～ 24 日（命 3 日間

0場所＝県民会館（前橋市日吉町）

圏内容＝シルバー作品展、ときめき

短歌・俳句大会、カラオケコンテ

スト、ダンス交流会、記念講演会

※詳しくは、側）群馬県長寿社会づく

り財団合0272(43) 1165へお問い合わ

せください。

電気検査員を装つだ

詐欺にご注意を

最近、各地で「電気の検査に来た」

などと訪問し、料金を請求するなど

の詐欺事件が多発していますので、

ご注意ください。詳しくは、東京電

カ館林営業所合（72)4340へお問い合

わせください。

群馬県地域別・産業別

最低賃金改正

最低賃金の件名
最低賃金額 実施

1 日 1 時間 年月日

>' 
円 円

群馬県最低賃金 4,625 579 
平成

6.10.1 

群業低馬賃鉄県金素員形員材・製製造鋼業圧最延 5,359 670 平成
6.12.21 

産

群→事務馬艇用県蹟金・疇サ属ー加戒ビ工・ス機装用械置・、、業
平成

別 5,283 661 

最 他民造生の業機最用械機低械賃・伺器金部具分、そ品の製 6.12.21 

低

賃 群馬県電気機械器具製
5,272 659 

平成

金
造業最低賃金 6.12.21 

群馬県輸送用機械器具
5,281 661 

平成

製造業最低賃金 6.12.21 

農業センサスに

ご協力ください

農林水産省では、平成 7 年 2 月 1

日現在で農業センサスを実施します。

この調査は、全国の農家などの農

業を営む事業体のほか、農作業を請

負う事業体のすべてを対象として行

う極めて大規模な調査で「農業の国

勢調査」ともいうべき大切な調査で

す。我が国農業の生産・就業等に関

する基本構造の実態と変化を明らか

にするとともに、土地、労働力、資

本の資源総量を捉えるために実施し

ます。

つきましては、ご多忙のことと存

じますが、 1 月下旬から調査員が調

査票の記入をお願いに各農家の皆様

を訪問いたしますので、調査にご協

力くださるよう、よろしくお願いし

ます。

※詳しくは、経済課へお問い合わせ

ください。

くらし

の

情報・案内
定例相談

=o===o===o===o===o===o ＝ニニ o===o===o===o===o===o----------------------------------------------------

藷設渥聾甘哉葎樽謳着
=o===o===o===o===o===o===o＝＝二 o===o===o===o===o===o==----------------------------------------------

◇日時＝ 2 月 10 日（命

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝蓮見弁護士

◇受付＝ 2 月 1 日から 8 日まで受け

付けしますので総務課へお

申し込みください。定員に

なり次第締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださしヽ。
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◇日 時＝ 2 月 7 日伏）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

o===o===o===o===o===o===o===o===o===o===o===o===o ----------------------------------------------------

薗篇董厨遠謬疇i•===0===0===0===0===0===0===0===0===0===0===0===0===0 

◇日時＝ 2 月 15 日（水）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室

：三~===~===~＝＝＝ピ＝＝＝ビニニニビニ＝二 2 ＝＝＝ビ＝＝＝ 2 三三＝ビ三三＝ 2 三三三 2 三三三 2 三三-o-o-o-o-o-o-o-o-o-o-o-o-o-o-o-o-o-o-o-o-o-o---

叫饗随冑罵墓II灘［II]翡叫,:0===0===0===0===0===0===0===0===0===0===0===0===0== ご＝—＝==-===-===-===-===-===-===-===-===-===-===-===-=-

◇日時＝ 2 月 16 日（杓

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

沼餃：言畜忍忍禰：：忍鵞：：
◇日時＝ 2 月 16 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

平成 7 年 1 月 10 日 (10) 



結婚に向けての「出会

いの会」参加者募集

0 日時＝ 2 月 5 日（日）午後 2 時から

圏場所＝館林市内

圏参加資格＝結婚を希望する 20歳以

上40歳未満の男女

〇募集人員＝男女それぞれ50人以内

衡参加費＝ 1 人3,000円

圏募集期限＝ 1 月 17 日（火）

＊申し込み先＝板倉町役場

※詳しくは、板倉町役場総務課合 (82)

1111へお問い合わせください。

館林地区労働セミナ

ー参加者募集

圏日時＝ 3 月 2 日（木）午後 2 時から

唖場所＝館林市文化会館 3 号室

圏テーマ＝新時代の女性の人材育成

蒼募集人員＝ 50人

圏参加費＝無料

衡募集期限＝ 2 月 22 日（水）

衡申し込み方法＝役場経済課へ電話

にて申し込んでください。

※詳しくは、役場経済課へお問い合

わせください。

親と子のつとい

参加者募集

圏期日＝ 2 月 11 日（士）～ 12 日（日）

圏場所＝県立東毛少年自然の家

0内容＝七草摘み、野鳥観察など

(11) 

〇対象者＝小・中・養護学校の児童

生徒とその保護者

圏募集人員＝ 100人（先着順）

圏参加費＝ 1 人2,600円

〇募集期限＝ 1 月 31 日伏）

圏申し込み方法＝住所、氏名、性別、

学校名（学年）、電話番号を明らか

にして、電話か FAXで申し込ん

でください。

※詳しくは、県立東毛少年自然の家

（新田郡藪塚本町）合0277(78)5666 、

F AX0277(78)7322へお問い合わせ

くださしヽ。

薬剤師募集

館林厚生病院

邑楽館林医療事務組合（館林厚生

病院）では、薬剤師を募集します。

〇職種＝薬剤師

圏募集人員＝若干名

〇応募資格＝ 3 月卒業見込みの者お

よび有資格者で25歳までの者

圏募集期限＝ 1 月 31 日（灼

圏提出書類＝履歴書、薬剤師免許の

写、卒業予定者は卒業見込書・成

績証明書

圏試験＝作文試験・面接試験

※詳しくは、館林厚生病院合(72)3140

へお問い合わせください。

学
放

生
送

募
大

集
学

テレビ・ラジオ放送を通じて自宅

で学習できる放送大学では、平成 7

年度第 1 学期 (4 月授業開始）入学

生を募集しています。

®募集人員

④全科履修生・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7,000人

④選科・科目履修生………10,000人

圏出願受付期間＝平成 6 年12 月 15 日

（木）～平成 7 年 2 月 15 日（水）

※詳しくは、放送大学群馬学習セン

ター合0272(32)5381へお問い合わせ

ください。

わが家の家計簿•生活

設計体験談募集

0内容＝家計簿をつけはじめたきっ

かけと記帳上の苦心やアイデア、

記帳したことによる生活ぶりの変

化、生活設計を立てるうえでの苦

心、アイデアなど。

〇募集要領＝400字原稿用紙（縦書）

5 枚以内で未発表のものです。（本

文のほか、家計簿体験談には支出

内訳表、生活設計体験談には生活

設計表を添付）、住所、氏名、電話

番号、職業、年齢、家族一覧、家

計簿記帳年数を必ず記入してくだ

さい。

圏募集期限＝ 2 月 28 日（火）

圏送り先＝〒371 前橋市大手町 1 -

1 - 1 県庁県民生活課内、群馬県

貯蓄推進委員会

※詳しくは、群馬県貯蓄推進委員会

合0272(23) 1111 内線2463へお問い

合わせください。

] 館林邑楽地区 館 林 地 区
※◎ • 

千代田 赤冬i 人祝
板倉地区

明和地区
更科日

産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科
にのは

休 なにみ 胃
る限..__,

真中医院 小倉医院 多々良診療所 慶友病院 井上医院 館林地区と ;’J 厚
1 月 15 日

合 (72) 1630 合 (72)0606 合（ 72) 3060 合 (72)6000 合 (82) 1131 同じです。
生

』 病

日
院

大塚医院 岡田医院 り間 r 

1 月 16 日 まは 合

合 (72)0176 合(72)3163 
>: (72) 

3 
井上（浩）医院 大神医院 神尾医院 川島脳外科 増田医院 竹越医院 で 1 | 

当
1 月 22 日

合 (88)6300 合 (62)2200 合(75) 1288 合 (75)5511 合 (82)2255 合 (84)3137 9 9 4 
゜しで ‘--/ 

横田（婦）医院 川田（耳）医院 ゆたか医院 礫川堂医院 石山医院 館林地区と てで が
1 月 29 日 かす 担

合 (72)0255 合 (72)3314 合 (73)7308 合 (74)0184 合 (82)0103 同じです。 ら゜ 当

呑p ロク し

番 白沢医院 川村医院 記念病院 海宝医院 橋本医院 小西医院 ま

2 月 5 日 し す
合 (72) 1600 合 (72) 133} 合 (72)3155 合 (74)0811 合 (82) I 150 合 (86)2261 て ゜

< ^ 内
後藤（内）医院 新橋病院 だ 科

医
2 月 11 日 さ

合 (72)0134 合 (75)3011 し‘ 汀゜

浜野病院 川田医院 上野医院 岡田医院 館林地区と 館林地区と

喜2 月 12 日
ff(88)5678 合 (72)3724 合（72)3330 合（72)3163 同じです。 同じです。

平成 7 年 1 月 10 日
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三（アイドル）
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村の人口と世帯
12月26日現在

世帯数

人口総数

男

出

3, I 15戸

I I, 386人

5,720人・女 5,666人

(12 月中の動き）

生 6 人・死亡 8 人

転入 24人・転出 32人

12月26日現在の救急車出動回数
●交通事故

病

f也

●急

●そ. の
計

件
件
件
件

2

6

3
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----- -明和西少年野球クラブ

代表石田清美

き
の
と
い
ど
し
な
す
な
が
ゆ

健
や
か
に
乙
亥
年
の
齊
粥

江
原
さ
い

賀
状
書
く
代
替
り
せ
し
宛
名
か
な

山
下
富
治

゜
三
日
早
や
行
列
長
し
ラ
ー
メ
ン
屋

高
橋
三
重
子

年
酒
や
男
の
喉
に
ほ
と
け
住
む松

本
夜
詩
夫

し
め注
連
作
る
手
許
あ
や
し
き
左
利
き

H

名
子
春
実

我
が
明
和
西
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
は
創

立
し
て
九
年
に
な
り
、
現
在
ク
ラ
ブ
員

十
四
人
で
各
大
会
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
規
律
あ
る
団
体
生
活
で
田

中
監
督
お
よ
び
コ
ー
チ
の
熱
意
あ
る
指

”
[
9
し

明
和
俳
句
会

餅
花
を
作
る
母
の
背
夢
で
逢
う荒

井
み
ね
子

芳
子

導
の
も
と
、
無
心
に
ま
た
汗
ま
み
れ
に

な
り
な
が
ら
白
球
を
追
い
か
け
る
姿
は
、

い
つ
か
野
球
を
し
て
い
て
よ
か
っ
た
と

思
え
る
時
が
き
っ
と
来
る
こ
と
で
し
ょ

、
つ

そ
の
思
い
出
を
一
人
で
も
多
く
の
子

ど
も
た
ち
に
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
思

い
ま
す
。
野
球
を
や
っ
た
こ
と
の
な
い

人
で
も
大
丈
夫
で
す
の
で
、
気
軽
な
気

持
ち
で
一
度
顔
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

練
習
は
、
水
・
金
・
土
・
日
曜
日
の

四
日
間
、
放
課
後
西
小
学
校
校
庭
で
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
曜
日
に
は
練

習
試
合
や
大
会
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い

て
、
充
実
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

父
兄
の
皆
さ
ん
、
一
度
子
ど
も
に
声

を
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
子
ど

も
を
通
し
て
友
達
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

一
人
で
も
多
く
の
友
達
を
待
っ
て
い
ま

す
。

年
な
り
の
姿
写
し
て
初
鏡

野
沢

ま
つ
み
ど
り
し
め
な

松
緑
こ
こ
ろ
に
飾
る
注
連
を
絢
う

山
下

ふ
で

1
1

あ
め
で
だ
ー

氏
名
父
母
名
続
柄

あ
き
ゆ
き

小
林
晃
之
ー
起
耀
二
男

田
部
井
く
れ
は
法
猛
枝
二
女

飯
島
拓
海
鱈
奈
←
長
男

は
る
た
か

榛
高
旺
輝

じ
ゅ
か樹

香
輝
宙
心
→
←

応
野
輝
騨

ー
あ
く
や
み

I
I

氏
名
年
齢
世
帯
主

新
井
み
つ
江

6
4

孝

恩
田
兵
太
郎

9
5
晴
巨

柿
沼
利
一

5
2

清

丸
山
久
次
郎

8
8
紋
一

川
島
一
郎

8
3
龍
司

島
田
兼
廣

5
7
し
げ

関
根
之
保

4
8
た
っ

真
下
す
い
7
3

隆
弘

ヘ
令
月
の
納
め
〗

国
民
年
金
保
険
料
と
水
道
料
金
の
納

入
月
で
す
。
納
期
限
は

3
1日
で
す
。
期

限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

：
編
集
後
記
]

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
こ
ざ
い
ま

す
。
今
年
も
「
広
報
め
い
わ
」
を
ご
愛
読
＜

だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
顧
い
し
ま
す
。

昨
年
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
は
取
材
な
ど
で

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
か
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

さ
て
、
「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は
何
を
目
標

に
し
よ
う
か
と
考
え
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ

で
す
。

今
年
も
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
＠

吉
氷

本
島

鷹
取

長
女

長
女

長
男

平成 7 年 1 月 10 日

中須川須上梅梅新地薮梅須南新田下地蔽
江 大江

谷賀俣賀黒原原里区嘉原賀島里島黒区嘉
%2%%% % % % % ]喜一％ % % % ％凶閥―

※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出てください。

(12) 
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村長を囲んで語る
寿学級・女性ふれあいセミナー合同学習会

寿
学
級
・
女
性
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー

合
同
学
習
会
が
十
二
月
六
日
、
中
央
公

民
館
で
村
の
ト
ッ
プ
斎
藤
村
長
を
招
い

て
r

村
の
現
状
と
今
後
の
計
画
、
将
来

の
展
望
な
と
に
つ
い
て
L

の
講
話
と
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
、
参
加
し
だ
五
十
三

人
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
、
そ

し
て
終
始
和
や
か
に
進
め
ら
れ
有
意
義

な
半
日
を
過
ご
し
ま
し
だ
。
そ
の
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。

質
問
町
制
施
行
に
つ
い
て
。
も
し
明

和
町
に
な
っ
た
と
し
て
同
名
の
町
が

三
重
県
に
も
あ
る
の
で
姉
妹
提
携
な

ど
友
好
関
係
を
進
め
る
考
え
は
あ
り

ま
す
か
。

姉
妹
提
携
は
前
向
き
な
姿
勢

で
検
討
し
、
町
制
施
行
に
つ

い
て
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
考
え
て
行
き
だ
い
。 —r 村の現状などを説明する斎藤村長

村
長
姉
妹
提
携
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り

友
好
関
係
が
図
ら
れ
、
お
互
い
の
長
所

を
参
考
に
し
て
、
地
域
を
発
展
さ
せ
て

い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
姉
妹

提
携
に
は
前
向
き
の
姿
勢
で
検
討
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

同
名
だ
か
ら
と
い
う
動
機
で
姉
妹
提

携
を
結
ん
で
い
る
市
町
村
も
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
い
ろ
い
ろ
と
検
討
し
、
国

内
だ
け
で
は
な
く
国
外
に
も
目
を
向
け

て
、
だ
れ
で
も
気
軽
に
行
く
こ
と
が
で

き
る
市
町
村
と
提
携
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
町
制
施
行
に
つ
い
て
、

村
民
の
中
に
は
賛
否
両
論
が
あ
り
、
合

併
四
十
周
年
の
今
年
を
契
機
と
し
て
、

町
制
施
行
を
実
施
し
た
ら
ど
う
で
す
か

と
い
う
意
見
も
あ
り
、
反
面
、
こ
の
ま

ま
村
を
残
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意

見
も
あ
り
ま
す
。

今
後
、
大
い
に
議
論
し
て
い
た
だ
き

世
論
が
盛
り
上
が
っ
て
く
れ
ば
、
町
制

施
行
を
実
施
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

町
制
施
行
を
実
施
す
る
に
は
五
つ
の

条
件
が
あ
り
、
そ
の
内
現
在
は
、
文
化

的
施
設
が
欠
け
て
い
ま
す
か
、
平
成
六

・
七
年
度
の
二
年
間
で
多
目
的
施
設
を

建
設
し
、
完
成
す
れ
ば
条
件
は
整
い
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
村
民
の
皆
さ
ん

が
町
制
施
行
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考

え
を
持
っ
て
い
る
か
、
大
い
に
議
論
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
議
員
定
数
の
見
直
し
に
つ
い
て
。

「
合
併
四
十
周
年
を
機
に
議
員
定
数
の

見
直
し
」
を
耳
に
し
ま
す
が
、
真
意

は
ど
う
な
の
で
す
か
。

村
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
考

え
、
合
併
四
十
周
年
の
合
年

な
と
が
い
い
機
会
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

村
長
現
在
の
議
員
定
数
は
昭
和
五
十

八
年
に
十
八
人
か
ら
十
二
人
に
減
ら
し

ま
し
た
。
私
と
し
て
は
、
減
ら
す
こ
と

は
い
つ
で
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
が
、

増
や
す
こ
と
は
大
変
で
あ
り
、
合
併
四

十
周
年
の
今
年
を
契
機
に
増
員
し
た
方

が
良
い
と
の
意
見
も
あ
り
ま
す
の
で
、

人
口
も
一
万
一
千
人
を
超
え
た
こ
と
で
、

議
員
定
数
の
見
直
し
を
検
討
す
る
の
に
、

い
い
機
会
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
村
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

考
え
、
現
状
の
ま
ま
で
い
い
の
か
、
見

直
し
を
す
る
の
か
、
今
年
は
方
向
付
け

を
出
す
の
に
い
い
時
期
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

平成 7 年 2 月｀10 日 (2) 



質問をする野本さん

記
念
式
典
や
明
和
村
の
上
空

を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
飛
ふ
と

い
う
よ
う
な
企
画
を
計
画
中

で
す
。

村
長
合
併
四
十
周
年
記
念
事
業
を
実

施
す
る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
事
業

を
実
施
し
た
ら
よ
い
か
準
備
委
員
会
を

開
催
し
て
計
画
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
予
定
さ
れ
て
い
る
事
業
は
、

次
の
通
り
で
す
が
決
定
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
ず
、
合
併
四
十
周
年
を
記
念
し

て
、
村
勢
要
覧
を
作
成
中
で
す
。
次
に
、

平
成
七
年
三
月
一
日
に
記
念
式
典
を
計

画
中
で
、
功
労
者
の
表
彰
や
記
念
講
演

が
予
定
さ
れ
、
参
加
者
は
表
彰
者
、
来

賓
者
な
ど
四
百
人
前
後
に
な
る
見
込
み

で
す
。

質
問
合
併
四
十
周
年
の
記
念
イ
ベ
ン

ト
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

そ
れ
か
ら
、
「
ふ
る
さ
と
共
演
」
、
「
ふ

る
さ
と
再
発
見
空
の
旅
」
と
題
し
て
、

ヘ
リ
コ
。
フ
タ
ー
に
搭
乗
し
、
時
代
と
共

に
移
り
変
わ
る
ふ
る
さ
と
を
空
か
ら
見

つ
め
、
よ
り
広
い
視
野
の
も
と
に
郷
土

の
再
発
見
を
行
う
と
い
う
企
画
で
す
。

そ
し
て
、
予
定
で
す
が
「
真
打
ち
競
演
」

の
公
開
録
音
を
本
村
で
開
催
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に

N
H
K

と
交
渉
中
で
す
。

ま
た
、
各
種
の
村
民
大
会
の
名
称
を

合
併
四
十
周
年
事
業
と
す
る
冠
を
付
け

る
予
定
で
す
。

質
問
産
業
文
化
館
（
仮
称
）
建
設
は
、

今
ど
の
く
ら
い
進
ん
で
い
ま
す
か
。

現
在
、
本
設
計
を
作
成
中
で

あ
り
、
出
来
上
が
り
ま
し
だ

ら
入
札
を
行
い
建
設
に
着
手

し
ま
す
。

村
長
平
成
六
年
十
一
月
下
旬
に
設
計

事
務
所
四
社
が
設
計
を
建
設
委
員
会
で

説
明
し
て
い
た
だ
き
、
三
十
五
人
の
建

設
委
員
が
検
討
し
、
福
島
建
築
設
計
事

務
所
に
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
十

二
月
上
旬
に
は
、
最
終
設
計
を
建
設
委

員
会
で
検
討
し
、
了
承
が
得
ら
れ
ま
し

た
の
で
現
在
、
本
設
計
に
入
っ
て
い
ま

す
。
本
設
計
は
三
月
中
旬
ま
で
に
出
来

上
が
る
予
定
で
す
の
で
、
三
月
中
に
は

入
札
を
行
い
、
建
設
に
着
手
す
る
予
定

で
す
。

完
成
目
標
は
平
成
八
年
三
月
二
十
日

で
、
四
月
一
日
か
ら
使
用
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
問
明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
。

開
館
し
て
約
半
年
、
明
和
海
洋
セ
ン

タ
ー
の
利
用
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ

、
。
し

＿
日
平
均
三
百
十
三
人
が
利

用
し
て
い
ま
す
の
で
、
目
標

で
あ
る
年
閻
利
用
者
数
六
万

二
千
人
は
達
成
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

村
長
平
成
六
年
六
月
十
六
日
か
ら
十

二
月
五
日
ま
で
の
利
用
日
数
百
四
十
八

日
間
に
利
用
し
た
人
は
四
万
六
千
三
百

六
十
二
人
で
、
一
日
平
均
三
百
十
三
人

が
利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
番
利

用
者
が
多
か
っ
た
日
は
六
月
二
十
六
日

（
日
曜
日
）
で
、
六
百
九
十
一
人
が
入
場

し
ま
し
た
。
逆
に
利
用
者
が
少
な
か
っ

た
日
は
十
一
月
二
十
五
日
（
金
曜
日
）

で
百
十
四
人
の
入
場
で
し
た
。

そ
し
て
、
夏
の
期
間
は
村
内
の
利
用

熱心に聞いている学級生

者
が
七
十
％
、
村
外
の
利
用
者
が
三
十
％

で
し
た
が
、
秋
・
冬
の
期
間
に
な
っ
て

村
内
が
六
十
％
、
村
外
が
四
十
％
と
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
順
調
に
利
用
者
が
増
え
れ

ば
、
目
標
で
あ
る
年
間
利
用
者
数
六
万

二
千
人
は
、
達
成
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

(3) 平成 7 年 2 月 10 日



昨年の申告納税相談

所得税申告納税相談巳程表

畠月日 時間 種 別 該 当 区

県
民
税
な
と
の

平
成
6
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

は
、
2
月
1
6
日
困
か
ら
3
月
1
5
日
困
ま

で
で
す
。
所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
の

状
況
を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
皆
さ
ん

自
身
が
、
税
法
に
従
っ
て
自
分
の
所
得

と
税
額
を
正
し
く
計
算
し
、
期
限
内
に

申
告
、
納
税
す
る
と
い
う
「
申
告
納
税

制
度
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

2 月午前所得税申告斗合田・須賀-------ｷ---------------------------------------
16 日午後 !, 江口•田島

2 月午前所得税申告矢島---------------------------------------------
17 日午後 !! 入ヶ谷・大佐貫央

2 月午前所得税申告梅原-----------------------------------------＿＿―-公
21 日午後 !! 大輪

2 月午前所得税申告下江黒・中谷 民
---------------------------------------------

22 日午後 !! 上江黒・南大島

2 月午前所得税申告千津井・川俣 館
---------------------------------------------

23 日午後 If 新里

※いずれも午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4 時までです。

中

所
得
税
の
確
定
申
告
は

巳
月

1
6日
ー

3
月
1
5日

0
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
事
業
を
し
て
い
る
人
、
不
動
産
収
入

の
あ
る
人
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人

な
ど
で
、
平
成
6
年
中
の
所
得
金
額
の

合
計
額
が
、
基
礎
控
除
・
配
偶
者
控
除

・
配
偶
者
特
別
控
除
・
扶
養
控
除
な
ど

の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人
。

②
一
般
の
給
与
所
得
者
に
つ
い
て
は
、

平
成
6
年
分
の
給
与
収
入
金
額
が
、
1

,
5
0
0
万
円
を
超
え
る
人
や
、
2
カ

所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
人

で
、
年
末
調
整
を
し
な
か
っ
た
人
。
給

与
以
外
の
所
得
が
2
0
万
円
を
超
え
る
人

な
ど
で
す
。

消
費
税
の
確
定
申
告
は

3

月

3
1
日
ま
で
に

個
人
事
業
者
の
平
成
6
年
分
の
消
費

税
確
定
申
告
と
納
税
は
、
3
月
3
1
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

消
費
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
方
は
、

次
に
該
当
す
る
方
（
課
税
事
業
者
）
で

す
。

①
平
成
4
年
中
（
基
準
期
間
）

申
告
は
お
早
め
に

所
得
税
、
村
・

の
課
税

0
0
0
万
円
を
超
え
る

売
上
高
が
3
,

事
業
者
。

②
平
成
4
年
中
の
課
税
売
上
高
が
3
,

0
0
0
万
円
以
下
の
事
業
者
で
「
消
費

税
課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
」
を
提
出

し
て
い
る
事
業
者
。

消
費
税
の
確
定
申
告
書
に
は
2
種
類

が
あ
り
、
課
税
売
上
高
が
4
億
円
以
下

の
課
税
事
業
者
で
、
消
費
税
簡
易
課
税

制
度
選
択
届
を
提
出
し
て
い
る
方
は
、
「
簡

易
課
税
用
」
を
、
そ
れ
以
外
の
方
は
、
「
一

般
用
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

次
に
該
当
す
る
人
は
、
確
定
申
告
を

す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還

付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
給
与
所
得
や
退
職
所
得
の
あ
る
人
で
、

医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
、

雑
損
控
除
、
寄
付
金
控
除
な
ど
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
人
。

②
給
与
所
得
者
で
年
の
中
途
で
退
職
し
、

そ
の
後
就
職
を
し
な
か
っ
た
た
め
年
末

調
整
を
受
け
な
か
っ
た
人
。

③
公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者
で
源
泉
徴

収
さ
れ
た
税
額
が
あ
り
、
生
命
保
険
料

控
除
、
損
害
保
険
料
控
除
、
社
会
保
険

料
控
除
の
あ
る
人
。

④
源
泉
徴
収
さ
れ
た
配
当
や
原
稿
料
な

ど
の
収
入
が
少
額
で
、
し
か
も
そ
の
ほ

か
の
所
得
も
あ
ま
り
多
く
な
い
人
。

⑤
予
定
納
税
を
し
て
い
た
が
、
確
定
申

告
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
人
。

還
付
申
告
は
、
3
月

1
5
日
ま
で
館
林

税
務
署
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

付
申
は

3

月

1
5
日
ま
で
に

還

告

平成 7 年 2 月 10 日 (4) 



村・県民税申告相談日程表

月日 時間 種 別 該 当 区 畠

3 月 午前 村・県民税申告 斗合田・江口
-------------------------------------------------

喜2 日 午後 ” 千津井

` 低館3 月 午前 村・県民税申告 上江黒
------------------------------------------

3 日 午後
" 

下江黒・田島

3 月 午前 村・県民税申告 川俣・須賀

i 
------------------------------------------

6 日 午後 ” 大輪

3 月 午前 村・県民税申告 矢島
------------------------------------------------- 所

7 日 午後 ” 入ヶ谷・大佐貫

3 月 午前 村・県民税申告 南大島（七・八軒以外）
-------------------------------------------------

<9 日 午後 II 中谷・南大島（七・八軒）

3 月 午前 村・県民税申告 梅原 晶----------------- ------"———----------------
10 日 午後 ” 新里

※いずれも午前 9 時～正午、午後 1 時-4 時までです。

冒

館
林
税
理
士
会
の

無
料
納
税
相
談

申
告
相
談
は
3
月
2
日
困
か
ら
始
ま

り
、
3
月
1
0
日
面
ま
で
申
告
相
談
日
程

表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

各
会
場
に
は
、
役
場
税
務
課
の
職
員

か
出
向
き
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

な
お
、
申
告
相
談
期
日
以
外
は
役
場
税

申
告
相
談
に
は
、
次
の
書
類
を
用
意

し
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
申
告
書
•
印
鑑
•
生
命
保
険
料
お
よ

館
林
税
理
士
会
で
は
、
無
料
で
納
税

相
談
を
次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

④
期
間
1
1
2

月
2
0
日
囲
1
2
2
日
困

④
時
間
1
1

午
前
9
時
3
0
分1
午
後
4
時

④
会
場
1
1

館
林
市
文
化
会
館

④
対
象
者
1
1

白
色
申
告
者
（
小
規
模
事

業
所
得
者
な
ど
）

い持

た

た
、、参

< 

も し

のて

申
告
相
談
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る

よ
う
、
申
告
書
の
記
入
は
自
分
で
済
ま

せ
、
不
明
な
点
だ
け
を
尋
ね
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

住
所
・
氏
名
•
生
年
月
日
・
職
業
・

電
話
番
号
お
よ
び
扶
養
親
族
の
あ
る
人

は
、
家
族
の
氏
名
•
生
年
月
日
・
続
柄

な
ど
を
、
あ
ら
か
じ
め
申
告
書
に
記
入

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

住
所
氏
名
な
と
は

あ
ら
か
じ
め
記
入
を

び
損
害
保
険
料
の
証
明
書
ま
た
は
領
収

書
。

②
給
与
・
年
金
収
入
の
あ
る
人
は
、
源

泉
徴
収
票
ま
た
は
勤
務
先
か
ら
の
給
与

支
払
報
告
書
。

③
営
業
・
そ
の
他
の
事
業
・
不
動
産
収

入
の
あ
る
人
は
、
収
支
明
細
書
。

④
土
地
な
ど
を
売
っ
た
人
は
、
売
買
契

約
書
ま
た
は
買
取
り
等
の
証
明
書
。
仲

介
手
数
料
を
支
払
っ
た
人
は
そ
の
領
収

書
。

⑤
配
偶
者
特
別
控
除
の
適
用
を
受
け
る

人
で
、
配
偶
者
に
所
得
が
あ
る
場
合
は
、

配
偶
者
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
所
得
を

証
明
す
る
書
類
。

⑥
医
療
費
控
除
の
適
用
を
受
け
る
人
は
、

医
療
機
関
な
ど
の
領
収
書
。

⑦
障
害
者
の
人
は
、
障
害
者
手
帳
な
ど
。

⑧
学
生
の
人
は
、
学
生
証
ま
た
は
在
学

証
明
書
。

〈平成6年分農業所得の標準額決定(10アール当だり）〉

水
裏

稲 ・・・・・・・・・・・・・.. 92,400円

作 ・・・・・・・・・・・・・・• 42,900円

普通畑．．．．．．．．．．．．．．． 68,200円

〔施設園芸・果樹・露地〕

キュウリ （加温）

収入金 X76%-577,000円

二 ラ （無加温）

収入金 X82% -156, 000円

ナ ス （無加温）

収入金 X 75%-300,000円

トマト （加温）

収入金 X82%-577,000円

イチゴ（無加温）

収入金 X 79%-219,000円

その他野菜（ハウス）

収入金 X 79%-148,000円

ナシ

収入金 X74%-72,000円

ブドウ

収入金 X 73%-64,000円

総合販売野菜

収入金 X79%-29,000円

〔養豚、養鶏、肥育牛〕

一貫飼育、肉用豚、繁殖豚、

1,000羽未満、 5,000羽未満、

和牛、乳牛については、いず

れも実査です。

(5) 

申
告
い
つ

. 
日
I

火
火

木
一
＿
―
-
ロ

と

こ

では

村
・
曝
民
税
の
申
告

村
・
県
民
税
の
申
告
は
、
平
成
7

年

1

月

1

日
現
在
、
本
村
に
住
ん
で
い
る

人
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

や
、
給
与
所
得
の
み
の
人
で
勤
務
先
か

ら
役
場
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

れ
た
人
以
外
の
人
は
、
村
・
県
民
税
の

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
申
告
期
限
は
、
3
月
1
5
日
困

ま
で
で
す
。

務
課
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

村
税
の
納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
で

村
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
納
め

て
い
る
方
の
中
に
は
、
忙
し
い
時
な
ど
、

つ
い
う
っ
か
り
納
め
忘
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
口
座
振
替
を
利
用
す
れ
ば

あ
な
た
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
引

き
落
と
し
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ

が
な
く
な
り
手
間
も
省
け
て
便
利
で
す
。

手
続
き
は
、
預
金
日
座
に
ご
使
用
の

印
鑑
と
預
金
通
帳
を
持
参
の
う
え
、
明

和
村
口
座
振
替
金
融
機
関
へ
「
預
金
口

座
振
替
申
出
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

、
。
し

な
お
、
口
座
振
替
の
利
用
で
き
る
金

融
機
関
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
群
馬
銀
行
明
和
支
店
▽
同
館
林
支

店
▽
同
館
林
南
支
店
▽
同
館
林
西
支
店

▽
同
板
倉
支
店
▽
足
利
銀
行
館
林
支
店

▽
同
館
林
南
支
店
▽
第
一
勧
業
銀
行
館

林
支
店
▽
さ
く
ら
銀
行
館
林
支
店
▽
東

和
銀
行
館
林
支
店
▽
同
館
林
駅
前
支
店

▽
館
林
信
用
金
庫
明
和
支
店
▽
同
南
支

店
▽
館
林
市
農
業
協
同
組
合
千
江
田
支

所
▽
同
梅
島
支
所
▽
同
佐
貫
支
所

現
金
納
税
者
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

こ
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成 7 年 2 月 10 日
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さわやかな汗

笑顔で完走

第
十
六
回
新
春
村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
一
月

二
十
二
日
、
ふ
る
さ
と
の
広
場
を
ス
タ
ー
ト
、

ゴ
ー
ル
と
す
る
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
小
学
生
か

ら
大
人
ま
で
二
百
五
十
人
ほ
ど
が
、
日
ご
ろ
鍛

え
あ
げ
た
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

部
門
は
、
一
キ
ロ
か
ら
五
キ
ロ
ま
で
の
十
四

部
門
で
行
わ
れ
、
会
場
に
は
家
族
連
れ
も
繰
り

出
し
盛
ん
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
‘
曇
り
空
で
肌
寒
く
午
前
十
一
時
頃

か
ら
雨
も
降
り
始
め
ま
し
た
の
で
、
閉
会
式
は

中
央
公
民
館
に
会
場
を
移
し
行
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

第
十
回
新
春

村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

六

各部門の優勝者

上位入賞者

マ
イ
ペ
ー
スで

完
走

◎小学生低学年女子

1 位関口亜矢

2 位菊地絵美里

3 位松原沙由美

◎同上男子

1 位中丸裕介

2位堀 侑介

3 位鯉沼将行

◎小学生中学年女子

1 位立木久美子

2 位奈良徳優

3 位町田智佳子

◎同上男子

1 位石村優介

2位柿沼稚典

3 位阿部直樹

◎小学生高学年女子

1 位富塚優香

2位奈良徳代

3位柿沼由紀

◎同上男子

1 位田中陽介 7 分47秒20 西小 5

2 位江森聖弥 7 II 56 II 69 西小 6

3 位荒添鉄也 7 II 58 II 79 西小 5

◎中学生女子 1 • 2 • 3 年 3.0km 

1 位森尻有美子 13分20秒45 明中 2

2 位森原昌代 14" 34 11 2 明中 2

3 位久保日優喜 15" 1 " 96 明中 l

1 • 2 年 1.0km

4 分25秒45 西小 2

4 II 30 II 68 西小 1

4 II 40 II 63 西小 1

4 分 6 秒97 西小 2

4 II 9 II 91 西小 2

4 II 10 II 53 西小 2

3 • 4 年 1.5km

5 分12秒 9 西小 4

511191176 東小 4

5 II 29 II 29 東小 4

4 分55秒 0 西小 4

4 11 57 11 31 西小 4

5 " 0 11 76 東小 4

5 • 6 年 2.0km

8 分16秒55 西小 5

8 II 25 // 37 東小 5

8 II 44 II 55 東小 6

◎中学生男子 1 • 2 • 3 年 5.0km 

1 位関本卓麿 19分55秒 2 明中 2

2 位岩崎浩ー 20 11 3 11 96 明中 1

3 位宮澤泰之 20 11 33 11 9 明中 1

◎一般女子（高校生以上） 3.0km 

1 位堀口順子 17分50秒51 新

2 位島田優子 17 II 52 // 93 中

◎一般男子（高校生以上） 5.0km 

1 位竹越大輔 18分16秒78 川俣

2位荒木 博 20 11 5 " 69 大佐貫

3 位及川 伸 2111 35" 24 中谷

◎壮年男子 (40歳以上） 3.0km 

1 位奈良原勇三郎11分41秒50 千津井

2 位梅津定ー 11 II 55 // 59 新里

◎スポーツクラブ対抗個人戦 3.0km 
1 位庄條英樹 11分11秒40 （梱大成

2 位堀口 優 1111 49 II 54 新里

3 位川上文良 12 11 18 11 95 テニス

◎スポーツクラブ対抗団体戦 3.0km 

1 位 明和ソフトテニスクラブ得点79点

2 位 （杓大成 63点

3 位新里ソフトボールクラブ 60点

◎健康マラソン（タイムトライアル） 3.0km 

1 位泉田 清十 7 秒30 矢島

2位山田一成ー 8 II 54 矢島

3 位橋本 隆ー12 11 3 矢島

※自分の所有タイムを申告しておき、そのタイム

差を競う。 〔敬称略〕

里
谷

平成 7 年 2 月 10 日 (6) 



スポーツクラブ対抗団体戦優勝の「明和ソフトテニスクラブ」
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完走後のチビっ子たち 沿道の応援も一段と・・・・・・
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a月 . 4月は
移 動 時 期

お早めに届け出を
住
所
は
正
し
く
届
け
出
を

正
し
い
住
所
を
届
け
て
い
な
い
と
、

選
挙
が
で
き
な
い
ほ
か
、
国
民
健
康
保

険
や
国
民
年
金
、
児
童
手
当
等
の
給
付

が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
子
ど
も
の

小
・
中
学
校
の
入
学
に
ま
で
影
響
し
て

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
住
民
基
本
台

帳
制
度
」
は
、
住
民
の
日
常
生
活
上
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
も
の
で

す
か
ら
、
住
所
等
を
移
動
さ
れ
る
方
は
、

必
ず
期
限
内
に
住
民
課
の
窓
口
に
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

印
鑑
証
明
は

本
人
が
手
続
き
を

印
鑑
登
録
証
明
書
は
、
不
動
産
や
自

動
車
な
ど
の
登
記
や
登
録
な
ど
に
使
わ

れ
る
大
切
な
も
の
で
す
の
で
、
交
付
を

申
請
さ
れ
る
と
き
は
、
で
き
る
限
り
本

人
が
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
本
人

か
病
気
な
ど
で
代
理
人
が
申
請
さ
れ
る

と
き
は
、
本
人
の
印
鑑
登
録
証
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
印
鑑
登
録
証
の
な
い
方
は
、

登
録
し
て
か
ら
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

そ
の
際
、
代
理
人
が
登
録
す
る
場
合
は
、

後
日
、
郵
送
取
り
扱
い
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
本
人
で
も
本
人
の
確
認
（
運
転

免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
入
り
で
、
官
公

署
発
行
の
証
明
書
等
）
が
必
要
で
す
。

本
籍
を
移
動
す
る
に
は

本
籍
を
移
動
す
る
と
き
は
、
転
籍
届

を
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
住
所

の
変
更
届
（
住
民
登
録
）
だ
け
で
は
本

死
亡
届
は

7

日
以
内
に

籍
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
村
内
で
の
転
籍
は
届
出
書
だ
け
で
す

が
、
本
村
か
ら
他
市
区
町
村
へ
、
ま
た
は
他
市
区

町
村
か
ら
本
村
へ
転
籍
す
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ

一
通
の
戸
籍
謄
本
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
届
け
出
の
際
に
は
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。

結
婚
し
だ
ら
婚
姻
届
を

結
婚
し
た
ら
婚
姻
届
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
届
け
出
に
は
夫
婦
の
印
鑑
と
証
人
と
し
て
成
人

二
人
の
署
名
と
押
印
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
二
十

歳
未
満
の
方
は
、
両
親
の
同
意
が
必
要
で
す
。

村
内
に
本
籍
の
な
い
方
は
、
戸
籍
謄
本
ま
た
は

抄
本
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

出
生
届
は

1
4日
以
内
に

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
ら
、
1
4
日
以
内
に
出
生
届

を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
出
生
証
明
書
と

届
出
人
の
印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
母
子
健
康
手
帳

が
必
要
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
児
童
手
当
、
国
民
健
康
保
険
の
加

入
や
乳
児
医
療
費
、
出
産
一
時
金
（
国
保
）
な
ど

の
申
請
も
併
せ
て
手
続
き
を
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

死
亡
し
た
日
か
ら
7
日
以
内
に
死
亡
届
を
出
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
医
師
の
死
亡
診
断
書
と

届
出
人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
証
の
変
更
、
葬
祭
費
・

火
葬
費
助
成
の
申
請
、
国
民
年
金
の
死
亡
手
続
き
、

印
鑑
登
録
証
、
老
人
医
療
受
給
者
証
な
ど
の
返
還

手
続
き
も
忘
れ
ず
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
死
亡
（
死
産
）
届
の
際
に
、

許
可
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

埋
・
火
葬

制度名 融資対象 資金使途 融資限度額 融資期間 利 率 融資枠

①小売業・サービス業 運転資金} r も使える 運転

小口資金
②卸売業 設備資金 ‘一 700万円 3 年以内

年4.8％以内 2,000万円
③その他の業種 以内 設備

④中小企業団体 5 年以内

①村内で同一業種を ①店舗の増改築、店内

3 年間以上営む者 施設の新設・改善

中小企業設備
②資本金 1 億円以下、 のための資金

500万円 5 年以内
従業員300人以下の ②企業の近代化・合 年4 2％以内 2,000万円

近代化資金
会社・個人 理化に必要な機械

以内 （内据置1年以内）

設備資金

③公害防止の設備資金

①小売業・サーピス業 ①店舗の新築、増改築
①10年以内

②卸売業 ②店舗の増改築、駐車
商業設備近代

場設置
2,000万円 （内据置1年以内）

年4.2％以内 2,000万円
化資金

③店内外施設の改造
以内 ②7年以内

増設
（内据置1年以内）

①小売業・サービス業 ①労働環境整備の新

②卸売業 設、増改築資金

労働環境整備 ③鉱業・建設業・製造 ②施設購入資金
3,000万円

10年以内
年3.4％以内 3,000万円

資金 業・運輸通信業 ③土地取得整備資金 （内据置1年以内）

ガス・不動産業等 ④設備備品購入（改造）

④中小企業団体 資金

◎
村
が
実
施
し
て
い
る
資
金
制
度

商
工
業
経
営
に
お
い
て
、
規
模
を
拡

大
し
た
り
経
営
改
善
を
図
ろ
う
と
し
た

り
す
る
場
合
は
、
必
ず
多
額
の
資
金
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
村
等
で

あ
な
だ
も
商
工
業
資
金
を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

は
商
工
業
者
が
必
要
と
す
る

資
金
を
、
そ
の
目
的
に
応
じ

て
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

役
場
経
済
課
ま
た
は
商
工
会

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
皆

さ
ん
の
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
資
金
制
度

は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

平成 7 年 2 月 10 日 (8) 



④照内健司さん（上江黒） 10,000円

④下江黒婦人グループー同 20,000円

④明和東幼稚園児、保護者、教職員一同 38,170円

④明和村議会議員ー同 36,000円

④明和東小学校教職員、 PTAー同 226,007円

◎明和東小学校J RC 153,263円

0明和村農業委員会委員ー同 20,000円

④明和村区長会区長ー同 50,000円

④大幸化成淋）、同社員ー同 180,000円

◎同上協力会社吉田加工所 10,000円

①明和村民生委員児童委員協議会委員一同

20,000円

◎市村きみさん（新里） 62,680円

④橋本産業諒従業員ー同 67,186円

④堀口正さん（新里） 10,000円

◎ l~：雷：：門：：!:::協議会
ボーイスカウト明和第 1 団

ガールスカウト群馬77団

以上 4 団体による街頭募金活動義援金

490,686円

④明和村衛生協力会一同 43,000円

◎明和村役場職員クラブー同 140,000円

◎館林地区消防組合明和消防団員ー同

20,000円

〇明和西小学校児童・教職員一同 248,614円

◎明和西小学校PTA会員一同 501,594円

◎群馬県立館林商工高等学校生徒会、教職員

ー同 251,111 円

④明和西幼稚園保護者、教職員一同 31,000円

④福島登志子さん（江口）外 3 人 50,000円

◎司建設 28,500円

④石川あき子さん（上江黒） 28,500円

④荒井建設（樹従業員一同 167,053円

①明和村婦人消防隊員ー同 54,701 円

◎関口完ーさん（新里） 100,000円

④明和中学校生徒会一同 219,789円

④明和中学校PTAー同 218,000円

④明和中学校・中央幼稚園教職員一同 70,172円

④岩崎歳松さん（入ケ谷） 10,000円

◎橋本達也・大亮さん（斗合田） 11,629円

④日東製器腕有志ー同 200,000円

◎寺本修二さん（下江黒） 30,000円

◎役場住民課等窓口分 196,435円

平成 7 年 1 月 31 日現在

累計 4,014,090円

. .......... 
義援金を手渡す東小学校の皆さん

1r~;r-.一1--と、·

一
月
十
七
日
に
発
生
し
た
「
兵
庫
県

南
部
地
震
」
の
義
援
金
を
、
日
本
赤
十

字
社
群
馬
県
支
部
明
和
村
分
区
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

募
金
受
付
場
所
は
、
役
場
住
民
課
窓
口

と
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
福
祉
課
で

受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
日

本
赤
十
字
社
群
馬
県
支
部
明
和
村
分
区

で
の
一
月
三
十
一
日
現
在
の
受
付
状
況

は
次
の
と
お
り
で
す
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

義援金を手渡す西小学校の皆さん

義援金を手渡す明和中学校の皆さん
. 
街頭募金活動を行う 4 団体の皆さん

の
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

困
L―
日
言
と
戸
商
｛

⇒

円
，
公
団

義援金を手渡す県立館林商工高校の皆さん

B
&
G

財
団
明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

は
、
平
成
7

年
度
長
期
水
泳
教
室
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

圏
各
教
室
の
募
集
要
領

0
小
学
生
水
泳
教
室
1
1

小
学
生
を
対
象

に
毎
週
火
・
水
・
木
•
金
の
い
ず
れ
か

の
曜
日
で
週
1

回
午
後
5

時
か
ら
6

時

ま
で
で
す
。

0
家
庭
婦
人
水
泳
教
室
1
1

家
庭
婦
人
を

対
象
に
毎
週
水
・
金
の
い
ず
れ
か
の
曜

日
で
午
前
1
0
時3
0分
か
ら
1
1時
3
0分
ま

で
で
す
。

0

一
般
男
女
水
泳
教
室
1
1

一
般
男
女
を

対
象
に
毎
週
火
・
金
の
い
ず
れ
か
の
曜

日
で
午
後
7

時
か
ら
8
時
ま
で
で
す
。

0
高
齢
者
水
泳
教
室
1
1

お
年
寄
り
を
対

象
に
毎
週
木
曜
日
午
前
1
0
時3
0分
か
ら

1
1時
3
0分
ま
で
で
す
。

圏
募
集
期
間
1
1
3

月
3

日
ー
1
2
日

圏
申
し
込
み
先
1
1

明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
く
は
、
B
&
G

財
団
明
和
海
洋

セ
ン
タ
ー

6
闘
5
5
1
1

へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
泳
教
室
参
加
者
募
集

明
和
洒
洋
セ
ン
タ
ー

(9) 

村
で
は
3

月
1

日
、
合
併
4
0周
年
を

記
念
し
て
明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
一
日

無
料
開
放
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー

6

闘
5
5
1
1

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

、
。
し 明

和
洒
洋
セ
ン
タ
ー

3
月
1

日
の
み
無
料
開
放

平成 7 年 2 月 10 日



新たな心で書き初め大会
1 月 6 日、書き初め大会が中央公民館で開かれ、小学 1 年

生から一般成人までの88人が、新たな気持ちを込めて真剣に

取り組んでいました。

この大会は、心の豊かさと文化の向上を目的とし、村民憲

章普及事業の一環として、憲章の中から課題文字が出されて

います。

小学 1 • 2 年生は硬筆書写用フェルトペンで課題の「つげ

ときく」などを、小学 3 年生以上は毛筆で課題の「ゆたかな

村」など、学年ごとの課題に沿って、楷書や行書で力いっぱ

い筆を運んでいました。

課題に力いっぱい筆を運んでいる参加者

1 月 8 H 、館林市三の丸南面駐車場で、新春恒例の

館林地区消防組合消防隊の出初め式が行われました。

館林市と明和村を含む邑楽郡 4 町村の消防団員や消

防職員、婦人防火クラブ、鳶職組合のメンバーら 930人

余りが参加し、防火意識の徹底を誓い合いました。

この H は穏やかな日和に恵まれ、館林鳶職組合か「は

しご乗り」を披露。青空に映える妙技に米賓や見学者

から盛んな拍手が送られていました。そして、消防音

楽隊と緑町 1 丁目少年消防クラブの演奏後、一斉放水

か行われ、黄、赤、青、緑の 4 色のカラー放水が式典

に彩りを添えました。

式典終了後、参加者は市内を分列行進し、雄姿を披

露しながら防火を呼び掛けました。

こままわしt楽しむ

幼稚園児たち
",'̀
d 

9
|
 r
 

' , 
ー' ' ーヽ

', -'_ 

得意のポーズでこまをまわす園児たち（東幼）

1 月、各幼稚園でこままわし大会が行われました。

こまは、クリスマス会の時にプレゼントされたもので、園

児たちは冬休みを利用して反復練習を重ねるうちに、ほとん

どの園児たちがまわせるようになりました。

その成果を試そうと 5 ~ 6 人ずつのグループに分かれて、

先生の合図でまわし始めました。

緊張したせいか普段の力が十分に発揮できなかった園児も

見受けられましたが、夢中でこまをまわしていました。

むのち
わだLi·

地域の話題なと身近な情報を広報係まで

あ寄せください。まだ掲載されだ写真は

差し上げますので、役場企画課までご連
絡ください。 役場合84-3111

華麗な技に大きな拍手

出初め式

分列行進をする明和消防団

¥
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四色のカラー放水が行われた一斉放水

心
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上毛かるた大会のようす

会
結
果

（
上
位
入
賞
者
）

④
小
学
生
の
部
…
男
子
団
体
戦

▽
①
田
島
（
奈
良
徳
政
、
北
島
直
哉
、

奈
良
和
樹
、
奈
良
鷹
行
）
②
南
大
島
（
島

田
鉄
也
、
島
田
佳
計
、
島
田
和
明
、
日

比
野
浩
之
）
③
千
津
井
（
萩
原
和
幸
、

藤
野
一
也
、
立
岡
賢
持
、
奈
良
岳
央
）

④
同
：
男
子
個
人
戦

▽
①
新
井
俊
也
（
田
島
）
②
吉
田
直

人
（
大
輪
）
③
石
川
泰
啓
（
矢
島
）

◎
同
…
女
子
団
体
戦

▽
①
江
口
（
新
井
祐
子
、
荒
井
加
陽

子
、
今
成
彩
子
、
木
村
久
美
子
）
②
南

大
島
（
本
澤
香
織
、
帆
足
真
希
、
田
中

瑞
恵
、
石
井
美
奈
）
③
下
江
黒
（
柿
沼

祐
美
、
新
橋
絵
美
、
中
村
知
恵
、
荻
野

真
佑
）

④
同
：
女
子
個
人
戦

▽
①
小
池
絵
理
（
江
口
）
②
中
村
美

歌
（
下
江
黒
）
③
田
口
友
香
（
田
島
）

④
中
学
生
の
部
…
男
子
団
体
戦

▽
①
江
日
（
田
子
真
二
、
石
川
秀
之
、

木
村
和
彦
、
阿
部
柳
一
）
②
上
江
黒
（
森

田
純
一
、
小
牧
良
充
、
石
橋
純
一
）
③

中
谷
（
本
澤
公
一
、
新
井
雅
士
、
吉
田

雄
一
）

④
同
：
男
子
個
人
戦

▽
①
坂
村
基
樹
（
新
里
）
②
鯉
沼
聖

（
大
佐
貫
）
③
新
井
健
一
（
江
口
）

0
同
…
女
子
団
体
戦

▽
①
江
口
（
新
井
美
穂
、
秋
山
浩
美
、

須
藤
千
奈
津
、
大
久
保
昌
美
）
②
上
江

黒
（
町
田
留
美
、
野
木
村
純
子
、
関
口

絵
美
）
③
千
津
井
（
籾
山
幸
子
、
今
泉

麻
里
、
奈
良
広
美
）

④
回
：
女
子
個
人
戦

▽
①
佐
瀬
美
和
子
（
江
口
）
②
堀
江

直
子
（
大
佐
貫
）
③
吉
岡
真
智
子
（
上

江
黒
）
〔
敬
称
略
〕会

結
果

（
明
和
村
の
み
）

村
大
会
の
各
部
門
優
勝
者
（
個
人
・

団
体
）
は
一
月
二
十
二
日
、
邑
楽
町
で

開
か
れ
た
郡
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

④
小
学
生
の
部

0
男
子
個
人
戦
1
1

新
井
俊
也
…
優
勝

0
女
子
個
人
戦
1
1

小
池
絵
理
：
三
位

④
中
学
生
の
部

0
女
子
団
体
戦
1
1

江
口
子
ど
も
会
：
・
準

優
勝

0
女
子
個
人
戦
1
1

佐
瀬
美
和
子
…
三
位

〔
敬
称
略
〕

郡

大

ぃなか＝—：子ともt—ち
初めての廃品回収…新里地区
正月を間近に控えた12 月 23 日、 リサイクルを兼ねて、

子どもたちと住民との交流を図ろうと、子ども会が初め
て廃品回収を実施し、 4 年生以上と 1 ~ 3 年生の希望者

60人余りの児童が参加しました。

新興住宅地の広がるこの地区を 11班に分けて、軽トラ

ックなどに分乗した子どもたちは、各家庭から出された
古新聞、古雑誌、段ボー・ルなどを、担当地域と集会所の

間を何度も往復しながら回収し、 4 トントラック 2 台分も

集めました。 9

(11) 
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上 毛 か スた大 会
ー戦ー戦に熱戦

1 月 8 日、新春恒例の上毛かるた大会が杜会体育館で、

村子ども会育成団体連絡協議会主催により開かれ、小中

学生220人ほどが参加し、個人、団体に熱戦が展開され、

会場には父母らも多数かけつけ、声援を送っていました。

なお、個人、団体とも優勝者は郡大会に出場し健闘しま

した。

村

大

寒風の中でどんど焼き
1 月 14 日、矢島地区では区と子ども会育成会の共催で

「どんど焼き」が寒風の中で行われました。

日中は強風が吹き荒れていましたが夜には収まり、う

ず高く積まれたわらの回りには、正月飾りや古いだるま

が並べられ、午後 6 時に火がつけられると、集まった人

たちから感嘆の声が上がりました。そして、参加した人

たちに酒や甘酒が振る舞われ、体を温めながら楽しんで

いました。また、今年から大佐貫地区でも多くの住民が

参加して、 1 月 15 日に行われました。

冬空の夜いきおいよく炎が上がるどんど焼き

平成 7 年 2 月 10 日
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高
齢
化
社
会
に
伴
い
、
高
齢
者
の
関

係
し
た
交
通
事
故
が
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
明
和
村
の
高
齢
者
に
対
し

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
交
通
事
故
防

止
を
図
る
た
め
、
明
和
村
高
齢
者
交
通

事
故
防
止
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
高
齢
者
（
老
人
ク
ラ
ブ
非
会

員
）
に
対
し
、
家
庭
訪
問
等
に
よ
り
個

別
に
交
通
指
導
を
行
う
交
通
安
全
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
平
成
六
年
十
二
月
二
十
日

高
齢
者
交
通
事
故
防
止

委
員
会
が
設
置
さ
れ

ア
ド
バ
イ
ザ
—
を
委
嘱

鯉沼利三郎氏

勲六等単光旭日章受章

叙勲祝賀会

付
で
二
十
二
人
の
方
に
委
嘱
し
ま
し

こ
。t
 今後

、
交
通
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は

四
季
の
交
通
安
全
運
動
期
間
を
中
心
に

活
動
を
開
始
す
る
予
定
で
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

委
嘱
さ
れ
た
交
通
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
は
、
次
の
方
々
で
す
。

0
新
井
登
志
雄
（
江
口
）

0
清
水
仁
一
（
梅
原
）

〇
鯉
沼
寛
治
（
川
俣
）

〇
奥
澤
秀
子
（
江
口
）

0
石
原
美
智
子
（
千
津
井
）

0
佐
々
木
美
智
子
（
下
江
黒
）

0
島
田
勝
栄
（
南
大
島
）

勲
六
等
単
光
旭
日
章
に
師
い
た
鯉
沼

利
三
郎
さ
ん
（
七
八
）
の
栄
誉
を
た
た
え
て

一
月
十
二
日
、
中
央
公
民
館
で
盛
大
に

叙
勲
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
の
村
長
、
村
議
会
議
長
を
は

じ
め
、
来
賓
と
し
て
地
元
選
出
の
国
会

議
員
、
そ
れ
に
村
議
会
議
員
、
区
長
、

農
業
委
員
な
ど
村
内
各
種
団
体
か
ら
百

十
人
ほ
ど
が
出
席
し
、
受
章
を
祝
福
し

ま
し
た
。

鯉
沼
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
九
年
か
ら

二
十
余
年
の
長
き
に
わ
た
り
行
政
相
談

委
員
と
し
て
活
躍
し
、
そ
の
業
績
が
認

め
ら
れ
て
受
章
さ
れ
た
も
の
で
す
。

式
は
助
役
の
開
会
の
こ
と
ば
で
始
ま

り
、
受
章
者
紹
介
、
主
催
者
の
あ
い
さ

つ
を
行
っ
た
後
、
長
年
の
労
苦
に
感
謝

を
込
め
て
、
記
念
品
と
花
束
を
贈
り
、

祝
い
ま
し
た
。

000000000000000 
高増松蓮島早坂落伊荒落原村竹吉
澤田本見田川上合藤川合口田内永

ィ
と英澄和幸幸ソ勝琴春秀正藤好公
め子子江子恵子子子子子江江美子

（
梅
原
）

（
南
大
島
）

（
大
輪
）

（
大
輪
）

（
須
賀
）

（
須
賀
）

（
斗
合
田
）

（
須
賀
）

（
南
大
島
）

（
大
輪
）

（
南
大
島
）

（
入
ヶ
谷
）

（
大
輪
）

（
上
江
黒
）

（
梅
原
）

〔
敬
称
略
〕

非喫煙者と比較しだ喫煙者の

がんによる死亡の上昇率

計画調査 (1966~1982 男）

全がん I.65倍

（全死因 I. 29倍）

肺がん4.5倍

®子宮頸がん I. 6倍

（資料）平山
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@@@@@@@@@@@@@@ 
•
た
ば
こ
の
煙
に
は
、
が
ん
遺
伝
子
を

目
覚
め
さ
せ
る
イ
ニ
シ
ェ
ー
タ
ー
と
、

が
ん
遺
伝
子
を
働
か
せ
る
プ
ロ
モ
ー
タ

ー
の
両
方
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
が
ん

予
防
の
た
め
に
は
、
禁
煙
、
せ
め
て
節

煙
が
望
ま
れ
ま
す
。

④
た
ば
こ
が
が
ん
に
及
ほ
す
影
響

た
ば
こ
に
は

1
0
0
種
類
以
上
の
発
が
ん

物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
喫
煙
者
で

は
と
く
に
肺
が
ん
、
喉
頭
が
ん
の
死
亡

率
が
高
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

ハ
ロ
ー
健
康
⑮

④
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
に
も
影
響
す

る
副
流
煙

火
の
付
い
た
た
ば
こ
の
先
か
ら
は
、

副
流
煙
と
よ
ば
れ
る
煙
が
立
ち
の
ほ
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
副
流
煙
に
は
強
い
発

が
ん
物
質
が
含
ま
れ
て
お
り
、
た
ば
こ

を
吸
う
人
の
周
囲
の
人
に
も
影
響
を
及

ぱ
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
喫
煙
者
の
夫
を
も
つ
非
喫

煙
の
妻
の
肺
が
ん
の
危
険
度
は
、
そ
う

で
な
い
人
の
約
2
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

細
胞
の
感
受
性
の
高
い
子
ど
も
時
代
に

副
流
煙
を
吸
っ
て
い
る
と
、
さ
ら
に
影

響
が
大
き
い
こ
と
を
示
唆
す
る
研
究
も

あ
り
ま
す
。

①
途
中
で
禁
煙
し
て
も
効
果
は
あ
る

喫
煙
者
が
禁
煙
を
始
め
た
場
合
、
禁

煙
期
間
が
長
く
な
る
に
つ
れ
、
肺
が
ん

の
死
亡
率
が
低
下
し
て
い
く
こ
と
が
観

察
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
ん
を
防
ぐ
に
は
、
思
春
期
か
ら
注

意
す
る
こ
と
が
理
想
的
で
す
。
若
い
細

胞
ほ
ど
感
受
性
が
高
く
、
傷
つ
き
や
す

い
か
ら
で
す
。

倍
倍
2

音

6

ー

2

5

_

 

ん

L

ん

カ
ん
カ

道
が
―
臓

食
胃
膵

膀脱がん I.6倍

雄 (1987)

平成 7 年 2 月 10 日 (12) 



車
社
会
の
現
在
。
自
分
だ
け
は
大
丈

夫
だ
と
思
っ
て
い
て
も
油
断
は
禁
物
で

す
。
万
一
に
備
え
て
現
在
加
入
し
て
い

る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
今
ま
で
に
加
入
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
方
も
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
交
通
災

害
共
済
の
契
約
は
、
三
月
三
十
一
日
で

期
限
が
切
れ
ま
す
。

④
加
入
で
き
る
方

本
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

ま
た
は
外
国
人
登
録
し
て

て
い
る
方
、

い
る
方
。

0
会
費一人

年
額
三
五
0
円
（
年
度
途
中
に

加
入
し
て
も
同
じ
で
す
）

0
対
象
と
な
る
交
通
事
故

道
路
上
で
自
動
車
、
原
動
機
付
自
転

車
、
自
転
車
、
荷
車
、
テ
ー
ラ
ー
等
に

乗
っ
て
い
て
衝
突
し
た
り
、
転
落
し
た

事
故
、
ま
た
は
、
歩
い
て
い
て
こ
れ
ら

家
族
て
加
入
し
ま
し
ょ

交
通
災
書
共
済

の
車
両
に
は
ね
ら
れ
た
り
し
た
事
故
。

◎
加
入
申
し
込
み
方
法

各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た
会
員
台
帳
兼

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
会
費

を
添
え
て
二
月
十
七
日
ま
で
に
隣
組
長

さ
ん
を
通
じ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

二
月
二
十
日
以
後
の
申
し
込
み
は
、
直

接
役
場
総
務
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

◎
見
舞
金
請
求
期
限

事
故
発
生
か
ら
二
年
以
内
に
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 一

っ

共済見舞金

` 
傷害の程度 金額

1 死 亡 し た 場 A ロ 600,000円

2 廃疾となったもの 300,000円

3 1 年以上の傷害 200,000円

4 6 カ月以上の傷害 100,000円

5 5 カ月以上の傷害 80,000円

6 4 カ月以上の傷害 60,000円

7 3 カ月以上の傷害 40,000円

8 2 カ月以上の傷害 30,000円

, 1 カ月以上の傷害 20,000円

10 1 週間以上1 カ月未満の傷害 10,000円

（通院実日数により算定します）

(13) 

第15回行政区別無事故

無違反コンク
終結果最

）レ

表
交通安全運動の一環として、 3 市町村（館林市・板倉

町・明和村）合同で実施されました第15回「行政区別無

事故無違反コンクール」（平成 6 年 1 月 1 日～ 12 月 31 日）

の結果がまとまりましたのでお知らせします。違反事故

ゼロを目指して交通安全に努めましょう。

（）は前回数字

交通事故種別 悪質違反行為
村 総事故

行政 死 重 軽 物 酒酒

汀
価9 9 ヽヽ 内 合

違反率 亡 靡 靡 <気酔 免 順 順区名
(%) 事 帯

位 位故 故 故 びい 許

件 件 件 件 件 件 件 15 95 
斗合田 105.67 1 4 2 2 (10) (51) 

13 59 
下江黒 67.61 7 1 (5) (23) 

3 19 
上江黒 36.00 4 6 (11) (53) 

8 34 
千津井 46.13 5 4 1 (13) (63) 

1 
6 30 

江日 43.61 4 6 (1) (8) 

5 26 
田島 39.54 4 4 1 (3) (14) 

2 
7 33 

南大島 44.97 1 10 5 (15) (74) 

1 
10 48 

新里 59.85 12 20 3 (4) (21) , 40 
中谷 51. 77 4 7 4 (2) (10) 

2 1 
12 55 

梅原 62.57 1 7 , (7) (30) 

1 6 
川俣 19.70 2 3 (6) (24) 

3 
14 67 

須賀 72.94 1 3 (12) (61) 

1 
1 1 50 

大輪 60.67 1 7 14 (9) (46) 

2 10 
入ケ谷 23.62 3 (14) (64) 

1 
16 96 

矢島 106.73 1 5 7 4 (16) (100) 
4 20 

大佐貫 36.01 2 2 3 1 (8) (37) 

計
平均
6 71 102 25 4 2 

55.77 

洒洋センター送迎バス
をご利用ください

村では、平成6年7月 1 日から洒洋セ

ンターヘの送迎バスを無料運行していま

す。

役場、老人福祉センター、保健センタ

ーなとに用事のある方で、交通手段のな

い方は送迎バスを利用できますので、ご
利用ください。

平成 7 年 2 月 10 日



国民年金保険料は

控除の対象に

国民年金の保険料や国民年金基金

の掛け金は、社会保険料控除として

所得控除の対象となります。

控除対象となるのは、平成 6 年中
に納めた保険料と掛け金で、納め忘

れになっていた保険料を納めた場合

や、保険料の納付を免除されていた

期間をさかのほって納めた保険料も

含まれます。

また、ご家族のために納めた保険

料と掛け金についても控除の対象と

なります。

確定申告の際には、忘れずに手続

きしてください。

なお、昨年の保険料は、下記のと

おりです。

平成 6 年の国民年金保険料

月
定 1 ~ 3 月 10,500円

額 4 ~12 月 11,100円

額
付加保険料 400円

; r 疋 額 129,990円

定額＋付加 134,670円

入札指名参加願は

3月 20日までに提出

平成 7 年度・ 8 年度の建設工事、

コンサルタント、物品等の入札参加

を希望される方は、入札参加資格審

査申請書（指名参加願）を提出して

ください。用紙は、建設省統一様式

（経営事項審査結果通知書が必要）と

し、受け付け期間は、 3 月 1 日（水）か

ら 20 日（月）までです。（郵送可）

※詳しくは、役場総務課へお問い合

わせください。

国民年金法が

改正になります

平成 7 年 4 月から国民年金法が改

正になる主な項目について、お知ら

せいたします。

慟第 3 号被保険者の届け出の特例

「特例届出期間は平成 7 年 4 月か

ら平成 9 年 3 月まで」

国民年金第 3 号被保険者の届け出

についての今回の特例は、今まで届

け出が遅れたため、あるいは届け出

をしなかったために保険料納付済期

間に算入されなかった期間がある場

合、上記届け出期間中に届け出をす

〇れば、この期間が保険料納付済期間

に算入されることになります。

0高齢任意加入の特例

65歳まで任意加入しても、加入期

間が足りないため、老齢基礎年金を
受けられない場合、昭和30年 4 月 1

日以前に生まれた方に限り、 70歳を

限度とし、受給権ができるまで国民

年金に任意加入することができます。

0年金教育資金貸付制度の創設

国民年金、厚生年金の被保険者で、

10年以上国民年金、厚生年金に加入

している方の子どもが、高校、大学

等に入学または在学する場合、入学

金、授業料、在学中の国民年金保険

料などのために教育資金を借りるこ

とができます。

※詳しくは、役場住民課へお問い合

わせください。

老人保健福祉計画推進

フォーラム開かれる

老人保健福祉計画について啓発し、

計画内容の実現を促進するために、

フォーラムを開催します。

0期日＝ 2 月 22 日（水）

圏場所＝大泉町文化むら 小ホール

圏対象者＝一般県民

圏内容＝講演会やフェスティバル

※詳しくは、邑楽福祉事務所云（73)

2141へお問い合わせください。

家庭での省エネルギー
にご協力ください

家庭の省エネルギーワンポイント

④部屋の温度は20℃を目安にしよう

④エアコンのフィルターは 2 週間に

1 回は掃除をしよう

◎電気カーペットの下にマットを敷

くと暖房効率がアップします

④電気こたつはこまめな温度調節を

しましょう

※詳しくは、東京電力合（72)4340ヘ

お問い合わせください。

困りごとファックス
相談が開設されましだ

平成 6 年12 月 1 日から（土・日・

祭日を除く）群馬県警察県民の声相

談室に、困りごとファックス相談（番

号0272(24)8888) が開設されました。

困りごと相談、悩みごと相談、要

望など遠慮なく相談してください。

くらし

の
情報・案内

定例相談
=o===o ニニニ 0 ニニ＝ o===o===o ニニニ o===o===o===o ニニニ o===o===o__ 

直西葦退法奪涸扇
◇日時＝ 3 月 10 日（釦

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝森尻弁護士

◇受 付＝ 3 月 1 日から 8 日まで受け

付けしますので総務課へお

申し込みください。定員に

なり次第締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださい。
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直喜閏胴言言蘊塁冒囀翡
=== ＝＝二＝＝＝ 0===0===0===0===0===0===0

◇日時＝ 3 月 7 日（灼

午前 9 時30分～ 10時30分受

付

◇場所＝保健センター

’三三三 2 三三三？三三三 9 三三三 2 三三三？三三三 9 三三三？三三三 9 三三三？三三三 9 三三三 2 三三三 2 三三三 9
0 二 0 二 o=o 二 0 二 0 二 o=o=o=o=o=o 二 o=o=o=o=o=o=o=o=o=o=o=o=o=o=

霞位欄僭眠叩配幽ど相談［:=o===o===o===o===o===o===o===o===o===o===o===o===o== • "—- - - - -- -- - - - - - -~ --- --- --- --- --- --- --- --
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◇日時＝ 3 月 15 日（水）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室

こ＝°ーー一 O---9---9---U---9---9---9---U ー＝— v===o===v===o= 二-----------------------------------------------------

喜羹譴麗寧直！［輝鵞IIc=o===o===o===o===o===o===o===o===o===o===o===o===o== ----------------------------- --- --- -----

◇日時＝ 3 月 16 日（杓

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

沼応：喜歪：：：忍編：：忍鵞：
◇日時＝ 3 月 16 日（杓

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

平成 7 年 2 月 10 日 (14) 



村営住宅入居者募集
0学校教育法施行規則第63条の規定 0 転入学＝高校（全日制・定時制・

に該当する者 通信制）に在籍の者

役場では、村営住宅の入居者を募

集しています。

蒼募集人員＝普通科40人（男・女） 0 0 編入学＝高校（全日制・定時制・
而入学願書等受付期間 通信制）中途退学者

唖入居資格（全てに該当する人）． 3 月 22 日（水）～ 23 日（木） ※詳しくは、群馬県立桐生女子高等

0村内に住んでいるか勤めている人

で、現在住宅に困っている人

0学力検査および面接期日 学校通信制合0277(32)2182へお問い

3 月 27 日（月） 合わせください。

0 同居家族（予定でも可）のいる人

0 入居を申し込みした日において、

家族の合計所得が基準の範囲内で

あること

0決められた日までに、村内在住の

保証人が付けられる人

圏募集している住宅

0 上江黒住宅・・・ 2 階建て耐火構造

家賃は月額20,000円

0上江黒住宅… 2 階建て耐火構造

家賃は月額23,000円

0 南大島住宅…平屋建て耐火構造

家賃は月額8,000円

0 南大島住宅…平屋建て耐火構造

家賃は月額10,000円

圏募集期限＝ 2 月 24 日（命

※詳しくは、役場建設課へお問い合

わせください。

生徒募集（定時制課程）

票立館林高等学校

[ll応募資格

0学校教育法第47条の規定に基づき、

中学校若しくはこれに準ずる学校

を卒業した者

0平成 7 年 3 月中学校卒業見込みの

者

※詳しくは、県立館林高等学校で刈72)

4307へお問い合わせください。

看護助手募集

館林厚生病院

邑楽館林医療事務組合（館林厚生

病院）では、看護助手を募集します。

圏応募資格＝ 20歳から 40歳までの者

卍職種＝看護助手

圏募集人員＝若干名

〇募集期限＝ 2 月 28 日（灼

屯提出書類＝履歴書

※詳しくは、館林厚生病院合（72)3140

へお問い合わせください。

生徒募集（通信制課程）

票立桐生女子高等学校

県立桐生女子高等学校には通信制

課程があります。男女共学の普通科

で、年齢に関係なく入学できます。

〇願書受付期間

03 月 2 日（木）から 4 月 3 日（月）まで（た

だし転入学は 3 月 31 日（命まで）

〇応募資格

0 新入学＝中学校を卒業または卒業

見込みの者

] 館林邑楽地区 館林地区

休 産婦人科 耳鼻科 内科外科

落合医院小倉医院 森下医院海宝医院
2 月 19 日

合 (72) 3160 合 (72)0606 云（73) 7776 合 (74)0811

日
根岸医院 大神医院 清河堂医院 最上医院

2 月 26 日
合 (72)3262 合 (62)2200 云（72)3070 合 (74)3763 

当
小西医院 川田（耳）医院 安楽岡医院 新橋病院

3 月 5 日
合 (86)2261 合(72)3314 合 (72)0572 合 (75)3011

番
井上(i告）医院 川村医院 横田（善）医院 慶友病院

3 月 12 日
合 (88)6300 云（72) 1337 合 (72)4970 云（72)6000

医
真中医院 川田医院 大石医院 川島脳外科

3 月 19 日
云（72) 1630 云（72)3724 云（74)2362 云（75)5511

(15) 

看護婦募集

国立沼田病院

圏応募資格＝ 21歳から 40歳までの看

護婦 (3 月卒業見込み予定者含む）

圏募集人員＝若干名

圏応募方法＝電話連絡のうえ、履歴

書、看護婦免許証を持参ください。

※詳しくは、国立沼田病院（沼田市

上原町）合0278(23)2181へお問い合

わせください。

結婚相談

嘱託職員募集

村の次代を担う後継者づくり

の一環として結婚相談所を開設

しておりますが、この嘱託職員

を募集します。

◎応募資格＝結婚相談に熟意の

ある方

◎募集人員＝若干名

◎募集期限＝ 3 月 25 日

※詳しくは役場総務課へお問い

合わせください。

※◎ • 
千代田 赤文i 人祝

板倉地区
明和地区

更科日
にのは

なにみ: る限一

館林地区と 竹越医院 ；り
同じです。 合 (84)3137 あ診療時 病生院

り間 — 
まは 合

館林地区と 館林地区と ：ょ (72) 3 
同じです。 同じです。 で 1 I 

冒 7 4 

゜しで ヽ

石山医院 館林地区と てで が

かす゚ 担
合 (82)0103 同じです。 ら 当

呑ロ戸グ し
ま

し す
橋本医院 小西医院 て ゜
合 (82) 1150 合(86)2261 < ^ 汀だ

さ
し‘ 着゜館林地区と 館林地区と

同じです。 同じです。 喜

平成 7 年 2 月 10 日
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（わが家の） ⑮ 
（アイドル）

正利 冒
代行 奎tt
汀：太fこ
; 3<  

男］ん
ヽ

（大佐貫）

自転車に乗って、妹と一緒にお散歩したり、おもちゃ

のショベルカーやダンプカーに乗って遊ぶのが大好きな

男の子です。

将来は「素直で思いやりのある大きな心を持った子に

育ってほしい」とお母さん。
（（（（く（（く（（（（く（＜＜

車に乗って遊んでいる奎太くん

村の人口と世帯
2月 1 日現在

世帯数 3 I 124戸

人口総数 I I, 396人

男 5,731 人・女 5,665人

(1 月中の動き）

出生 7 人・死亡 9 人

転入 42人・転出 30人

1 月の救急車出動回数
●交通事故 6 件

●急病 19 件

•その他 4 件

●計 29 件

⑨ ®e)お⑨®匡）⑳------ -----
明和東J Bスポーツ少年団

代表渋谷和雄

原
口
文
江

あ
令

庭
の
隅
に
植
え
し
林
檎
の
初
成
り
が
杏

大
に
育
ち
色
づ
き

初
江

明
和
村
短
歌
研
究
会

明
和
東
J
B

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、

昭
和
五
十
九
年
に
篠
原
監
督
の
も
と
発

足
し
ま
し
た
。
明
和
村
で
最
初
に
少
年

野
球
チ
ー
ム
が
県
大
会
に
出
場
し
た
の

が
昭
和
六
十
一
年
夏
の
こ
と
で
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
六
十
三
年
に
も
出
場
し

た
伝
統
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
す
。

差
し
出
せ
ば
手
の
触
る
る
ま
で
近
よ
り

て
静
か
に
泳
ぐ
臼
鳥
の
群
れ福

田

そ
し
て
、
平
成
元
年
に
篠
原
さ
ん
か

ら
私
（
渋
谷
）
に
監
督
が
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
さ
れ
ま
し
た
。

少
年
野
球
は
指
導
者
の
資
質
で
左
右

さ
れ
ま
す
。
試
合
に
出
場
す
る
の
が
目

標
で
入
部
し
て
く
る
子
ど
も
た
ち
に
、

そ
れ
な
り
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
、
競
い

合
い
、
助
け
合
い
、
励
ま
し
合
い
な
が

ら
仲
間
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

野
球
を
通
し
て
健
全
な
身
体
を
作
り
、

チ
ー
ム
プ
レ
ー
の
中
で
連
帯
感
、
責
任

感
な
ど
、
人
間
の
基
本
的
資
質
を
養
い
、

野
球
が
人
間
と
し
て
成
長
す
る
と
こ
ろ

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

野
球
は
勝
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
チ
ー
ム
の
事
情
で
必
ず

し
も
勝
て
る
力
が
な
い
チ
ー
ム
も
あ
り

日
頃
、
一
生
懸
命
練
習
し
た
成
果
を
試

合
で
全
部
出
せ
る
と
こ
ろ
に
達
成
感
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

野
球
の
好
き
な
子
ど
も
た
ち
仲
間
に

入
り
ま
せ
ん
か
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

妻
抱
き
て
夜
の
路
上
に
泣
じ
ゃ
く
る
訣

別
の
さ
ま
ラ
イ
ト
が
照
ら
す

泉
田

屑
入
れ
は
芥
と
共
に
緋
と
燃
え
て
黒
煙

靡
＜
師
走
の
空
に

カ
ン
ト
リ
ー
タ
く
ぐ
る
道
運
び
ゆ
け
ば

籾
高
積
み
の
ト
ラ
ッ
ク
列
な
す野

本
み
ね
子

舗
装
路
を
爪
先
立
て
て
通
り
行
く
今
朝

の
温
度
を
子
等
は
言
い
つ
つ

原
口
美
津
子

奈
良
照
子 政

子

平成 7 年 2 月 10 日

1
1

あ
め
で
だ
1
1

（
敬
称
略
）
し
⑱

し

氏
名
父
母
名
続
柄
地
区
脳
旺
さ

だ

松
橋
泰
仁
頂
メ
リ
葎
二
男
大
佐
貫
％
＜

て

立
川
阿
希
這
ゆ
に
二
女
梅
原
％
出

し

高
田
精
也
碩
ゅ
げ
三
男
江
口
％
申際

吉
永
叩A
c輝
立
二
男
梅
原
属
に

出

今
泉
叩
災
パh

二
女
江
口
届
の

早
瀬
凌
町
旦
子
長
男
中
谷
沿
届

奥
澤
一
樹
照
章
江
三
男
新
里
沿
は

方

1
1

あ
く
や
み
1
1

（
敬
称
略
）
いな

氏
名
年
齢
世
帯
主
地
区
J
H
E

B
Lれさ望

長
島
重
五
郎

7
9
シ
モ
矢
島
％

松
本
忠
吉

6
7
一
枝
中
谷
％
希

を載

大
津
清
治

6
9
政
則
矢
島
％

安
原
喜
重
8
6

八
平
須
賀
属
掲

※
 

須
加
辰
五
郎

7
3

昇
須
賀
％

松
本
操
4
6
恒
子
田
島
％

久
保
田
喜
一
6
9

恩
田
守
茂
梅
原
犀

吉
田
金
次

8
7
千
代
川
俣
込

波
多
腰
ユ
キ
ヱ
8
7
石
井
仁
市
南
大
島
泊

坂
庭
他
七

8
8
稔
夫
矢
島
兄

尾
花
ち
さ

8
8
満
男
大
輪
沿

（
会
月
の
納
め
）

国
民
年
金
保
険
料
と
水
道
料
金
の
納

入
月
で
す
。
納
期
限
は

2
8日
で
す
。
期

限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

＿
編
集
後
記
一

「
広
報
め
い
わ
」
の
四
百
号
を
記
念
し
て
、

四
人
の
読
者
に
原
稿
を
依
頼
し
、
私
が
初
め
て

原
稿
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
と
き
、
胸
を
打

つ
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

毎
月
、
隅
々
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
広
報
紙

を
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
そ
の
人
の
気
持
ち

を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
⑱
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みんなの -..... 

国民年金
人
生
8
0
年
時
代
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら

の
長
舟
社
会
で
は
、
若
い
こ
ろ
か
ら
老

後
の
生
活
設
計
を
考
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
老
後
へ
の

備
え
や
病
気
や
け
が
な
ど
で
働
け
な
く

な
っ
た
と
き
の
保
障
を
、
一
人
ひ
と
り

の
力
で
行
う
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
制
度
は
、

現
役
の
世
代
が
お
年
寄
り
の
暮
ら
し
を

支
え
て
い
く
世
代
間
の
助
け
合
い
の
制

度
で
す
。
皆
さ
ん
で
支
え
あ
っ
て
、
豊

か
な
老
後
を
築
こ
う
と
設
け
ら
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

年
金
は
世
代
と

世
代
の
助
け
合
い

｀曇璽：

国民年金に加入の届け出をして

保険料を納めなければなりませ

ん。加入の届け出は、役場の住

民課の窓口です。

※病気、入院、失業、営業不振

などで、所得がなくて保険料 I<ニコ
を納めるのが困難な人は、住
民課の窓口に申請してくださ

い。承認されますと保険料の

納付が免除される制度があり

ます。

あなたは、第 1 号被保険者です。
●全日制の学生（各種学校の生徒も含む）。

●農業・自営業者・自由業者。

●勤務先に年金制度がない。

勺 •配畔（夫または妻）が厚生年金i磁、

ヽ覧点言三：：｀：：。力あ
あなたは第 2 号被保険者です。

国民年金に加入の届け出は不要

です。

保険料は、厚生年金保険、共済
組合から必要な額だけ拠出金と I<二］
してまとめて支払われますので、

納める必要はありません。 1
 

●会社、官公庁に勤めていて、勤務先で

厘生年金保険、共済組合に加入してい

ます。

国民年金に加入の届け出が必要

です。

保険料は、配偶者（夫または妻）
の加入している年金制度でまと
めて負担しますので、納める必

要はありません。 1ぐ二l
届出書は、役場の住民課の窓ロ

に用意してあります。健康保険
証と配偶者の年金手帳または共

済組合員証、印かん、本人の年

金手帳を持参してください。

あなたは、第 3 号被保険者です。

●配偶者（夫または妻）が会社・官公庁

に勤め、厚生年金保険、共済組合に加

入していて、その扶養になっています。

※主にサラリーマンの奥さん。

国民年金に加入の届け出をして

保険料を納めます。加入の届け 1令コ
出は、役場の住民課の窓口です。

あなたは希望して加入することができます。

●厚生年金保険、共済組合から老齢また

は退職年金を受けている。

（任意加入者）

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
た
ち

• 

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
2
0歳
以
上
6
0歳
未
満
の
人
た
ち

目
茎
祗
'
’

平成 7 年 3 月 10 日 (2) 



ー結婚・就識・転識、その特々の届け出をあ忘れなく一

20歳になったとき国民年金
自営業や学生の方などは、必ず加

入の届け出を（厚生年金保険・共
●必要なもの 印かん、

に加入を
済組合の加入者を除く）。

学生証

会社などに勤めるようにな
扶養している配偶者かいる人は ●必要なもの 印かん、

ったら届け出を
合わせてサラリーマンの妻の届 本人配偶者の年金

け出を 手帳、健康保険証

会社などをやめたら国民年 扶養している配偶者がいる人は
●必要なもの 印かん、

金加入の届け出を 合わせて届け出を
本人配偶者の年金

手帳、離職証明書

住所・氏名が変わったとき
住民票の届け出と同時に届け出 ●必要なもの 印かん、

を 年金手帳

付加保険料の納付を希望す
第 1 号被保険者で希望する人が

るとき
月額400円を納めます。（国民年金

●必要なもの 印かん、

基金加入者は除く）
年金手帳

第 3 号被保険者の配偶者か 厚生年金保険←→共済組合
●必要なもの 印かん、

本人・配偶者の年金

会社などを変わったら 共済組合←→共済組合 手帳、健康保険証、

離職証明書

厚生年金保険・共済組合の
結婚したときや減収のとき

●必要なもの 印かん、

加入者の扶養になったとき
本人・配偶者の年金

手帳、健康保険証

厚生年金保険・共済組合の ●必要なもの 印かん、

加入者の扶養からはずれた 離婚したときや増収のとき
本人配偶者の年金

とき
手帳、扶蓑離脱の年

月日の証明書

学
生
の
皆
さ
ん
も

2
0歳
に
な
っ
た
ら

加
入
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
3

年
4
月
1

日
か
ら

2
0歳
以
上

の
学
生
の
皆
さ
ん
も
国
民
年
金
の
加
入

が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

2
0歳
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
け
が
や
病
気
で
障
害
者

に
な
っ
た
と
き
は
、
障
害
の
程
度
に
よ

り
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、

6
5歳
か
ら
満
額
の
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
る
た
め
に
も
、

2
0歳
に
な

っ
た
ら
必
ず
加
入
の
手
続
き
を
し
ま
し

ょ
う
。

サラリーマンの奥さん／
ご主人の健康保険の被扶養者になつだとき、まだは被扶養

者でなくなつだときなとは、役場住民課窓□へ届け出が必要

です。

結婚したり、 収入が減ったりしたときは…？

サラリーマンと結婚して、

ご主人に扶養されるように

なったとき

あなたの収入が減って、こ·.

主人に扶養されるようにな

ったとき

こんなときは必す届け出を／

` あなたは

1 第 1 号被保険者 1 から

ベヨ号被保険者 I
となります

主人が会社なとを変わったときは…？

ご主人の加入する年金制度が転職などで変わったとき

（厚生年金←→厚生年金）

（厚生年金←→共済組合）

あなたは

1 第3号被保険者 1 から

ベヨ号被保険者 I
となります

主人が定年退職したときや、

ご主人が定年等により会社

を退職したとき

収入が増えたときは…？

あなたの収入が増えてご主

人から扶養されなくなった

とき、または離婚したとき

会社を退職したんだけと…？
会社・官公庁などを退職して、こ＇主人に

扶養されるようになったとき

なお、ご主人に扶養されない場合は、第

1 号被保険者となります。

会社に勤めたんだけと…？

’ 
あなたが会社・官公庁などで働くように

なったとき

あなたは

1 第3号被保険者 1 から
1 第 1 号被保険者 I

となります

あなたは

1 第E！号被保険者 1 から
1 第 53号被保険者 I

となります

あなたは

1 第3号被保険者 I から
1 第E！号被保険者 I

となります

(3) 平成 7 年 3 月 10 日



(3)年金額計算式

害

基

礎

年

780,000円
保険料納付済月数十（保険料免除月数 x½)

加入可能年数 X 12月

金

老
①
受
け
ら
れ
る
条
件

2
5年
以
上
加
人
（
納
付
）
し
た
人
が
、

に
な
っ
た
と
き
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
年
金
額

2
0
歳
か
ら6
0歳
ま
で
の
4
0年
間
加
入
（
納
付
）

し
た
人
は
満
額
の

7
8万
円
、
保
険
料
の
滞
納
期

間
が
あ
る
人
は
、
滅
額
さ
れ
ま
す
。

（
注1
)
…
保
険
料
納
付
済

月
数
に
は
、
厚

生
年
金
や
共
済

組
合
の
加
入
月

数
も
合
算
さ
れ

ま
す
。

加
入
可
能
年
数

は
、
生
年
月
日

に
応
じ
て

2
5

年
＼
4
0年

0
大
正
1
5年
4

月
2

日

1

昭
和
1
6年
4

月
1

日
生

ま
れ
：
2
5年
1
3
9年

0
昭
和
1
6年
4

月
2

日
生

ま
れ
か
ら

4
0年

④
障
害
を
負
つ
だ
と
き
の
備
え

障
①
受
け
ら
れ
る
条
件

病
気
や
け
か
な
ど
で
障
害
者
と
な
っ
た
場
合
、

保
険
料
の
滞
納
期
間
が
加
入
期
間
の
3

分
の
1

（
注2

齢

基

礎

年

（
年
金
額
は
平
成6
年
度
価
格
）

④
老
後
の
安
定
し
だ
生
活
を
支
え
る

6
5歳
金

遺
族
基
礎
年
金

以
下
の
と
き
、
た
だ
し
、
障
害
の
状
態
が
国
で

決
め
ら
れ
た
障
害
の
範
囲

(
1級
・
2

級
）
で

あ
る
と
認
定
さ
れ
た
と
き
。

②
年
金
額

1

級
…
9
7
万
5
,
0
0
0
円

2

級
…
7
8万
円

0
子
の
加
算
額

1

人
・
2
人
の
と
き
、

1

人
に
つ
き
2
2
万4
,

4
0
0

円
、
3

人
目
以
降
、
1

人
に
つ
き
7

万

4
,
8
0
0

円

（
子1
1
1
8
歳
未
満
の
子
ま
た
は
2
0
歳
未
満
の
障
害

の
あ
る
子
）

④
働
き
手
が
死
亡
し
だ
と
き

田
受
け
ら
れ
る
人

死
亡
し
た
人
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て

い
た
子
の
あ
る
妻
ま
た
は
子

②
受
け
ら
れ
る
条
件
（
次
の
い
ず
れ
か
）

0
死
亡
し
た
人
の
保
険
料
の
滞
納
期
間
が
加
入

期
間
の
3
分
の
1

以
下
の
と
き

0
死
亡
し
た
人
が
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ

る
条
件
を
満
た
し
て
い
る
と
き

③
年
金
額

①
妻
と
子
ど
も
の
数
に
よ
る
年
金
額

0
1
人
の
と
き
…

1
0
0
万
4
,
4
0
0

円

0
2
人
の
と
き
…

1
2
2
万
8
,
8
0
0

円

0
3
人
の
と
き
…

1
3
0
万
3
,
6
0
0

円

②
子
ど
も
の
み
の
数
に
よ
る
年
金
額

0
1
人
の
と
き
…

7
8万
円

0
2
人
の
と
き
…

1
0
0
万
4
,
4
0
0

円

0
3
人
の
と
き
：
・
1
0
7
万
9
,
2
0
0

円

（
子1
1
1
8
歳
未
満
の
子
ま
た
は
2
0
歳
未
満
の
障
害

の
あ
る
子
）

受給資格期間のある人が、 60歳あるいは65歳になると老齢基礎年金

などが支給されます。 2 つ以上の年金制度に加入していた人は、最後

に加入していた年金制度によって請求先が違います。

加入していた年金制度 請求する年金

国民年金にのみ加入していた人 老齢基礎年金

厚生年金に加入していた人 老齢厚生年金 最後に勤務した会社の
管轄社会保険事務所

共済組合にのみ加入していた人 退職共済年金

初診日において

加入していた

年金制度

国民年金

厚生年金

共済組合

主
月
''"" 

役場住民課

求 先

共済組合

病気やけかで初めて医師

にかかった日（初診日とい

います）から 1 年 6 カ月経

った時点で、基準以上の障

害が残ったときは障害基礎
年金などカ，X給されます。

請求する年金

障害基礎年金

障害基礎年金

障害厚生年金

障害基礎年金

障害共済年金

年金に加入していた人が

死亡したときは、その人の

遺族（配偶者や子など）に

遺族基礎年金など力，X給さ
れます。

請求先 請求する年金

死亡者か

加入していた

年金制度

役場住民課

共済組合

遺族基礎年金 国民年金

遺族基礎年金

遺族厚生年金
厚生年金

遺族基礎年金

遺族共済年金
共済組合

■年金の支払月（年 6 回）．． 2 月、 4 月、 6 月、 8 月、 10 月、 12 月

9年金の請求先は I
年
金
の
請
求
先
は
、
加
入
し
て
い
た

年
金
制
度
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

す
べ
て
の
年
金
は
、
受
け
ら
れ
る
資

格
が
あ
っ
て
も
、
本
人
の
請
求
が
な
け

れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず

に
役
場
や
社
会
保
険
事
務
所
な
ど
に
請

求
し
ま
し
ょ
う
。

年金を受けている人の主な手続き

こんなとき 届書名 提出時期

引き続き年金を受けるとき 現況届 毎年誕生月

住所を変えたとき
住所・支払

そのつど
年金の受取場所を変えると 機関変更届

き

年金を受けている方か亡く 未支給年金
14 日以内

なったとき 裁定請求書

二つ以上の年金か受けられ 年金受給選 受けられるよう

るようになったとき 択申出書 になったとき

※支払機関だけの変更は、ご遠慮ください。

平成 7 年 3 月 10 日 (4) 



投

票

日

4
 

月
, 
日

3月31 日告示

群馬県議会議員選挙

四
月
九
日
⑪
は
、
群
馬
県
議
会

議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
今
後

の
県
政
の
方
向
を
決
め
る
大
切
な

選
挙
、
私
た
ち
の
貴
重
な
一
票
を

県
政
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

投 票 所（表ー①）

第 第 第 第 第 第 第

屡饂7 6 5 4 3 2 1 

< <, 長且 饂長 息 霰且
入 儡ヽ ヽ [ 覧 上

囚田ケ

閾クロヽ
贋

の

裏ロヽ羹 塁 の

五非 ] 
投

鯰の

鷹
森貫 晶 黒．．、 方芭ヽ

の 江
の

晶 ロ 贔 区
の

閏旦 i或
の

鯰
大 西 転 農 商 東 下

1左
作 構

江 投小 促 改 小
工

只m 進 善 黒
f本 1本 示華

東 研 セ 集

育 修 ン
メコ

ニ円
光 荷 P斤

施 夕

寺 館 吾n几又 I 館 館 所

二
十
歳
以
上
（
昭
和
5
0
年
4
月
1
0
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
で
、
平
成
6
年

1
2
月
3
0
日
以
前
(
1
2
月
3
0
日
付
で
転
入

届
を
し
た
人
を
含
む
）
か
ら
、
明
和
村

内
に
引
き
続
き
住
所
を
有
し
、
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

投
票
時
間
は
、

6
時
ま
で
で
す
。

投
票
に
出
か
け
る
と
き
は
、

場
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

午
前
7

時
か
ら
午
後

必
ず
入

投
票
所
は
7

カ
所
で
す

投
票
所
は
、
村
内
7

カ
所
に
設
け
ら

れ
ま
す
。
（
表
ー
①
）

投
票
所
名
は
、
入
場
券
に
記
載
し
て

投
票
所
入
場
券
は
、
郵
送
し
ま
す
。

入
場
券
の
届
か
な
か
っ
た
人
は
、
村
選

挙
管
理
委
員
会
（
役
場
総
務
課
内
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

印
か
ん

投
票
は
午
前
7

時
か
ら

午
後
6

時
ま
で
で
す

投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
や
む

を
得
な
い
事
情
の
た
め
、
投
票
所
で
投

票
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
は
、
前
も

っ
て
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

◎
期
間
1
1
3

月
3
1
日
⑥
か
ら
4
月
8

日

由
ま
で
の
9
日
間

④
時
間
1
1

午
前
8
時
3
0
分1
午
後
5
時

④
場
所
1
1

役
場

◎
持
参
す
る
も
の
1
1

入
場
券
、

不
在
者
投
票
は
3

月

3
1日

か
ら
4

月
8

日
ま
で
で
す

郵投

票
所
入
場
券
は

送
し
ま
す

投
票
の
で
き
る
人
は

次
の
と
お
り
で
す

あ
り
ま
す
の
で
、
よ
く
確
か
め
て
か
ら

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

四
月
か
ら
缶
月
第
ニ
・
第
四

土
曜
日
が
休
業
日

月
l
且

E
I
旦

＇
目
山

平
成
七
年
四
月
か
ら
、
幼
稚
園
、
小

学
校
、
中
学
校
に
お
い
て
毎
月
の
第
二

土
曜
日
と
第
四
土
曜
日
を
休
業
日
と
す

る
月
二
回
の
学
校
週
五
日
制
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
二
十
一
世
紀
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、
学
校
週
五
日
制
は
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
が
そ
れ
ぞ
れ

の
も
つ
教
育
の
役
割
を
分
担
し
、
子
ど

も
た
ち
の
望
ま
し
い
人
間
形
成
を
図
る

こ
と
を
目
指
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

一
、
ね
ら
い

学
校
週
五
日
制
は
、
子
ど
も
た
ち
に

自
由
に
過
ご
せ
る
時
間
を
確
保
し
、
ゆ

と
り
あ
る
生
活
の
中
で
、
家
族
の
ふ
れ

あ
い
を
深
め
、
身
近
な
自
然
に
ふ
れ
た

り
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
の
社
会
体
験
を
す
る
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
の
よ
さ
に
気
付
き
、

自
ら
考
え
主
体
的
に
判
断
し
行
動
で
き

る
資
質
・
能
力
を
養
う
こ
と
に
あ
り
ま

す
。

二
、
学
校
の
対
応

学
校
で
は
、
教
育
課
程
の
基
準
に
従

い
授
業
時
数
の
運
用
、
指
導
内
容
、
指

導
方
法
の
全
体
に
わ
た
る
工
夫
改
善
を

一
層
進
め
て
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
負

瓢
＿
ー
[
-

担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

ま
た
、
休
業
日
な
ど
に
子
ど
も
た
ち

と
地
域
社
会
の
方
々
が
取
り
組
む
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
の
活
動
に
は
、
学
校
の
施
設

等
が
利
用
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

三
、
家
庭
や
地
域
社
会
の
理
解
と
協
力

学
校
週
五
日
制
は
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
教
育
機
能
を
発
揮
す
る
中
で
、
子

ど
も
た
ち
の
生
活
に
ゆ
と
り
を
持
た
せ
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
子
ど
も
た
ち
が
自
ら

考
え
主
体
的
に
判
断
し
、
行
動
で
き
る

資
質
や
能
力
を
身
に
つ
け
る
よ
う
に
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
の
で
、
家
庭
、

地
域
社
会
の
方
々
の
理
解
と
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

(5) 平成 7 年 3 月 10 日



かわいい衣装で踊っている東保育園児

ヽ
、

A

,
«
ヽ
·

\ 

僑青圃
高ゆうき舎

手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
一
年
間
の
わ
が
子
の
成

長
ぶ
り
を
見
よ
う
と
、
お
母
さ
ん
や
お

父
さ
ん
な
ど
大
勢
詰
め
か
け
、
ビ
デ
オ

や
カ
メ
ラ
に
収
め
て
、
わ
が
子
の
「
晴

れ
姿
」
に
、
盛
大
な
声
援
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
老
人
二
十
人
余

り
も
招
待
を
受
け
、
き
ら
び
や
か
な
衣

装
を
着
け
て
「
お
ゆ
う
ぎ
」
す
る
園
児

た
ち
に
、
熱
い
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し

こ
。t
 

ハッスルして演じている西保育園児

二
月
、
中
央
公
民
館
で
各
保
育
園
（
東

・
中
央
・
西
保
育
園
）
が
「
お
ゆ
う
ぎ

会
」
を
行
い
、
園
児
た
ち
は
舞
台
い
っ

ぱ
い
に
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

入
園
し
た
ば
か
り
の
時
は
「
泣
き
ベ

そ
」
を
か
い
て
い
た
園
児
た
ち
も
、
今

で
は
す
っ
か
り
園
生
活
に
慣
れ
、
「
お
ゆ

う
ぎ
」
を
披
露
す
る
ま
で
に
成
長
し
ま

し
た
。

園
児
た
ち
は
、
こ
の
日
に
備
え
て
一

カ
月
余
り
前
か
ら
練
習
し
て
き
た
成
果

を
、
力
い
っ
ぱ
い
演
技
し
、
盛
ん
な
拍

児園育保東るとをズポヽーししヽこつ
ヽ力

~' 

毎
必
り
4
坦
F
り
・
ユ

平成 7 年 3 月 10 日 (6) 



江戸の華より「火消し」の演技をした西保育園児

合奏・合唱を行う中央保育園児

思い思いのポーズで演じている東保育園児

わが子の晴れ姿に盛大な声援を送る父母

国

~tr 
_\'~ 6··:ヽ

雨物語を演じた西保育園児

(7) 

ー← --

演技が終わりポーズをとっている中央保育園児

図

平成 7 年 3 月 10 日



名演技t披霞した幼稚圃の発表会
東・中央・西幼稚園で 2 月、「生活発表会」が行われました。

この発表会は、 1 年の成長ぶりをお母さん、お父さんに見

てもらおうと開かれたものです。

園児たちは、趣向をこらした衣装に身をつつみ、名演技を

披露し、盛んな拍手を浴びていました。

合唱を行っている中央幼稚園児

「桃太郎」の劇を演じている東幼稚園児
ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・·· •一・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・··•一•一・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・

平成 5 年に続いて村内から、 10万枚に 1 枚の確率で当たる

l 等のハッピー賞が当たりました。この幸運を射止めたのは、

中谷の坂上匡良さん。川俣郵便局で100枚購入した 1 枚で、書

き損じてしまったはがきでした。

坂上さんは、 1 月 16 日の新聞を見て、 1 等に当たっている

ことに気付き、驚いたそうです。 1 等賞品の中から衛星放送

内蔵型テレビを選び 2 月 10 日、川俣郵便局長から贈られまし

た。

年賀はがきで 1 等賞当たる

むのち
わだL9

地域の話題なと身近な情報を広報係まで

お寄せください。まだ掲載されだ写真は

差し上げますので、役場企画課までご連

絡ください。 役場合84-3111

な

元気よくエアロビクスを行っている西幼稚園児

河川愛護団体として

表彰されました

表彰状を手にする会長の新井さん

村体育施設利用団体協議会（会長 新井登志雄さ

ん・会員47団体・ 1,191人）は、多年にわたり河川愛

護・美化運動などに尽力し、その功績が認められ、

群馬県知事および群馬県河川協会長の連名で表彰さ

れました。
川俣郵便局長から受け取る坂上さん（左）

平成 7 年 3 月 10 日 (8) 



1-43人が新たな決意を

真剣な表情で式にのぞむ 2 年生

二
月
四
日
、
中
央
公
民
館
で
立
春
式

が
行
わ
れ
、
大
人
へ
の
階
段
を
登
り
始

め
た
明
和
中
学
校
の
二
年
生
百
四
十
三

人
は
、
自
ら
将
来
に
望
ん
で
志
を
立
て
、

次
代
の
社
会
を
担
う
も
の
と
し
て
誇
り

と
責
任
を
自
覚
し
、
そ
の
暉
か
し
い
未

米
を
自
ら
ひ
ら
き
、
希
望
に
満
ち
て
生

き
る
こ
と
の
で
き
る
健
全
な
心
身
を
つ

く
ろ
う
と
、
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

式
は
ま
ず
、
瀬
下
教
育
委
員
長
の
開

式
の
辞
で
始
ま
り
、
国
歌
斉
唱
、
そ
し

て
式
辞
を
野
木
村
教
育
長
が
述
べ
た
後
、

二
年
生
の
代
表
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。村

長
、
館
林
警
察
署
長
、
村
議
会
議

長
ら
来
賓
か
多
数
出
席
し
祝
辞
を
述
べ

る
と
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
「
激
励
の
こ
と
ば
」
を
三
年

生
を
代
表
し
て
樽
見
昭
君
が
、
対
し
て

「
お
礼
の
こ
と
ば
」
を
二
年
生
を
代
表
し

て
佐
瀬
美
和
子
さ
ん
が
述
べ
て
、
式
は

終
了
し
ま
し
た
。

式
終
了
後
、
福
島
武
さ
ん
（
本
村
顧

問
弁
護
士
）
を
招
き
「
ほ
く
ら
の
少
年

時
代
と
い
ま
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

，ヽ•

一，亨―..,..、··

祝辞を述べる斎藤村長

(9) 
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活
動
に
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
に
一
生
一

；
ー
懸
命
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
i

ー
まと

J
環
君
ま
た
、
残
り
少
な
い
義
務
教
育
で
何
一

一
こ
―
「
一
｀
ィ
昭
を
学
び
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
た
ら
i

生

そ
し
て
、
自
分
の
将
来
に
向
か
っ
て
一

励
£
呻
呻
汀
[
l
:
]

□
よ
う
な
人
一

の
―

r
L
、
g
J
・
ょ
い
か
を
考
え
、
自
分
の
行
動
に
責
任
i

薇i立
春
式
を
迎
え
た
二
年
生
の
皆
さ
ん
、
一
歩
ず
つ
前
進
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
i

ご
Q
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
人
へ
の
そ
の
第
一
歩
と
し
て
三
年
生
に
な
る
と
、
一

i
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
皆
さ
ん
の
心
の
自
分
の
進
む
べ
き
道
を
選
ぶ
進
路
選
択
i

i
中
は
、
新
た
な
決
意
で
い
っ
ぱ
い
の
こ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
i

：
と
と
思
い
ま
す
。
な
問
題
や
悩
み
が
生
じ
て
く
る
か
も
し
一

i
振
り
返
れ
ば
一
年
前
の
今
日
、
僕
た
れ
ま
せ
ん
が
、
今
日
の
こ
の
気
持
ち
を
i

：
ち
も
皆
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
大
人
へ
の
心
に
刻
み
、
一
っ
ひ
と
つ
乗
り
越
え
て
一

i
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
の
皆
さ
i

i
ら
は
、
皆
さ
ん
が
中
学
校
最
高
学
年
と
ん
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
頑
張
i

i
し
て
下
級
生
を
リ
ー
ド
し
、
勉
強
に
部
っ
て
く
だ
さ
い
。
i

•
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
ヽ
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ま
も
満
足
に
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
一

；
ー
ん
ー
と
表
さ
せ
ん
。
私
た
ち
は
幸
せ
な
こ
と
に
、
ニ
ー

[
8戸
]
]
[
]
e

口

一
本
日
は
、
私
た
ち
の
た
め
に
こ
の
よ
に
し
て
、
私
た
ち
が
果
た
す
べ
き
責
任
一

i
う
に
盛
大
な
立
春
式
を
催
し
て
い
た
だ
や
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
強
一

：
き
、
ま
た
、
村
長
さ
ん
を
始
め
多
く
の
く
も
っ
て
、
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
一

i
ご
来
賓
の
方
々
に
は
お
忙
し
い
中
、
ご
う
に
一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
き
た
い
と
i

i
臨
席
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
思
い
ま
す
。
i

i
ざ
い
ま
し
た
。
生
徒
一
同
を
代
表
し
て
ま
た
、
ど
ん
な
困
難
も
乗
り
越
え
ら
i

：
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
れ
る
よ
う
な
強
い
精
神
力
と
体
力
を
身
i

一
私
た
ち
は
、
両
親
を
始
め
多
く
の
方
々
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
一
生
懸
命
頑
張
i

i
の
温
か
く
見
守
る
中
で
十
四
年
間
を
過
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
―

ご
）
し
て
き
ま
し
た
。
身
体
は
大
き
く
成
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
と
こ
ろ
が
多
い
私
一

i
長
し
た
も
の
の
、
心
の
中
は
ま
だ
幼
く
た
ち
で
す
が
、
今
後
と
も
温
か
い
ご
指
i

盃
回
り
の
方
々
の
援
助
が
な
く
て
は
、
何
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
一
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、
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.
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.
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.
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.
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あ
り
か
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

二
月
二
十
―
一
日
村
に
百
万
円
を

荒
井
清
さ

（
荒
井
建
設
掬
代
表
取
締
役
）

村
に
百
万
円
寄
付

荒
井
さ
ん
は
、
平
成
六
年
秋
の

褒
章
で
、
黄
綬
褒
章
を
受
章
し
た

記
念
に
と
―
一
月
二
十
一
日
、
村
に

百
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

村
で
は
、
高
額
な
寄
付
に
感
謝

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
か
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

圏
日
本
キ
ャ
ン
バ
ッ
ク

村
に
百
万
円
寄
付

株
式
会
社
日
本
キ
ャ
ン
ノ
ぃ
ク

（
本
社
・
東
京
都
千
代
田
区
・
代
表

取
締
役
渡
辺
久
一
さ
ん
）
は
、
本

村
か
平
成
七
年
三
月
一
日
で
合
併

四
十
年
を
迎
え
る
こ
と
を
祝
し
て

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

村
で
は
、
高
額
な
寄
付
に
感
謝

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
有
効
に ん

④明和村体育指導委員会委員一同 50,000円

④館林交通安全協会明和地区協議会役員ー同40,000円

④明和村社会教育委員会委員ー同 20,000円

0 日興リカ昧、 日興エスシー（樹従業員ー同 106,000円

④明和消防団第一•第二•第三分団ー同 90,000円

④関根シート工業所 10,000円

④明和村野球協会•特殊電装野球部ー同 10,000円

④奈良原勇三郎さん（千津井） 10,000円

④明和村グラウンドゴルフ協会会員一同 47,911 円

④新里やろう会一同 20,000円

④明和村ゲートボール協会会員一同 39,500円

④明和村剣友会一同 3,000円

④明和テニスクラブー同 5,000円

④コウカプラント昧 100,000円

④明和村バレーボール協会一同 22,855円

④明和村母子保健推進員協議会ー同 20,100円

④明和村食生活改善推進員協議会一同 17,701 円

④明和村交通指導員一同 8,000円

◎明和村傷痰軍人会一同 2,000円

④明和村遺族会ー同 168,700円

④明和村老人クラブ連絡協議会ー同 643,240円

④明和村ボランティア連絡協議会一同 101,780円

④明和村心身障害児者療育父母の会ー同 43,800円

日本赤十字社明和村分区で 2 月 1 日から 28

日までの受付状況は、次のとおりです。ご協

力ありがとうございました。

④入ケ谷区民一同

④須賀区民ー同

④江口区民一同

④田島区民ー同

④千津井区民一同

④大輪区民一同

④下江黒区民一同

④斗合田区民一同

④矢島区民ー同

④上江黒区民ー同

④大佐貰区民一同

④川俣区民一同

④新里区民一同

④中谷区民ー同

④南大島区民一同

④梅原区民ー同

O（株サンポリ

④（樹サンポリ社員ー同

④役場住民課等窓日分

2 月 28 日現在・累計

24,600円

69,200円

87,872円

117,900円

91,490円

69,100円

39,300円

47,151 円

74,555円

68,650円

120,741 円

47,400円

281,964円

229,180円

300,843円

128,000円

100,000円

92,242円

41,476円

7,625,341 円

◎登録手数料…3,000円

④注射済票交付手数料…530円

◎注射料…2,440円合計…5,970円

4 4 4 4 4 4 ; 月 月 月 月 月 月
29 28 16 14 13 12 
日 日 日 日 日 日

仕） 倫 （日） 倹 休 （水）
日

9 13 10 9 9 13 10 9 14 13 10 9 14 13 10 9 
時 時時 時時 時時 時時 時時 時時 時時 時
30 00 30 00 00 00 30 00 30 00 30 00 30 00 30 00 時
分 分 分 分 分 分分 了 分 分分 分 分 分 分分
i i i i i i i i i i i i i I ¥ 
11 15 11 10 11 15 11 10 15 14 11 10 15 14 11 10 
時 時 時 時 時 時 時 時時 時時 時 時 時 時時 間
30 00 30 00 30 00 30 00 30 00 30 00 30 00 30 00 
分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分

明 明 館 東 明 梅 中 矢大 館 田 江 東 斗

和 和 林 和 原 輪 林 A ロ

村
市 部

村 集 クロ 島転 市 島 日 部 田
場村 農 作 辰曲 集

役 役 協 児 役
落
教 公促 協 出 集 児 落

佐
セ 進

佐 セ場 場
貫 童

場
ン 字‘‘’ 

` 
貫 荷 ム工 童

所
ン ン

ン
裏 裏 支 裏 夕 夕 夕 施 支 夕

庭 庭 所 館 庭 l 院 I I 館 設 所 所 所 館 l

平
成
七
年
度
の
犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
を
別
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

飼
い
犬
の
登
録
・
予
防
注
射

受賞した泉田和作さん

受賞した石崎栄一さん

兵
庫
県
南
部
地
震
災
害
義
援
金

の
募
金
に
こ
協
力
く
だ
さ
i
J

群
馬
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会
長
表
彰

④
泉
田
和
作
さ
ん
（
矢
島
）

0
石
崎
栄
＿
さ
ん
（
矢
島
）

泉
田
さ
ん
は
、
農
業
共
済
支
部
長
の
石
崎
さ
ん
は
、
損
害
評
価
会
委
員
と

要
職
を
十
年
も
の
永
年
に
わ
た
り
務
め
、
し
て
水
稲
検
見
競
技
会
に
参
加
。
そ
の

農
業
共
済
事
業
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

な
お
、
狂
犬
病
予
防
法
が
改
正
さ
れ

毎
年
必
要
だ
っ
た
犬
の
登
録
が
生
涯
に

一
回
と
な
り
、
平
成
七
年
四
月
一
日
以

降
に
登
録
し
た
犬
は
、
翌
年
以
降
、
登

録
の
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

平成 7 年 3 月 10 日 (10) 



表
〔
競
技
優
秀
者
〕

0
中
学
生
以
下
に
つ
い
て
は
、
そ
の
年

度
県
大
会
に
優
勝
し
た
者
お
よ
び
県
記

録
を
作
っ
た
者
、
関
東
大
会
以
上
に
出

場
し
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
者

0
高
校
生
以
上
・
一
般
に
つ
い
て
は
、

そ
の
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
以
上
で

優
秀
な
成
績
（
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
三

位
以
内
、
全
国
大
会
六
位
以
内
）
を
収

め
た
者

④
団
体
競
技
に
つ
い
て
は
、

土1
早ノ

規
団
体
を
個

定

；こ該誓iい寸表体
さ当者興体土ク

ピ喜畠贔旦彰育
五児言亨ぃ功

口：た労
館す嬰層し
: □ ま者
喜店、↑すを 1..ｷ :.. : • • • • : :•..... •:. ｷ.. •.... • : :. • • •. •・：．．：；ゾ・：·: ••. •'. :.-ｷ=-ｷ--.. ｷ:..... :ｷ... -': 

ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
登
録
を

人
と
み
な
し
ま
す
。

④
表
彰
該
当
年
度
は
、
そ
の
年
の
四
月

一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と

し
ま
す
。

〔
功
労
者
表
彰
〕

④
本
会
発
展
に
尽
力
さ
れ
特
に
功
績
の

あ
っ
た
者

④
本
会
役
員
と
し
て
功
労
の
あ
っ
た
者
。

た
だ
し
、
五
十
歳
以
上
の
者
と
し
ま
す
。

④
村
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
特
別
の
功
績

の
あ
っ
た
者
。

〔
感
謝
状
〕

多
年
に
わ
た
り
本
会
発
展
の
た
め
、

活
躍
さ
れ
退
任
す
る
役
員
、
理
事
。

〔
特
別
賞
〕

そ
の
年
の
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
世
界
選
手
権
・
ア

ジ
ア
大
会
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
日

本
代
表
選
手
と
し
て
参
加
し
た
者
。

こ
れ
等
の
表
彰
を
受
け
る
際
は
、
い

ず
れ
も
村
体
育
協
会
お
よ
び
加
盟
の
各

種
目
別
競
技
団
体
長
ま
た
は
村
内
の
各

学
校
長
の
推
せ
ん
が
必
要
と
な
り
、
選

考
委
員
会
（
体
協
正
副
会
長
、
正
副
理

事
長
お
よ
び
指
導
部
正
副
部
長
で
構
成
）

で
決
定
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
社
会
体

育
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
根
川
総
合
運
動
場
、
社
会
体
育
館
、

小
・
中
学
校
の
校
庭
を
利
用
さ
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
団
体
は
登
録
が
必
要
で
す
。
こ

れ
等
の
施
設
を
、
皆
さ
ん
に
公
平
円
滑

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
代
表
者

会
議
を
次
の
と
お
り
開
き
ま
す
の
で
、

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

0
日
時
1
1
3
月
2
3
日
困
—
午
後

7

時

優勝した「明和クラブ」チーム

優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

準
優
勝
チ
ェ
リ
ー
ズ

第
1
0回
協
会
杯
争
奪

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

薬の正しい服用時間
食前

食事の30分～ 1 時間前
のことです。たとえば、

食欲増進剤・吐気止め
・漢方薬など

0
会
場
1
1
中
央
公
民
館
講
堂

0
対
象
1
1
1
0
人
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い

る
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
（
成
人
の
監
督
者

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
）

※
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
根
川
総
合
運
動
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

を
現
在
登
録
利
用
し
て
い
る
方
で
、
四

月
以
降
続
け
て
利
用
し
た
い
方
は
更
新

手
続
き
を
。
ま
た
、
新
規
利
用
者
も
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。

食間
食後約 2 時間。食事と
食事の間のことです。

' 
＊決して食事中ではあ
りません。

食後
食後約30分以内のこと

です。

＊もし飲み忘れるよう
だったらすぐ飲んでも

かまいません。

テ
ー
ス
コ
—
卜
利
用
者
は

忘
れ
す
に
登
録
を

@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
 

@

@

 

g
薬
は
コ
ッ
プ
g

g
＿
杯
の
水
でI
.

g

@@ •@@@@@@@@@@@@@ 
飲
み
薬
が
体
の
中
で
効
き
目
を
表
す

に
は
「
胃
で
溶
け
て
吸
収
さ
れ
る
こ
と
」

が
必
要
で
す
。
と
こ
ろ
が
「
水
な
し
」

や
「
少
な
い
量
の
水
」
で
薬
を
飲
む
と
、

特
に
カ
プ
セ
ル
は
の
ど
や
食
道
に
く
っ

つ
い
て
そ
こ
で
溶
け
だ
し
、
含
ま
れ
て

い
る
薬
の
成
分
に
よ
っ
て
は
、
食
道
潰

瘍
を
起
こ
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
胃
ま
で
運
ば
れ
た
と
し
て

も
、
少
量
の
水
と
多
め
の
水
で
薬
を
飲

ん
だ
場
合
で
は
、
多
め
の
水
で
飲
ん
だ

ハ
ロ
ー
健
康
⑱

時間毎
6 時間、 8 時間こ・とな

ど、体の中の薬の濃度

を一定に保つようにし

ます。

＊夜中に起きて薬を飲
む必要はありませんが、
起きている間は時間ど

おり飲みましょう

ねる前
ねる直前または30分～

1 時間前のことです。

＊利尿剤などは尿の回
数が多くなり睡眠の妨
げになることがあるの
でねる前に飲むのは避

けたほうがよいでしょ

う。

必要に応じて
痛み、熱、発作が起き
たときに薬を飲みます。

方
が
速
く
た
く
さ
ん
吸
収
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
水
以
外
の
コ
ー
ラ
や
ジ

ュ
ー
ス
で
飲
ん
だ
場
合
は
？
ア
ス
ピ
リ

ン
を
コ
ー
ラ
や
ビ
ー
ル
で
飲
ん
だ
場
合
、

水
で
飲
ん
だ
場
合
よ
り
吸
収
が
遅
れ
た

と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
市
販

の
腸
で
溶
け
出
す
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い

る
便
秘
薬
の
中
に
は
、
牛
乳
で
飲
む
と

胃
の
P
H
が
上
が
っ
て
胃
で
溶
け
だ
し
、

効
果
が
弱
ま
る
ば
か
り
か
、
胃
を
剌
激

し
て
吐
き
気
な
ど
の
副
作
用
が
起
こ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
に
も
子
ど
も
用
に
よ
く
処
方

さ
れ
る
ミ
オ
カ
マ
イ
シ
ン
ド
ラ
イ
シ
ロ

ッ
プ
や
ト
ミ
ロ
ン
ド
ラ
イ
シ
ロ
ッ
プ
な

ど
は
、
ヤ
ク
ル
ト
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
よ

う
な
酸
味
の
あ
る
も
の
に
混
ぜ
る
と
極

端
に
味
が
苦
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

水
以
外
の
も
の
で
薬
を
飲
む
と
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

(11) 平成 7 年 3 月 10 日



老人福祉センターの

送迎バス運行曜日変更

4 月から老人福祉センターの送迎

バス運行曜日が、次のように変わり

ます。

®火・土曜日＝上江黒、下江黒、斗

合田、南大島

卍水・日曜日＝田島、千津井、江口、

梅原、中谷

圏金曜日＝川俣、須賀、大輪、矢島、

入ケ谷、大佐貫

※詳しくは、老人福祉センター合 (84)

4926へお問い合わせください。

縦覧してみませんか

自分の所有資産を

土地、家屋および償却資産の所有

者に課税される固定資産税は、納税

者からの申告によらないで課税する

賦課課税方式という方法をとってい

ます。そこで本村では、賦課の基礎

となる固定資産税課税台帳の内容を

ご覧いただくために、縦覧期間を設

けています。この機会に自分の所有

資産を確かめてはいかがですか。

圏縦覧期間＝ 4 月 3 日（月）～ 24 日（月）

圏縦覧時間＝午前 9 時～午後 5 時

圏縦覧場所＝役場税務課

圏縦覧のできる人

①納税者本人

②納税者の同意・委任を受けた人

③納税管理人

※詳しくは、税務課にお問い合わせ

ください。

加入して安 lじ＼

扶養共済制度

心身に障害があるため、独立困難

な人を扶養している保護者が、毎月

掛金を納めて、万一残された心身障

害者に終身年金を支給する制度です。

圏加入できる保護者

(1)県内に住所があること

(2)特別な疾病障害を有しないこと

(3)年齢が65歳未満であること

圏心身障害者の範囲

①精神薄弱者

②身体障害者の 1 級から 3 級の方

③精神または身体に永続的な障害を
有する方で、その障害程度が①、

②と同程度の方

圏年金の支給

0 1 口月々 2 万円

0 2 口月々 4 万円

圏掛金額＝次のとおりです

※詳しくは、福祉課へお問い合わせ

くださl,,ヽ。

〇掛金表

加入時の年齢 掛金月額

35歳未満 1,400円

35歳以上40歳未満 1,900円

40歳以上45歳未満 2,600円

45歳以上50歳未満 3,200円

50歳以上55歳未満 4,100円

55歳以上60歳未満 5,300円

60歳以上65歳未満 6,800円

雇用保険の新制度が

4月 1 日からスタート

＊高年齢雇用継続給付制度

雇用保険の被保険者期間が 5 年以

上ある 60~65歳未満の方で、 60歳時

賃金に比べて85％未満の賃金で就労

する場合に、各月賃金の25％相当額

を 65歳まで支給します。

圏育児休業給付制度

雇用保険の被保険者期間が 1 年以

上ある方で、育児休業を取得した場

合に、育児休業取得時賃金の25％相

当額を子どもが満 1 歳に達するまで

支給します。

※詳しくは、館林公共職業安定所合

(75)8609へお問い合わせください。

東洋運輸株）明和営業所

村に 10 万円寄付

東洋運輸株式会社明和営業所では、

本村が平成 7 年 3 月 1 日で合併40年

を迎えることを祝して 2 月 23 日、村

に 10万円を寄付されました。

村では、感謝申し上げるとともに

有効に活用させていただきます。

ありがとうございました。

陳アドバンテスト
村に 5 万円寄付

株式会社アドバンテストでは、本

村が平成 7 年 3 月 1 日で合併40年を

迎えることを祝して 2 月 23 日、村に

5 万円を寄付されました。

村では、感謝申し上げるとともに

有効に活用させていただきます。

ありがとうございました。
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◇日時＝ 4 月 10 日（月）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝福島弁護士

◇受 付＝ 4 月 1 日から 8 日まで受け

付けしますので総務課へお
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福祉タクシー利用の

対象者は申請ください

在宅の障害者等が外出時にタクシ

ーを利用する場合、料金の一部を補

助する「福祉タクシー利用券」を毎

年度申請により交付しています。平

成 7 年度から一部改正となり、補助

額を基本料金から 600円とし、枚数を

24枚から40枚に増やしました。また、

対象者のうち療育手帳所持者を Aか

ら B まで拡大しました。なお、申請

要領等は次のとおりです。

昼対象者

①身体障害者手帳 1 • 2 級の方

②療育手帳の障害程度がA·Bの方

③70歳以上の 1 人暮らし世帯

④70歳以上と他方が65歳以上の 2 人

暮らし世帯

⑤母子家庭世帯

※①②については、自動車税、軽自

動車税の減免を受けていない方

※③④⑤については、四輪自動車を

所有していない世帯

圏補助額

運賃のうち 600円を補助

圏利用券の交付

対象者 1 人につき年間40枚交付

（年の途中申請は月割交付）

圏利用方法

タクシーの運転手に身体障害者

手帳等を見せ、利用券を 1 枚渡し

てください。

圏利用できるタクシー

川俣タクシー、館林無線タクシ

一共同配車センター加盟社（多々

良タクシー、館林合同タクシー、

つつじタクシー）、矢島タクシー、

すみれタクシー、朝日タクシー

※まだ、申請していない方は、地区
の民生委員または福祉課へ連絡して

くださしヽ。

生徒募集

館林高等技術専門校

＊専修訓練課程

④応募資格＝中学校卒業（卒業見込

み）以上の者

④募集科目・定員・期間

0機械科 10人 1 年間

0 自動車整備科 10人 1 年間

④応募期限＝ 3 月 16 日（木）

圏短期課程

④応募資格＝学歴・年齢制限なし

◎募集科目・定員・期間

0機械科 10人 1 年間

〇板金科 20人 6 カ月

◎応募期限＝随時受け付けします

※詳しくは、群馬県立館林高等技術

専門校合（72)0229へお問い合わせく

ださい。

参加者募集

B&G財団少年の船

B&G財団では、「少年の船」海外

体験航海を実施いたします。

圏期日＝平成 7 年 7 月 22 日（士）～ 29 日

] 館林邑楽地区 館 林 地 区

休 産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科

真中医院 川田医院 大石医院 川島脳外科
3 月 19 日

合 (72) 1630 合 (72)3724 合 (74)2362 合 (75)5511

日
堀越医院 白沢医院

3 月 21 日
云（73)4151 合 (72) 1600 

当 横田（婦）医院 小倉医院 増田医院 礫川堂医院
3 月 26 日

合 (72)0606 云（72) 1387 合 (74)0184云（72)0255

浜野病院 大神医院 田内医院 永寿堂医院

番
4 月 2 日

合 (88)5678 云（62)2200 合 (72)3855 ff(72)4469 

白沢医院 川田（耳）医院 須田医院 海宝医院
4 月 9 日

医
云（72) 1600 云（72)3314 合 (72)0862 合 (74)0811

落合医院 川村医院 多々良診療所 岡田医院
4 月 16 日

合 (72)3160 合 (72) 1337 合 (72) 3060 合 (72)3163

(13) 

（士） （ 7 泊 8 日）

＊渡航先＝グアム・サイパン

圏参加対象者＝村内の中学生および

高校生（男女）

圏参加費＝ 148,000円

奎募集人数＝ 2 人（本村推薦人数）

圏申込期限＝ 4 月 10 日（鉗

圏使用客船および飛行機

0 客船…ふじ丸 (23,500 トン）

0 飛行機…ボーイング747SR

圏申込先＝明和海洋センター

※詳しくは、 B&G財団明和海洋セ

ンターヘお問い合わせください。

展示資料募集

戦後 50 周年記念展

群馬県では、戦争の悲惨さと戦中

・戦後を通しての生活上の労苦、平

和の尊さを次世代に伝えるために、

皆さんが大切にしている戦争中・終

戦直後（昭和 6 年頃～昭和25年頃）

の生活用品等の資料を募集します。

当時使っていた鍋、釜、防空頭巾、

教科書、遊び道具、運道具や、当時

発行された新聞、書籍、レコード、

または、遺品、遺書、貴重な写真な

どを募集します。

ご提供していただいた資料は、展

示会終了後、返却します。

募集期間は、 3 月 15 日から 4 月 14

日までです。

※詳しくは、群馬県県民生活部社会

福祉課ff0272(21)1878へお問い合わ

せください。

※◎ 言
千代田 赤文i 人板倉地区
明和地区

更科日
にのは

なにみ 貫
る限一

館林地区と 館林地区と ;’J 
厚
生

同じです。 同じです。 ? 畠冒 病
院
/ 

まは 合

ょ： (72) 
3 

で l I 

井上医院 竹越医院 冒 7 4 

゜合 (82) 1131 合 (84)3137 しで 、一

てで が
かす 担

増田医院 館林地区と
ら゜ 当

呑p ロク し

合 (82)2255 同じです。 ま
し す
て ゜

石山医院 館林地区と < ^ 内
だ 科

合 (82)0103 同じです。 さ
し‘ 外

゜ 科
橋本医院 館林地区と

合 (82) 1150 同じです。 喜

平成 7 年 3 月 10 日
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かわいいポーズをしている

美香ちゃん

み
か

帆
足
美
香
ち
ゃ
ん

(
3歳
1

カ
月
）、

`
’
/
’

島

の
長
女
大

利
夫
さ
ん

国

尚
美
さ
ん

だれにでも人なっこく、来客があると座ぶとん片手に

「お茶飲んでいって．I 」と、お客さんを引留めてしまう

ほどの、荼目っ気たっぷりの女の子です。「今のまま、

元気に育ってほしい」とお母さん。

I
 
-J 

ひまわり
代表高橋ひろ美

ひ
ざ
ま
づ
き
手
を
と
り
見
舞
う
両
階
下

の
姿
映
る
を
涙
し
見
入
る

柿
沼

ま
つ

立
岡
正
夫

気
丈
な
り
し
母
が
小
声
に
腰
巻
き
の
洗

濯
を
朝
妻
に
頼
み
を
り

奈
良
原
き
く
の

な
ら
わ
し

あ
と
何
年
我
が
家
に
続
く
風
習
か
鰯
の

頭
焦
が
し
つ
つ
思
う

き
ぞ
つ
い
な

昨
日
ま
き
し
追
灘
の
豆
が
ほ
ど
び
た
る

は
だ
ら

斑
雪
の
上
を
ふ
み
て
菜
を
と
る江森

国
こ
ぞ
り
直
ち
に
急
援
立
ち
上
る
地
元

駅
前
に
も
あ
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
立
つ

瀬
下
一
江 政

美

か
ほ
や
が
沼

村の人口と世帯
3月 1 巳現在

世帯数 3 I 132戸

人口総数 I I, 407人

男 5,742人・女 5,665人

(2 月中の動き）

出生 4 人・死亡 9 人

転入 44人・転出 28人

2月の救急車出動回数
●交通事故 1 件

●急病 17 件

•その他 0 件

●計 18 件

⑨匹三空竺竺⑤⑨

私
た
ち
「
ひ
ま
わ
り
」
は
、
小
学
生

の
お
母
さ
ん
た
ち
を
中
心
に
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を

始
め
、
そ
の
後
P
T
A

球
技
大
会
で
イ

ン
デ
ィ
ア
カ
、
ミ
ニ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
な

ど
を
取
り
入
れ
て
、
参
加
人
数
に
よ
っ

て
種
目
を
選
び
、
毎
週
土
曜
日
の
午
前

九
時
三
十
分
か
ら
十
一
時
三
十
分
ま
で
、

社
会
体
育
館
で
楽
し
く
心
地
よ
い
汗
を

か
い
て
い
ま
す
。

結
成
は
四
年
前
十
五
人
で
ス
タ
ー
ト

し
、
人
数
も
現
在
は
二
十
二
人
ま
で
増

え
ま
し
た
が
、
顔
ぶ
れ
は
随
分
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

最
近
、
寒
い
た
め
に
参
加
者
が
少
な

く
活
動
が
停
滞
し
て
い
ま
す
が
、
だ
ん

だ
ん
暖
か
く
な
る
に
つ
れ
て
参
加
者
も

増
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

だ
れ
で
も
簡
単
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

で
す
の
で
、
運
動
不
足
の
方
、
運
動
の

苦
手
な
方
、
男
女
問
わ
ず
一
緒
に
汗
を

か
い
て
み
ま
せ
ん
か
、
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

新鯉畠島早新大坂飯
井沼 田川井塚上島氏
善ふ

郷新次誠弘定良くふ名
市一郎作子女助子＜

（
会
月
の
納
め
〗

国
民
年
金
保
険
料
と
水
道
料
金
の
納

入
月
で
す
。
納
期
限
は
3
1
日
で
す
。
期

限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

一
編
集
後
記
一

二
月
の
立
春
の
日
に
村
で
は
、
中
学
二
年

生
を
対
象
に
立
春
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私

も
三
回
目
の
取
材
で
内
容
等
は
分
か
っ
て
い

ま
し
た
が
、
式
典
の
中
で
二
年
生
代
表
が
「
私

た
ち
は
西
暦
二
千
年
に
成
人
式
を
迎
え
、
大

人
の
仲
間
入
り
し
ま
す
」
と
述
べ
た
言
葉
が

印
象
的
で
あ
り
ま
し
た
。

実
は
、
私
の
娘
も
立
春
式
を
迎
え
た
一
人

で
、
迎
え
る
前
よ
り
大
人
に
な
っ
た
か
の
よ

う
に
見
え
る
の
は
、
親
の
欲
目
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
織
）

ー
お
く
や
み
I
I

年
齢
世
帯
主

7
8
茂
雄

7
0
若
榮

8
6
宏
二

8
4
清
房

5
8
幾
永

8
7
茂
治

6
5
千
鶴

6
6
紀
好

8
6
精
一

岩
瀬

長
男

平成 7 年 3 月 10 日

木
村

本
村

落
合 1

1

あ
め
で
だ
I
I

父
母
名
続
柄

豊
美
樹

義
柑
道
子

博
光
マ
リ
テ
ス

光
夫
延
子

公う真喜知t裕閃名
亮］史し也ゃ司じ

長
男

長
男

長
男

氏

江大中大大田南中斗地薮中須千新地蔽

ロ貸谷輪輪島貸谷畠区嘉谷賀開里区嘉
弧％ 1/i6%% % % % ％り喜--- 3{3 % ¾極閥―

※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出てください。

(14) 
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